















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　体の一部と呼んでも良いほど手になじんだスティックとボタンの動きに合わせ、モニターの中でキャラクターが派手な技を放つ。

　隣にいる少女が、祈るように俺おれを応援してくれている。

「師匠！　がんばってください！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔の裏に、色々なモノが隠れていることを俺は知っている。

　最初は面倒だと思っていたパートナー。

　負けられない戦い。

　強力な相手。

　試合外でのプレッシャー。

　今までにないピンチだが、この子となら絶対に勝てる。

　そう思えることの幸せを、これから俺は知ることになるのだ。
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「優勝はＳＨＵＮ選手です！」

　地方都市の小さなイベントホールで開かれた、人気２Ｄ格闘ゲーム『コズミックファイターＶ（通称コズファイ）』の大会。

　その表彰台に俺おれはいる。

　表彰台から見える窓の向こうには、すっかり散ってしまった桜並木が続く。これがあと一ヶ月早ければ、きれいなピンクの道を見ることができただろう。コズファイには桜の模様をあしらった着物を着たキャラがいる。もしかすると、そのキャラのコスプレイヤーさんなんかが呼ばれたかもしれないな。

　表彰台に上がる緊張からの現実逃避に、そんなことをぼんやり考えながら、俺は百人以上は集まっているであろう観客から拍手を受けていた。

　小さな大会ではあるが、プロ格闘ゲーマーになって初めての優勝だ。

　盾と賞金目録を受け取る手が微かすかに震ふるえる。

　高校にもう戻る場所がない俺にとって、プロゲーマーとして食べていくための第一歩だ。




　──対戦格闘ゲーム。

　主おもに一対一で戦う対戦型コンピューターゲームの総称だ。

　コズファイはその中でも『２Ｄ格ゲー』というジャンルではトップクラスの人気とプレイヤー人口を誇ほこる。

　世界で五百万本以上売れている大ヒットゲームだ。




「では優勝者のＳＨＵＮ選手にインタビューしてみましょう。見事な優勝でしたね。ＳＨＵＮ選手は、先月プロゲーマーになったばかりだとか」

　実況兼けん、解説兼、司会の会あい坂さか実利みのりさんが俺にマイクを向けてくる。

　美人で巨乳、さらに格ゲーの腕前もかなりのものでありつつ、よく通る声での実況も好評な、格ゲー界かい隈わいでは人気のタレントである。

「はい。ありがたいことに、先月スポンサードを頂きました」

　こういった舞台でインタビューを受けるのは初めてではないが、何度目でも緊張するものだ。

「早速の優勝とはさすがですね。人間の限界を超こえていそうな反応をしている場面が何度もありましたが、やはり『読み』の冴さえでしょうか？」

「いえ、今回もほぼ『見てから』の対応でした」

　俺の回答に会場がざわついた。

「……に、にわかには信じがたいですが、本日のプレイを見る限り、そうとしか思えない場面も多数見受けられましたね」

　会場からは、「ハッタリだろ」などというつぶやきが聞こえてきたりもするが、事実なのだからしょうがない。さすがに小足を見てから無敵技なんてことができるとは言わないが。

　反応速度は、歴戦のプロ格ゲーマー達に、俺が唯一勝っている部分とも言える。

　それから会坂さんは、俺と他の入賞者にいくつかの質問を終えた後、大会の閉幕を宣言した。

　今回の大会は、有名プロどころか、プロ自体がほぼ出場していなかったこともあり、さほど苦戦する場面はなかった。

　だからこそ、読みや勘かんに頼らずに戦おうと決めていたのだ。

　上位陣相手にそれだけで通じるとは思っていないが、手て応ごたえが得られたのも確かだった。

「ＳＨＵＮさん、ちょっとよろしいですか？」

　打ち上げの誘いを断り、今日の反省をしながら会場を出ようとしていた俺の前に、一人の男が立ちはだかった。

　スーツに革かわ靴ぐつ、おしゃれな縁ふちなしメガネにオールバックという、この場ではかなり浮いた格好の男だ。歳としは三十代前半といったところだろうか。

「なんでしょう？」

「まあそう警戒せずに。私はこういう者です」

　男が差し出した名刺には『株式会社ＭＩＸ　イベント部　部長　伊い辺べ興あつ行ゆき』と書かれている。

　知らない社名だ。

「ええと……？」

「弊へい社しやをご存じない？　いやいや、うちの知名度もまだまだですね」

　男は人なつこくありながら、どこかぴりっとした空気をまとっている。

「なんの用でしょうか？」

「そう警戒しないでください」

　不信感が表情に出てしまったのだろう。

　男は一瞬、俺の顔をじっと観察した後、意識して笑顔を作り、半歩だけ距離を詰め、話を続ける。

「逃げられてしまう前に単刀直入に申し上げましょう。ＳＨＵＮさんに、弊社が主催する格闘ゲームのリーグ戦、『ＭＩＸリーグ』に出場していただきたいのです」

「聞いたことのない大会ですが」

「今回が第一回ですから。怪しい大会ではありません。有名選手も多数出場、大会の模様はネット配信。決勝戦は地上波放送までございます」

　伊辺に手渡された企画書には、俺もよく知る強豪プロ格ゲーマーの名前と写真がずらりとならんでいた。

「これが本当だとして、なぜ俺なんです？」

　実力はさておいたとしても、知名度という意味では、企画書に載っている彼らとは数段差がある。

「今大会の特色として、プロの皆さんには、格闘ゲーム初心者の方とペアを組んでいただきます。初心者の皆さんの育成もまた、大会の見所としつつ、若いプレイヤーを格闘ゲーム界に誘導する手助けになれば、というコンセプトです」

　格ゲープレイヤーの年齢層は高い。

　若手の俺が言うのもなんだが、世界大会のトップ陣に若手が食い込み始めたのは、ここ一、二年のことだ。

　俺が格ゲーを始めるよりもっと昔、格ゲーブームというものがあったらしい。

　しかし、一時期格ゲーがあまり作られなかった時期がある。

　そのタイミングで、プレイヤーの流入が途切れてしまったのだ。

　昨今はｅ－Ｓｐｏｒｔｓイースポーツブームもあり、やっと若手プレイヤーも増えてきたというわけだ。

　俺もまたそんな若手プレイヤーの一人だ。

　大会的には、幅広い選手を集めたいということだろう。

「客寄せ、もしくは当て馬ってことですか？」

「とんでもない。ＳＨＵＮさんに優勝していただければ、それはそれで大いに盛り上がると考えております。ＳＨＵＮさんもプロならば、観客を呼んでなんぼ、ということはご理解いただけるでしょう？　ですから、ＳＨＵＮさんにお声がけしたのは、若い選手を応援する視聴者を呼び込みたいという意図もございます。ですが、それだけでお声がけするほど、弊社も甘いつもりはございません。現在の実力と将来性、全てを考こう慮りよした上で、ぜひＳＨＵＮさんにお願いしたいというのが会社判断であり、私個人としての希望でもあります」

　そこまで言われれば悪い気はしない。だが……。

「ペアというのはちょっと……」

　俺が格ゲーを好きな理由の一つに、個人の実力だけで明確な勝敗がつくというものがある。

　企画書を流し見したところ、ペアそれぞれの勝敗がポイント化されるとある。プロの方が勝った際に得られるポイントが大きいとはいえ、ペアとなる初心者の勝敗もポイントを左右するのは間違いない。

「他の選手の中にも、そこを懸け念ねんされる方はいらっしゃいました。ただ、格ゲー界の将来のため、と最終的には引き受けていただけました。それと、ＳＨＵＮさんのスポンサー様にも、『本人が首を縦に振るならぜひ出場させてほしい』とのお言葉を頂いています」

　スポンサーの意向を持ち出されて断れるほど、俺には実績も知名度も影響力もない。

「……考えさせてください」

　そう答えるのが、今の俺には精一杯だった。
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　日本一忙しい子供。天才子役。

　私がそう言われるようになってかなり経たつ。ありがたい言葉だが、同時にそんな状態は、急に明日なくなるかもしれないということも理解しているつもりだ。

　子役の賞味期限は短い。子供でいられる期間は、人生でほんの僅わずかだからだ。

　ここから女優になるには武器がいる。一番わかりやすいのは見た目の美しさだ。私の容姿が整っているのは自他共に認めるところだが、それだけで売れ続けられるほど甘い世界ではない。消えていった多くの同業者を見ればわかることだ。

　これまで私が磨みがいてきたのは、子役としての演技力や、子供として大人に気に入られる方法だ。でもそれが通用するのは子供の間だけ。

　女優になるための準備はもちろんしている。演技も世渡りの方法も学んでいる。だけどそれだけじゃだめだ。

　なにかが欲しい。オンリーワンななにかが……。
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　地方大会を終え、夜行バスで帰宅した俺おれが目を覚ましたのは、空がオレンジ色に染まり始めた頃だった。

　大会の高揚感がゆっくりと引いていく中、ぼんやりと部屋を見回す。

　六ろく畳じよう一間で家賃は四万円台。

　かなりガタが来ている上に壁は薄いが、都内でこの価格なら妥だ協きようできる範囲だろう。

　カラーボックスの上に積んだマンガを横によけ、昨日もらったばかりの盾を飾る。

　窓から差し込む西日に、アクリルでできた盾がキラキラ輝く。

　何か腹に入れておいた方が良い気もするが、今は少しでも練習をしたい気分だ。

　ゲーム機を立ち上げている間に顔を洗い、モニターの前に座る。

　昨日の大会の様子は、既すでにネット上にアップされていた。

　その動画を観ながら、自分のミスを拾ひろっていく。

　あきらかな操作ミスはどうでもいい。練習すればよいだけだ。

　それよりも、『知らなかった』ことで取り逃がしたチャンスを探していく。

　動画を何度も見返し、見つけた改善点を、トレーニングモードで一つ一つ試ためしていく。

　今日見つけたのは、とあるキャラが出してきた連携に対し、反撃を確実に入れられるポイントだった。

　俺の反応速度を以もつてしても、正確に対応するのは難しそうだ。

　だが、これができれば後一歩で逃す勝利を摑つかむことができるかもしれない。二時間この練習につぎこむとしよう。

　俺はひたすらに反復練習を始めた。

　最初はコンピューターに同じ技だけを出させる。それに対して決めた対応技を正確にこなせるように練習。次に、コンピューターにいくつかの技をランダムに出させる。その状況でも、対応技を出せるよう練習するのだ。

　端はたから見ると、つまらなそうに見えるだろう。だが俺はこういった練習がとても好きだった。自分で言うのもなんだが、俺は反射神経が他人よりかなり優すぐれているようだ。それだけならば、トッププロにも負けない自信がある。だからこそ、こういった練習は絶対に裏切らず、結果に繋つながる。今やっている練習の成果が出た瞬間のことを想像するだけで、口元が緩ゆるむのだ。

　──ガチャリ。

　そんな反復練習をしていると、玄関の鍵かぎが開く音がした。

「やっほー。今日は豚ぶたのショウガ焼きだよ」

　無断で俺の家に進入して来たのは、見慣れた幼なじみの女子、古ふる川かわ麗うららだ。

　右手に通学鞄かばん、左手にネギの飛び出したスーパーの袋を下げている。ちなみにこのネギ。献こん立だてに必要のない時でも必ず買ってくる。なんでも「スーパーの袋からはネギが出てないとそれっぽくないでしょ」とのことだ。形から入るにもほどがあるが、これで料理も上う手まいのだから、行動が謎なぞすぎる。謎と言えば、彼女でもないのに、毎日のように俺の部屋に飯を作りにくることだが……いや、これは謎ではなく理由はわかってるんだがな。

「俺の母親がなんて言ったかは知らないが、イヤなら来なくていいんだぞ？」

「どうしてそういうこと言うの？　あなたのお母さんにここの合い鍵をもらったのは確かだけど、来てるのは自分の意思だって知ってるでしょ」

「罪悪感で来てるなら責任を感じる必要はないって言ってるんだ」

「そんなんじゃないよ」

　あきれたようでもあり、諭さとすようでもあるような、なんとも判断のつきにくい口調でそう言った麗は、腰をかがめて買い物袋を床に置いた。

　ブレザーの下から強く主張している大きな胸がぷるんと揺れる。

「じゃあその金髪はグレたとかじゃないんだな」

　もともと彼女の髪は色素が薄いらしく、きれいな栗くり色いろだった。

　それが今日は突然の金。しかも縦ロールである。

「気合い入れて変えてみたのにそんな感想!?」

「ちがうのか」

「ちがうわよ！　ほら、瞬しゆんが使ってるキャラクターがこんな髪型してるじゃない？　だから……」

「流は行やってるとでも思ったのか」

「んなわけないでしょ！　世間一般のおしゃれなら、瞬より詳くわしいわよ！　これでも女子高生なんだから！」

「金髪縦ロールの女子高生……」

「ぐ……わかってるわよ……自分でもちょっとやりすぎちゃったかなって思ってるんだから……」

　わりとガチで落ち込み気味な麗である。

「よく学校で怒られなかったな」

　俺と麗は同じ高校に通っていた。

　過去形にはしたが、一応俺もまだ在籍はしている。

　都内でもそこそこの進学校で、校則は厳きびしくはないものの、それほど自由というわけでもない。

「怒られはしなかったけど……すごく心配された」

　麗はばつが悪そうにそっと目を逸そらした。

「あー……学年男女問わず人気の優等生が、突然こんなんになってきたらな」

「だから色はすぐ戻すわ」

「縦ロールは戻さないのか」

「学校的には問題なしってことになったみたいだから」

　少なくとも『縦ロール禁止』なんて校則にわざわざ書いたりはしてないだろうからな。

「それに、こういう髪型好きなんでしょ？」

　教師に怒られたというのにちょっとドヤ顔気味なあたり、コイツもただおとなしいだけの優等生ではない。表だって反抗をするわけではないし、悪さをするわけでもない。ただ、無意味に校則に従ったり、他人にそれを強要するタイプでもない。もしそんなヤツだったら、こんなに長いつきあいにはなってなかっただろう。

「ま、まあな……」

　今いま更さら「リアルでそれはどうなんだ」とは言いだしにくいので、てきとうに相づちをうっておく。

「そっか！」

　こんな嬉うれしそうな笑顔を見せられたら、ツッコミもいれにくい。

　ここまでくれば、誰だれだって麗が俺を好きだと思うだろう。

　少なくとも嫌われてないってことは俺だってわかってる。

　だがこれが腐くされ縁えんだからなのか、恋愛的に好きなのか、俺が家を出ることになった『あの件』で責任を感じているからなのかはわからない。

　それは麗も同じなのだろうが、お互い踏み込んで話すことはできないでいた。




　六畳一間のアパートは、ベッドにいくつかの棚、ゲームをするためのモニター台と椅い子すを置いてしまえば、他にほとんどスペースはない。

　だから食事は、モニター台の手前のスペースを二人で使うことになる。

　狭せまい部屋で並んで食べるのにも慣れたものだ。

「ねえ瞬、あの盾なーに？」

　麗が視線で指したのは、昨日の大会でもらった盾だ。

「ゲームの大会でもらったんだ」

「へー。いーすぽーつってやつ？　ええと……コズミックファイターＶ　コスモティック金かな沢ざわトーナメント優勝。…………金沢!?　これ昨日の日付じゃない。わざわざ金沢まで行ったの!?」

「まあな。お、美う味まいな、このショウガ焼き」

「えへへ、ありがと。隠し味に使ってる香辛料の配合を少しいじってみたんだ」

　この笑顔を見る度、食べたあとはちゃんと褒ほめなきゃなって思う。

　いらないと言われている食材のお金を無理矢理渡してるとはいえ、かなりの手間をかけて作ってもらってるからな。

「──って、そうじゃなくて！」

「ＳＮＳなんかを見る限り、強豪プレイヤーは参加しなさそうだったし、プロの初戦を勝って勢いに乗せるのにいいかなって」

「なにをわけのわからないことを……プロ？」

　麗の頭に『？』マークが浮かぶ。

「そう。プロ」

「誰が？」

「俺が」

「何の？」

「格闘ゲームの。もっと言うなら『コズファイ』のだな」

「誰が？」

「ループしてるぞ」

「………………」

　麗は両手の人差し指をそれぞれのこめかみに当てて、左右に頭を揺らしている。

　大きな胸と縦ロールが規則正しく揺れている。

　これはちょっとかわいいかもしれん。

「プロってことはお金をもらってゲームをするってことよね？」

　ゲームはスマホでちょっとやる程度という割に、なかなか鋭するどい質問をしてくるな。

「プロゲーマーの定義については、色々言われているけどな。ライセンスを発行してる団体もあるし。一番わかりやすい基準は、企業からスポンサードされてるってことかな」

「されてるの？　瞬が？」

「まあな」

　俺が挙げた企業名を麗は知らないようだった。

　コアゲーマーならたいていは知っているゲームの周辺機器メーカーなんだがな。一般人の知名度はそんなものかもしれない。

「あたしに何も相談してくれずに決めちゃったんだね……」

　麗は悲しげに目を伏せた。

「自分のことは自分で決めたい。俺がそういう奴だってのは知ってるだろ？」

「うん……。でも、ほとんど毎日会ってるんだから、話してくれてもって思っちゃっただけ。おめでとう……でいいんだよね？」

　彼女の中でプロゲーマーの価値がよくわかっていないことと、事前に相談してもらえなかったことがごちゃまぜになっているのだろう。困ったような笑顔で目を泳がせている。ここで自分が文句を言うような立場にないということをわきまえるのが、麗の良いところだが……こんな顔をさせてしまうなら、事前に相談をすればよかっただろうか。

　いや、なんど同じ場面が来ても、きっと俺は一人で決めただろうな。

　悪いことをしたわけではないから、謝るのもおかしいし……。

　どう返してよいかわからなくなった俺は、ショウガ焼きの残りを口へ運ぶ。

　不思議と、さっきよりも味が薄くなった気がした。

　二人でもくもくと食事を続けていると、俺のスマホが震えた。

　スポンサーの窓口担当、援えん川かわさんからだ。

「はい、ＳＨＵＮです」

『ＳＨＵＮさん、今電話いいですかー？』

　電話の向こうからは、若い女性の声がする。相変わらずノリの軽い社会人だ。

　俺が麗に片手で拝おがむようなポーズを取ると、麗は首をちょっと傾かたむけつつ、手を差し出すようなポーズで「どうぞ」と口を動かした。

「大丈夫です」

『聞きましたよー。ＭＩＸリーグの件。どうするつもりです？』

「興味はあるんですが、ペアというのがちょっと……」

　視界の端で麗の眉まゆがぴくんとはねた。

『メディア露出のチャンスですから受けてもらった方がいいと思いますよー。弊へい社しやとしても、その方がスポンサーをしている意味が出ますし。来期のＳＨＵＮさんとの契約にも関わって来ますからー』

　そう言われてしまえば、断ることなどできるはずもない。

「……わかりました。受けます。勝負は全力で行きますが、他の方々みたいにトークは……」

　ゲーマーというと、未いまだにネクラというイメージを持っている人も多い。

　しかし、ゲームセンターが盛況だった頃からの猛も者さ達は、ゲームセンターでコミュ力も鍛きたえられたらしく、メディア映ばえする人も多い。

『ＳＨＵＮさんにそこは期待してないから大丈夫ですよー』

　だからこそ、そう言われてしまうと、自分がプロとしてはまだまだだと言われているような気がしてしまう。

　その通りではあるから、反論のしようもないがな。

『それじゃあ、先方とは私の方で話をつけておきますんで。詳細はメールしておきますね。ちゃんと見てくださいよー？　最近の若い人は、メッセージアプリしか見なかったりしますからねー』

「援川さんも若いでしょうに」

　たしかまだ二十代中盤だったはずだ。

『そう言ってくれるのはＳＨＵＮさんだけですよー。最近若い娘こが新入社員できましてねー。ほんともう……』

　この愚ぐ痴ちは長そうだ。さっさと切り上げよう。

「それじゃあ俺は練習がありますんで。連絡お待ちしてます」

『はーい。がんばってくださいねー！』

　通話を切ると、麗が口を尖とがらせて俺を睨にらんでいた。

「ペアってなに？　勝負だの、トークだの……いかがわしいことしてないでしょうね？」

「おいおい、いったい何を勘かん違ちがいしてるんだ？」

「え？　女の子をあさりに行く話をしてたんじゃ……？」

　俺の発言だけを聞いていたら、そう取れなくもないか？

「麗」

「なによ」

「あんたエロいっすなあ」

「何言い出すの!?」

「エロくない人はそんな勘違いなんてしないからなあ」

「ちがうもん！　エロくないもん！」

「高校生にもなって、真まっ赤かになりながら『もん』って」

「ぐぬぬぬぬ……」

　唇くちびるを尖らせた麗が、ぷるぷる震えながら上目遣いで睨んで来る。からかうのはこのへんにしておいてやろう。

「大会の話だよ」

「へ？」

「さっきのは、今度開かれるペアのリーグ戦で大会に出ないかって話だ」

「そっか。じゃあペアの相手はおっさんなのね」

「そうとは限らねえから！」

　プロはおっさん率高いけど、若い人だっているし、初心者はたぶん若者だよ！　たぶんな！
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　私のマネージャーでもある母はいつも怒っている。母が営業以外で笑うのは、私か私を育てた自分が褒ほめられた時だけ。

「たかがゲーム大会でしょう？　そんなものに出て何になるっていうの！　バカなこと言ってる暇ひまがあったら稽けい古こなさい！」

　そんな母に、私は今年一番のあきれ顔をもらった。ｅ－Ｓｐｏｒｔｓイースポーツの配信番組のオファーを母が一いつ蹴しゆうしたのを、私が止めたからだ。

　母はわかってない。今は売れているからいいが、仕事がなくなる日は明日にでもやってくるのだ。

「梨り那なは私の言うことを聞いていればいいの。それで売れるんだから！」

　そう母は言うが、母とて芸能界を生き抜いてきたプロではないのだ。もとはただの主婦。若い頃にアイドルの養成所に通っていたのを私は知っているが、芽めは出ていない。

　だから、今度だけはわがままを通させてもらった。

　今受けている仕事に影響を与えないという条件は、すでに過密スケジュールの私にとってキツイものだが、それでもやる価値がある仕事だと思う。

　何より、さらに一歩先の私になるために、私自身がチャレンジしたいのだ。
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　俺おれがＭＩＸリーグへの参加を承しよう諾だくした半月後の土曜日。

　リーグに参加するプロゲーマー九人が、都内の某ぼうスタジオに集まっていた。

　世界大会での優勝経験者が三人、その他のメンバーも上位入賞経験者ばかり。あらためて見ると、そうそうたるメンバーだ。俺だけが大きな大会での実績が無い。場違いな感じがしてしまう。

　だが、他の選手はそんな俺にも優しく接してくれた。じゃれあうレジェンド達との間に溝みぞを感じてしまうのは贅ぜい沢たくだと思いつつも、やはり疎そ外がい感かんはあるものだ。

　一人ずつ自己紹介をすませた俺達は、十六人の若手タレント達と向かい合う形で座っていた。

　既すでに配信用のカメラは回っている。リーグだけでなく、ドラフトの模様も動画配信サイトで生配信されるのだ。

「世界大会が毎月のように開かれる超人気格闘ゲーム、コズミックファイターＶ。通称コズファイ。公式ツアーのシーズンオフを使った有名プロが一同に集う『ＭＩＸリーグ』が開幕します。本大会は優勝賞金一千万円の──」

　司会進行は、金かな沢ざわ大会でお世話になった会あい坂さかさんだ。春らしくさわやかな桜色のワンピースが眩まぶしい。彼女目当てでこの配信を観ているファンも多いことだろう。

　これから始まるのはドラフト会議だ。

　この仕事を受けた時、てっきりペアは事前に組まれるものと思っていたが、プロゲーマーがペアとなる初心者を取り合うという。

　選考方法は投票によるドラフト制だ。

　プロがペアにしたい初心者を指名、一人にしか選ばれなければペア確定。投票先がかぶった場合は、くじ引きで決定される。

　俺達は事前に、初心者達のプレイ風景を見ていた。彼らは格闘ゲームを始めて一ヶ月。それも仕事の合間に軽くプレイした程度だ。そんな彼らがフリー対戦をしている風景は、もどかしくもあり、ほほえましくもあった。

　その中に一人だけ、ガチで練習をした者がいたようで、頭一つ抜けた実力を持つ者がいた。プロゲーマー達の間では、誰が彼を獲得するかが既に焦点となっているほどだ。

　初心者達は子役からお笑い芸人、俳優や女優、舞台役者に声優、歌手までバラエティ豊かだ。数人を除いて、本業の仕事があまり忙しくなさそうなメンバーが多いようだが、それはまあ仕方ないだろう。練習しまくった彼、意欲以上に暇ひまもあったんだろうな……。学校に行っていない俺が言うのもなんだが。

「それではプロゲーマーの皆さん、投票を始めてください」

　会坂さんの合図で、プロゲーマー達は手元のタブレットに目を落とす。

　俺はタブレットに表示された名前の一覧から、例の強い彼、土つち御み門かど大だい地ちさんを選択した。

　彼以外、現時点での強さは、似たり寄ったりだ。あとは成長に期待ということになるが、そればっかりはやってみなければわからない。

　そんな中、候補に超人気子役の幼女が一人混ざっているが、あの子が勝てるようになるのは、さすがに厳しいだろう。

　他の誰になってもよいなら、一度は土御門さんにチャレンジしてみるのもありだ。




　そんなこんなで開票結果。

　まず決定したのが、プロゲーマー唯一の女性が指名した、新人女性声優だ。

　二人仲良くカメラに向かってポーズを取る様子に、男性陣の鼻の下が伸びる。

　映像映ばえを気にしての選択だろう。

　そして問題なのが、残り八人の指名先である。

　全員が土御門さんを指名していた。

　一人か二人は、他のきれいどころを狙ねらっていくかと思いきや、全員でガチ択たくだ。カメラの外で番組ディレクターが渋い顔をしている。多少は女性陣の取り合いになると見越していたのだろう。ここに女性タレントを送り込んだ事務所との兼かね合あいもあるだろうしな。そういうところはわかっていても空気を読まないのが格ゲーマーである（偏見）。

　結果は、八分の一を引けるはずもなく、土御門さんと組むことはできなかった。もともと期待薄だっただけにショックはない。

　問題はここからだった──。

　まさかの三連続指名かぶりでくじ引き全敗。同じ状況となった二人で、指名合戦だ。見かねたディレクターからの指示で、残った初心者九人のアピールタイムが設もうけられた。




　雑誌なんかでよく見るグラビアアイドルは、

「デートでもなんでもしますから選んでください！　アイドルに仕事奪われてピンチなんです！」

　などと的まと外はずれなアピールをかました。配信動画のコメント欄らん、荒れてるんだろうなあコレ。

　自称イケメン俳優の男は、

「俺のレバー捌さばきで女性視聴者をメロメロにさせてみせます！」

　と言いながら手を気持ち悪い動きでわきわきさせた。

　一部界かい隈わいで濃いファンがいるらしい地下アイドルは、

「あーしのメロメロビームで対戦相手をずっきゅんしちゃうよ♥」

　とウィンク。こっち方面に興味のあるプロゲーマーは少ないようで、わりとみんなどん引きである。

　一部ノリノリで口笛を吹いている人もいるが……。

　そんなこんなで、いったい何をアピールしたいんだかよくわからない時間が過ぎていった。

　その中で、唯一印象に残ったのは、誰も選ばないだろうと思われていた幼女だ。

　幼女の名は長おさ内ない梨り那な、十歳。

　テレビをろくに観ない俺ですら知っている超有名子役である。日本で一番忙しい子供などとも言われている。

　そんな彼女だからこそ、敬遠されたというのもある。おそらく、まともにゲームを練習する時間などありはしない。客寄せにはなるのだろうが、そんな子を育てようだなんて思う者は、この場にはいなかった。

　そんな空気を察したのか、彼女は今にも泣き出しそうになりながら立ち上がった。

「私はＳＨＵＮさんに指名して頂きたいです」

　まさかの名指しにざわつく会場。

　なぜ俺!?

　この状況で俺を指名するということは、もう一人のプロゲーマーから選ばれる確率はほぼゼロになる。

　どうせ低い確率なら片方に賭かけようという考えもわかるが、まだ子供であるこの子がそこまで考えたとは思えない。

　純粋に俺を指名したかった……？

「なんで……」

　思わず俺の口から疑問の声が漏もれる。

　自分で言うのもなんだが、この子が俺を指名する理由が見当たらない。名前を覚えられていただけでも驚きというレベルだ。

「このお仕事をいただくにあたって、格闘ゲームについておべんきょうしました。対戦動画や、みなさんのＳＮＳを見たりしました」

　まじか。子供に見せて大丈夫な内容だったかな……。暴言は吐いてないが、趣味丸出しのつぶやきとかはしてたような気がするぞ。

　プロゲーマー達はそれぞれに心当たりがあるらしく、梨那から目を逸そらしている。

「特に、今回お世話になる九人のみなさんのことは、色々としらべてみました。その中でもＳＨＵＮさんのプレイや、ゲームにまっすぐ向き合う姿勢、なにより優しそうなひとがらがかっこいいなって思ったんです。私におにいちゃんがいたら、きっとこんな感じなのかなって……格闘ゲームのことはまだよくわかっていませんが、せいいっぱい練習します！　こう見えて勝負ごとは好きなんです。勝ちにいきます！　ここにいるみなさんの中では一番年下でたよりないかもしれませんが、こうかいさせません！　よろしくおねがいします！」

　梨那はこぼれかけた涙を隠すように、深く深く頭を下げた。

　誰からともなく拍手が起こる。

　しばしの拍手の後、梨那はゆっくり顔を上げ、目元を小さな指でそっとぬぐった。

　ほんとに十歳児かこの子。もう俺が指名するしかない空気ができあがっている。とはいえこのドラフト、事前打ち合わせなどは一切なしの全てガチだ。ここで梨那を選ばなくても、非難はされるかもしれないが、大きな問題になることもないだろう。ディレクターあたりは、少しは根回ししておけばよかったと後悔していそうだが。

「選んであげたまえよ。ここで断るのは男らしくないぞ」

　そう俺に耳打ちしたのは、プロゲーマーの吉きつ祥しよう院いん秀ひで幸ゆきだ。

　なかなかのイケメンではあるのだが、今の一言でわかるように、イヤミったらしいキザ野郎である。

　キャラの濃いはみ出しモノが多い格ゲープレイヤーだが、なんだかんだで良い人が多い。そんな中、吉祥院だけはかなり苦手なタイプの人間だ。何度か話しただけだが、プライベートでは一切関わり合いになりたくないというのが本音だ。

　だがまあ、吉祥院に言われたからというわけではないが、梨那に決めてしまって良いかもしれない。

　選考から漏れているメンバーは、どれも一癖も二癖もありそう……ひらたく言うと、めんどくさそうな連中ばかりだ。

　その点、素直そうな梨那は、余よ計けいなストレスを抱えなくてすみそうだ。

　何より、アピールタイムに、格闘ゲームに対する想いを語ったのは梨那だけだ。しかも「勝ちたい」と言った。

　勝ちたいという意志を持ち、行動に移せる者だけが『ガチ勢』たりえる。

　もしかすると、一番良い人材なのかもしれない。不安なのは、日本一忙しい子供であるあの子が、練習をできるかということなのだが……ええい、迷っていてもしかたない。

　俺は覚悟を決め、タブレットを操作した。




「それでは投票結果の発表です！」

　会坂さんの合図で、スタジオに備え付けの大モニターに、俺ともう一人の投票結果が表示された。

　投票先はしっかり分かれている。

「おっしゃー！　ありがとうございます！」

　まず選ばれたのは、売れないコメディアンだった。

　手に持っていたステッキを旗はたに変え広げてみせる。そこには『祝！　当選』と書かれていた。申し訳程度に拍手がおこる。

　なんだか売れない理由がわかった気がする……。

　もちろん彼を選んだのは俺ではない。俺が選んだのは──。

「ありがとうございます……」

　再び深々と頭を下げた梨那に、会場から拍手が送られる。

　自分の隠し芸ではおきなかった温かい拍手に不満顔なコメディアンだったが、彼もしぶしぶ拍手をしていた。

「これから三ヶ月、よろしくな」

「はい！　よろしくお願いいたします！」

　俺の挨あい拶さつに、梨那はとびっきりの笑顔で応えてくれた。

　そう、このリーグは三ヶ月続くのだ。
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　九チームのリーグなのだから毎週開催しても数ヶ月の時間がかかる。

　それほど長い時間、麗うらら以外の人間と密な関係を続けるのは初めてかもしれない。

　大いに不安は残るが、梨那の人柄なら大丈夫だと信じよう。
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　ふぅ……なんとか当選できた。

　まさかこの私が落選しかけるなんて、格ゲーマーって何を考えてんの？

　あのメンツなら、どう考えても私を選んだ方が自分達の知名度アップにつながるでしょうに。

　泣き落としに弱そうな彼をターゲットにして正解だったわね。

　ちょろいちょろい。

　ちょろすぎて、悪い女にだまされないか、心配になるくらいだわ。

　吉きつ祥しよう院いんとかいうイヤミな奴がＳＨＵＮさんにつぶやいていた言葉、ちゃんと聞こえてたんだからね。ＳＨＵＮさん、私のために怒ってくれてた。とんだお人好しだわ。

　もしあんなお兄ちゃんがいたら……か。たしかにアイツみたいなのがいたら、少しはまともな家族ってのを体験できたのかな。

　……勝手な妄もう想そうね。

　私のお母さんはあの人だけだし、彼は兄じゃない。

　さあ、新しいお仕事よ。気合い入れなくちゃね！
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　自室に日本一の人気子役がいる。

　そんな異常な状況に落ち着かない気持ちを味わいながら、俺おれは二日前にあったドラフトを思い出していた。帰り際、吉きつ祥しよう院いんから言われた言葉である。

「貧びん乏ぼうクジだったな。これで一人脱落か。ま、逮捕はされるなよ」

　梨り那なに聞こえてはいないだろうが、子供の前でよくそんなことを言えたものだ。

　柄がらにもなく、「あなたには勝てると思いますよ。俺も、この子もね」なんてキレ気味に食ってかかってしまった。

　あれでも業界の先輩だ。上手く流すべきだったろうか。

　格ゲー界の良いところは、実力主義だということだ。

　年上には丁てい寧ねい語ごを使うだとか一般的な礼儀はあるが、強ければ大たい概がいのことは許される。

　逆に、弱者に人権はないと言ってもいい。

　完全なエンジョイ勢は別だが、大会で上位に入ること、より強くなることを目指しているような連中の中では、強いことが唯一のルールだ。

　だから吉祥院のような奴がのさばっているのをイヤだと思うなら、彼を負かすしかない。

　俺は隣に座る幼女の顔を改めて見た。俺をまっすぐに見上げ、言葉をじっと待っている。

　今日は初めての練習会だ。忙しい仕事の合間を縫ぬって、ウチに練習に来たのだ。

「十六時から十九時までの三時間よ。外の車で仕事をしながら待っているわ。時間になったら迎えに来ますから」

　キツい口調と目つきで俺を睨にらみながらそう言ったのは、梨那の母であり、彼女のマネージャーでもある冷れい子こさんだ。アクセサリーをじゃらじゃらつけ、濃い化粧をした年齢不詳の女性である。

　たった三時間。これが梨那に許された時間だ。決して長くはないが、これでもかなり無理をして捻ねん出しゆつしたらしい。

「本当についていなくていいの？」

　梨那への問いかけも実に事務的な口調だ。普段からこうなのか、仕事の時間帯だからなのかは知らないが。

「大丈夫だよお母さん。それに、待ってる場所がベッドの上くらいしかないでしょ？」

　悪かったな、狭せまい部屋で。

　冷子さんはちらりと……いや、ギロリと俺を見た。警戒心ＭＡＸである。

　信用ないなあ。まあ、仕事とはいえ、大事な娘を男の部屋に置いていこうというのだから、心配するのはわかる。

「何かあったらブザーを押すのよ？　すぐ来るから」

　信用されてないにもほどがある！

「大丈夫ですよ、お母さん。梨那さんが来ている間、この部屋はちゃんと録画もしてますから」

　これはあらぬ疑いをかけられた時のためにと用意したものだ。ドライブレコーダーなんかと同じ発想である。

「ちょっと！　その録画を売ったり公開したりしないでよ！」

　しかしその意い図とは伝わらなかった！

「そんなことしませんて！」

「…………うちの大切な梨那に指一本触れないでちょうだいね！」

　冷子はそう言うと、部屋を出て行った。最初から最後までカリカリしてたなあ。

「母がすみません……」

　梨那がしょんぼりと頭を下げてきた。

「いやいや、あんなに心配してくれるなんて、良いお母さんじゃないか」

「心配……そうですね……心配しているのは間違いありません」

　どこか寂さびしそうなその物言いはひっかかるが、俺が踏み込むべき話ではないのだろう。どうやらこの娘こ、世間で言われているような、素直でよい子なだけではなさそうだ。もちろん、それだけで芸能界を生き抜いていけるハズがないのだから当然か。

「それでそれで、今日はどんな練習をするんですか？」

　ぱっと顔を上げた梨那のその表情は、楽しみでしょうがないという思いで溢あふれている。子供らしい切り替えの早さなのか、それとも女優だからなのか……。そんなことを考えるよりも、今は梨那との貴重な時間を有効に使おう。

「練習の前に、ほんとにそのアケコンを使うのか？」

「あけこん？」

　名前を知らずに使ってたんだな。

　ゲームセンターの筐きよう体たいにあるような、レバーとボタンのついた箱のことだ。

「キミが膝ひざに乗せているコントローラーだ。アーケードコントローラー、コンパネなどいろんな呼び方があるけど、俺はアケコンって呼んでる」

「あけこんって言うんですね。勉強になります！」

　梨那はびしっと敬礼をしてみせる。

「それから師匠！」

「し、師匠!?」

「はい師匠です！　それと、私のことは梨那と呼び捨てにしてください！」

「それはちょっと……国民的子役だろ、キミ。あと師匠ってのもむずがゆいんだが……」

「これから色々教えていただくのです。師匠ですよ！　師匠であれば弟子のことはビシっと呼び捨てにしていただかなくてはいけません」

「そ、そういうもんか？」

「そういうものです」

　梨那は腕組みをしながら、うんうんと頷うなずいている。その仕草だけでファンになってしまいそうなほどかわいい。これではどっちが師匠かわからんな。

「わ、わかった……それじゃあ、梨那」

「はい師匠！」

　うぐ……この笑顔……キラキラしすぎていて俺には眩まぶしすぎる！　慣れるのは時間かかりそうだなコレ。

「わざわざアケコンを使う必要はないんだぞ」

「ふぇ？　プロの方々はみんなコレをつかってましたよ？」

　首を傾かしげる仕草が、いちいちかわいい。

　普段、子供を見てもかわいいと思ったりしないのだが、この子は別格だった。伊だ達てに国民的子役などと呼ばれていないな。

「ゲームセンターが流は行やっていた頃からのプレイヤーは自然とアケコンを使ってるからな。だが、若いプレイヤーにはパッド……ってわかるか？　ゲーム機についている手に持つコントローラーな？　そいつを使う人も多い。こないだの世界大会優勝者も、パッドだったぞ」

「師匠も若いのにアケコンですよね？」

「俺はこっちの方がしっくりきたからな」

「じゃあ私もそうします！」

　即答してくれるのは嬉うれしいが、これは俺が嬉しいかどうかで決めるべきことじゃない。

「こういうのは自分で選択するもんだ。梨那は普段ゲームをするか？」

「ぜんぜんです」

「ならパッドの方が慣れているということもないか。そういう意味ではどっちを使ってもいいな」

「二つはどう違うんです？」

「一番違うのは手元のボタン数だな。コズファイは攻撃するためのボタンを最低六つ使う。最近のゲームはパッドに合わせて四つのものが多いから珍しいな。アケコンは手元にボタンが六つ以上あるだろ？　だからボタンを押しやすいんだ」

「じゃあやっぱりアケコンの方が強いんです？」

「そうとも限らない。レバーは入力するのに倒す動作が入る分、入力がちょっとだけパッドより遅い」

「それって一秒もない時間ですよね」

「そうだが、格闘ゲームは六十分の一秒の世界で戦うゲームだから重要なことだな」

「すごいです……。お芝居と一緒ですね。ほんのちょっとの間の取り方で、印象がすっごく変わるんです」

「梨那はただの天才じゃなくて、すごい努力家でもあるんだな」

　そうでなければ、今の一言は絶対に出てこない。

「ふ、ふぇ……？　そ、そんなことありませんよ！　私はてんさいですよー！　あ、ちがいます！　た、たまたまです！　たまたま！」

　梨那が本当に慌てるのを初めて見たかもしれない。ちょっと得した気分だ。

「ま、そんな細かいこと、今の梨那は気にする必要ないかもな。好きな方を選ぶといい」

「はい！　じゃあアケコンにします」

　即決だが、最初から心は決まっていたのだろう。なら俺から言うことはない。

　好きなように楽しく遊ぶのが、上達への最大の近道だ。

「それじゃあちょっと二人で遊んでみるか」

「はい師匠！　わととっ！」

　勢いよく敬礼をしたせいで、膝からアケコンが滑すべり落おちそうになるのを止める彼女もまた、かわいいのだった。




　梨那と五戦ほど戦ってみてわかったことがある。

　ドラフトのあと先輩達が言っていた、「女性なんて選べるわけねえよ。セクハラ疑惑まじ怖い」という言葉の意味である。

　密室に二人っきりで、肩が触れあいそうな距離にならんでゲームをするのだ。

　梨那のような子供だから良いものの、これがきれいなお姉さんだったりした日には、間違いが起きてもおかしくない。

　本人にそのつもりはなくても、セクハラだと言われることの多い昨今だ。

　なにもなかったのに訴えられる、なんてこともあるかもしれない。

「幼女でよかった……」

「なんです？」

「な、なんでもない！」

　あっぶねー。声に出てたわ。

「私ももう十歳ですからね。幼女呼ばわりは心外です」

「しっかり聞こえてんじゃねえか！」

「幼女と呼ばれているうちが華はなかもしれませんけどね」

　梨那はほんのわずかな一瞬だけ、ふっと目を伏せた。

「どういうことだ？」

「いえ……なんでもありません。それより、私の戦いっぷりはどうでしたか？」

「んー。ちゃんと攻撃できててえらいとおもいました」

「攻撃だけならボタン押したら出ますからね！」

「ごめんごめん。けなしたつもりはないんだ。まずはとても大事なことだから覚えておいてほしかったんだ。この先、梨那が上手くなっていくと、相手の動きを見ることを覚える。その時、攻撃ボタンを押せなかったって体験をきっとするんだ」

　俺の言葉に梨那は首を傾げるだけだ。

「今はまだ関係ないさ。いつか思い出してくれ。ま、余よ計けいなコメントはさておき、ゲームを始めて一ヶ月でこれなら十分だよ」

「ほんとですか!?」

　梨那が嬉しそうに笑う。

　実際、基本的な行動はできている。

　コズファイは、パンチボタンが弱中強の三つ、キックも同様に三つ。他にはコマンド入力による必殺技がまず基本となる。その他に、超必殺技的なものや、キャラ固有のスキルを発動するシステムなどもあるが、今はいいだろう。

　そういうことはやりながら覚えていけばいい。

「一番大事な相手の飛び込み……ジャンプ攻撃だな。これをちゃんとガードできているのが大きい」

「えへへ。立ちガードとしゃがみガードって言うんですよね。ジャンプ攻撃を受けてしまうと、ダメージをたくさんもらっちゃうなって気付いたんです。だから、強い攻撃のボタンをたくさん当てるのと、ジャンプ攻撃をガードするのだけは意識しました」

「えらいぞ。そうやって目的をもって練習することが一番大事なんだ。最初のうちは勝ち負けよりも、練習の目的を達成できたかが大きい」

「はい師匠！」

　梨那はまだ攻撃の時に、強パンチと強キックしか使っていない。本当は弱や中も大切なのだが、今教えても混乱するだけだろう。周りの初級者達のレベルを見ても、無理になんでもかんでも覚えるより、少なくてもいいから確実に繰くり出だせる強い武器を持つのが得策だ。

「あとは何か必殺技を一つ使えるようになろう。飛び込みをガードすること、強攻撃を当てること、必殺技を一つ使うべき時に使えるようになること。この三つをまず練習だ」

「はい師匠！」

「キャラはキャットで行くのか？」

「はい。かわいいのでこの娘にしようかなと」

「気に入ってるか？」

「はい！」

「じゃあそれで行こう」

「いいんですか？　他におすすめがあれば、違うキャラクターでも大丈夫ですけど」

「いいや、気に入ったキャラを使うのが一番いい」

　世界レベルで戦うというのであれば、いわゆる『強キャラ』を使った方が有利なことが多い。

　初心者帯用の簡単でそこそこ強いキャラというのも存在する。

　しかしこれはゲームなのだ。

　遊びたいから遊ぶ。

　それを忘れては続かない。続かないということは上手くならないということだ。

　気に入ったキャラがいるなら、それを使うのがある意味で一番の上達手段と言えなくもない。初心者が使うには、さすがに無理があるキャラもいるが、梨那の選んだ『キャット』はそうではない。

　スピードと手数で押すキャラで、突進技と対空技、相手を惑まどわす技と、ゴリゴリ攻めるための技が一通り揃そろっている。

　その代わり、攻撃力と体力が低めなため、立ち回りが重要だ。

　このあたり、実は初心者にあまりおすすめしにくい部分でもあるのだが、そこが気になるほどレベルの高い試合にもならないだろう。

「それじゃあ、キャットアローを練習してみよう」

「それ知ってます！　びゅーんって突進する技ですね！」

「そうそう。たまにえいっと出すと、相手がびっくりしてダメージを与えることができる」

「そんな使い方なんです!?」

　梨那は文字通り、目を丸くして驚いた。このあたりのリアクションは、完全にメディアに出る人のそれである。

「ほんとは違うけどな。今の梨那が戦うレベル帯なら、それでいいだろう」

　プロの戦いでそんなことをしたら、痛いお仕置きを受けるがな。

「とにかく今は、必殺技を出すということに慣れるのが大事だ。出せれば気持ちいいしな」

「はい師匠！」

　キャットアローの出し方は、レバーを下、斜め前下、前と入力してからキックボタンだ。

　こうしたコマンド入力は、慣れてしまえば簡単なのだが、最初は難しいかもしれない。

　十分ほど練習してみたが、どうにも上手くいかない。

　たまに成功することもあるのだが、しっくりきていないようだ。

「えっと……お習字みたいに教えてもらえませんか？」

「どういうことだ？」

「後ろから私の手を持ってもらって、操作してもらえれば、感覚がつかめると思うんです」

「い、いいのか？」

「師匠がよろしければ」

　梨那はあっけらかんとしているが、こっちとしてはドキドキだ。

　いや、幼女にドキドキするって意味じゃなくてね？
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　セクハラだのなんだの後で言われないかってことでね？

　俺が迷っていると、梨那は「さあさあ」と言わんばかりに、まっすぐ俺を見つめてくる。

「わかったよ」

　この目に勝てる大人なんていない！　いや、俺もまだ十代だが。

　俺は梨那の後ろからその小さな手をそっと握にぎる。

　そのままカタカタッとレバーとボタンを操作すると、画面では猫耳をつけた金髪キャラが、「キャットアロー！」と叫びながら突進した。

「ありがとうございます！　こうですね！」

　そう言ってアケコンを操作した梨那は、十回連続で必殺技を成功させていた。

「コツをつかめばすぐできるのか。すごいな」

　普通は最初のうちはよくミスるものだ。このゲームは、コマンドを正確に入力しなくても技が出るよう、色々と工夫がされている。だから器用な人であれば、技が出ること自体はそこまで不思議でもない。ただ、梨那の場合その入力が正確すぎるのだ。

　入力されたキーが画面に表示されるような設定をしているのだが、無駄な入力が一切ない。まるで熟練プレイヤーのようにキレイな入力だ。

　これが才能というヤツなのか、それとも普段からの稽けい古こなどで身についたものなのかはわからないが……。梨那の発言を聞く限り、おそらくその両方なのだろう。

「こういう感じで必殺技が出るということは、キャットスパイクはこんな感じですかね？」

　梨那がアケコンを操作すると、見事に必殺技『キャットスパイク』が出た。

　キャットスパイクとは、上に飛び上がる対空技である。キャットアローよりもコマンドが若じやつ干かん難しく、レバーを前、下、前斜め下と入力してからキックボタンだ。

　よくあるコマンドでありながら、初心者が躓つまずくポイントの一つでもある。

　それをあっさりやってのけた。

「一発で成功なんてすごいじゃないか」

「師匠がやり方を教えてくれたおかげです。コマンドを入れるコツがなかなかつかめなかったんですが、どうすればいいかよくわかりました。ＣＭの撮影なんかだと、同じ動作を何回もしなきゃいけないことがあって、あのときの経験が役に立ちました」

　一を聞いて十を知るとはまさにこのことか。

　十歳にしてお茶の間の人気者になるような子は、やはり普通の子とは違うようだ。

「じゃあ新しい武器も装備したことだし、ちょっと対戦してみようか」

「はい師匠！」




　俺は梨那とスパーリングをするにあたって、初心者帯のプレイヤーがやりがちな行動をトレースしてみた。

　すると梨那は、何度かキャットスパイクでこちらのジャンプを迎撃してきた。

「しっかり上を見られてるじゃないか」

「上を見る？　相手のジャンプ攻撃を警戒できてるってことですか？」

「そうそう。だからキャットスパイクで落とせたんだろ？」

「いえいえ、違いますよ。見てからなんて間に合うわけないじゃないですか。そろそろかなーって思って、必殺技を撃ってみたらあたっちゃったんです」

「あてずっぽうってことか？」

　それにしては、タイミングが的てき確かくだった。

　逆に、何もしていないタイミングで、突然撃っている時もあったが。

「勘と言われればそうなんですけど、師匠はなんだか決まったパターンで動いているような気がして、それならここでジャンプかなって時に撃ってみたんです。ハズれることもいっぱいあったから恥ずかしいんですけど」

　十歳で相手の動きを読んで行動しただと？

　コンボどころか、投げもまともにしてこないような素人しろうとが？

　俺は初心者っぽい動きをするため、簡単に迎撃されるような危険なジャンプや、無意味な足払いなんかを定期的に入れていた。

　たしかにパターンにはまった行動だったと思う。

　そういえば、梨那がキャットスパイクを空振ったのは、俺がパターンを変えた時だった。

「あの……ダメでしたか……？」

「い、いやそういうわけじゃ……」

「でも怖い顔です」

　気付かないうちに顔がこわばっていたらしい。

「梨那の成長っぷりに驚いただけさ。梨那のやったことは『読み』と言って、上級者どうしでは必ひつ須すになる行動なんだ」

「上級者！　すごいことなんですね！　でも、師匠はあまり嬉しそうじゃないです」

　梨那の読みはすごい。かなり正確に俺の行動を読み切っていた。

　だが読みは諸もろ刃はの剣つるぎでもある。

　当たれば読み、外せばぶっぱ（ぶっぱなし）と言われるように、ハイリスクハイリターンな行動なのだ。

　実際の勝負はそれでいいかもしれないが、今から読みだけに頼っていては、基本が身につかず、いつか限界がくる。

　これがずっと格ゲーを続けていくつもりなら、まずは基本からおさえたほうがいい。

　だが、梨那は三ヶ月後には格ゲーをやめてしまうだろう。

　他の初心者プレイヤー達もおそらくそうだ。

　なら、ある程度楽しく自由にプレイしてもらった方がいい。

「いきなりそんな読みができるとなると、教育方針に迷っちゃってな。せっかくの強みだ。読めた時は思いっきり動きつつ、基本も勉強していこうか」

「はい師匠！」

　梨那との練習は思いの外ほか楽しかった。

　こちらの行動を読み切ってくる梨那の裏をすこしずつかいていき、それも読まれ始めるとまた変える。

　──格闘ゲームは会話である。

　誰が言ったのかは忘れたが、どこかで聞いたそんな言葉を思い出した。




　俺と梨那は夢中で対戦し、それは彼女の母がやって来るまで続いた。

「ちょっと！　時間になってるのに移動準備ができてないじゃない！　いつも言ってるでしょ！」

　迎えに来た母が開口一番に放った言葉に、普段どれだけ梨那が苦労しているかわかるというものだ。梨那の母親だけあって美人なのだが、カリカリした言動と雰ふん囲い気きが全て台無しにしている。

「お母さん、そんな言い方──」

「あなたは黙だまってて！　芸能界は甘くないの！　こういうことからきっちりしていかないといけないんだから！」

　思わず口を挟んでしまったが、言われ慣れているのだろう、俺のセリフはぴしゃっと止められてしまう。

「いいんです、ＳＨＵＮさん。申し訳ありませんお母さん、すぐ準備します」

「そうしてちょうだい」

　しょんぼりとする梨那は、親に叱しかられた子供というより、上司に叱しつ責せきされた部下を思わせた。同時に、俺への呼び方が、師匠ではなくなっている。彼女にとっても『師匠』呼びは、まだ慣れていないのだろう。それを母親の前で出せないというあたり、二人の関係性が想像できようというものだ。家族に芸能人がいる人の気持ちはわからないが、きっと色々とあるのだろう。梨那ほどの人気があれば、稼かせぎも一般人とは桁けた違ちがいだろうしな。

　こちらを振り返ることなく、ピンと背筋を伸ばして車に乗り込む梨那の背中を、俺はただ黙って見送ることしかできなかった。
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　窓にスモークのかかった高級車の中で、私は今日の練習会を反はん芻すうしていた。

　まったくわかってないわ、あの師匠。

　ドラフトの配信、見なおしてないのかしら？

　アケコンをかかえた私の姿に、視聴者はベタ惚ぼれだったじゃない。

　ちっちゃい私にアンバランスな、大きいアケコン。絵になるでしょうよ。

　それだけで、アケコンを選ぶ理由には十分だっての。

　それにしてもあいつ、一緒にゲームをしただけで、私が陰で努力してるの見破ってきたわね……。

　これでも天才子役で通ってるから、努力してる姿なんて見せちゃいけないのに。

　努力を見せていいのは、それ自体がエンタメになる時だけ。裏ではその百倍努力するのがプロってもんよ。

　ま、そんな私の努力に気付いたところは、認めてやってもいいかもね。

　高校生があんな部屋で一人暮らしをするからには、何か事情があるんでしょうし。

　学校にいたアホなお子様達とはひと味違うってとこかしら。
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　ドラフトからちょうど一週間後、今日はＭＩＸリーグ第一節だ。

　俺おれと梨り那なは今、その控ひかえ室しつにいる。

　作戦会議の内容が他に漏もれないようにという配はい慮りよからか、各チームには一部屋ずつの個室が与えられている。

　といっても、会議用のテーブルにパイプ椅い子すがあるだけの簡素なものではあるが。

　コズファイがプレイできるよう、ゲーム機も一式揃そろっているのはありがたい。

　本当はスパーリングをしてやりたいところだが、さすがに本番直前に初心者帯の動きをするのは避さけたい。

　ゲーム機は梨那に譲ゆずり、俺はイメージトレーニングで集中力を高めることにする。

　室内には拙つたないアケコンの操作音と、スピーカーから流れるゲームの音だけが響く。

　…………。

　……どうにも集中できない。

　これまで俺は、大会には一人で参加してきた。

　パートナーがいるということに、居心地の悪さ……というわけではないが、拭ぬぐいきれない違和感を覚えているようだ。

　もしかすると、それは梨那も同じだったのかもしれない。いつのまにかゲームを操作する手を止め、俺の前に座り、ペットボトルを手の中で転がしていた。

　彼女の経歴をインターネットで調べてみたが、その仕事は全てピンによるものだ。

　ドラマや映画であれば、もちろん共演者はいる。

　その役柄を見てみると、恋人や親子をメインにしたものは少なく、不思議と孤独な役ばかりだった。彼女の出世作にして大ヒット作でのイメージがついてしまったせいかもしれない。

　著名人を紹介する番組で、梨那は役作りのため、休憩中も孤独でいると答えていたのを思い出す。

　自分の芝居の評判は全て自分に返ってくる。

　そういう意味で、役者もまた孤独な職業なのかもしれない。

「梨那はなんでこの企画に参加しようと思ったんだ？」

　なんとも言えない沈ちん黙もくが流れる中、俺は以前からの疑問を口にしてみた。

　梨那ほどの人気なら、今更知名度のためということもないだろう。

　他の初心者達は、自分を売り込もうと必死なようだったが、梨那だけは別格だ。

　なんせ日本で一番有名な十歳だからな。

　俺の質問に梨那は珍しく、口を開くのをためらった。

　梨那はそれを恥はじたように目を逸そらした。

　言葉を発することに迷うのが『珍しい』という時点で、異常な才能の持ち主だというのに。自分に厳しすぎる子だ。

「その質問への正解こたえは用意してるのですが……師匠には正直に答えますね。なぜこんな気持ちになったかはわかりませんが」

「ああ……」

　今度は俺が反応に困る番だった。

　いつもの明るい子供という雰囲気とは少し違った、凄すごみのようなものを感じる。

　これじゃ、どっちが年上かわかりゃしない。

「私がこの企画に参加を決めた理由は、席が空あいていたからです」

「参加者枠……というわけじゃなさそうだな」

「子役のｅ－Ｓｐｏｒｔｓイースポーツ選手はまだいません。そういう意味です」

「けど、梨那は今のままでも十分人気だろ？　わざわざこんな業界に参戦しなくても」

　俺がいうのもなんだが、この大きな盛り上がりがいつまで続くかなんて、誰にもわからない業界だ。

「子役には賞味期限があるんです」

　梨那はゆっくり首を横に振り、言葉を続ける。

「子役から女優になる過程で、いったん仕事が激減します。そこから女優になれるのはほんの一握りだけ」

「それがなぜｅ－Ｓｐｏｒｔｓなんだ？」

　格ゲーで有名になったところで、女優の仕事がくるとは思えない。

「ｅ－Ｓｐｏｒｔｓは日本よりも海外の人気が高く、興行規模も大きいと聞いています」

「それは事実だな」

「子役の少女が世界大会で優勝！　そんな人材、ハリウッドが興味持ってくれそうじゃないですか？」

「ちょっと脚色すれば、そのまま映画化されそうな話かもな」

　それがどれくらい『ありそう』なことなのかはわからないが。

「ハリウッドを狙ねらってるのか？」

　俺の中では夢のような現実味のない質問に、梨那は強い意志をもって、それでいてとても自然に頷うなずいた。

「私は女優になりたいんです。その手段は多い方が良いと思うんです。母はゲーム大会なんかで優勝するより、その時間を稽けい古こにあてた方がいいって言いますけどね」

「まさか、全部自分で考えたことなのか!?」

　てっきり、事務所あたりに勧すすめられたのかと思ったが。

「はい。説得は大変でした。今までのお仕事量は減らさないって約束でなんとか……」

「すごいな」

「これくらい忙しい子は他にもいますよ」

「いや、自分でその道を思いついて決めたことがだよ」

　梨那は目を丸くして、まっすぐに俺を見つめた。大きな瞳ひとみにうっすら浮かんでいるのは、もしかして涙だろうか？

「バカに……しないんですね」

「その歳としで真剣に自分の将来を考えてるってだけで、バカにする理由はどこにもないさ」

「ありがと……ありがとうございます……」

　そう言って深く頭を下げる梨那。

　少しの間そうした後に上げた彼女の顔は、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔だった。

「絶対勝ちましょうね！」

　その笑顔を見ただけで、さっきまでのもやもやが晴れた気がした。

　ただ、梨那がこの企画に出た理由が、「ゲームが好き」という理由ではなかったことが、少しだけ残念だ。

「でもでも、ゲームが好きっていうのも理由の一つなんです。母には内緒ですけどね」

　そう言って、ぺろっと舌を出した梨那は普通の幼女……いや、少女に見えたのだった。
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　師匠が私の考えを認めてくれた。なんの疑問も持たず、そのまま受け入れてくれた。

　それは、彼がゲーマーだからかもしれない。いいや、そうじゃなかったとしても、彼は同じ反応をしただろう。

　私のことを子供だと扱わない。大人だとも扱わない。まして『有名子役様』とも扱わない。まだ遠慮はあるみたいだけど。

　最初こそ、子供がリーグ戦に勝てるようになんてなれないと考えていたみたいだけど、その考えをすぐ改めてくれた。

　純粋に私の能力だけを見てくれている。私を利用しようともしない。なのになぜか、私のことを気にかけてくれる。自分だって色々抱えていそうなのに。

　こんな人、初めてだ。

　そんな彼に、私はさっき、噓うそをついた。

　本当はゲームなんて、たいして好きじゃない。というより、やらせてもらえなかった。

　まだ子役としての仕事が少なく、友達とよく遊んでいた頃、その友達の家で少し遊ばせてもらっていたくらいだ。だから、教室でゲームの話題になると、いつも私はついていけなかった。

　私を仲間外れにするゲームなんてなければいい。そう思ったこともある。

　師匠のように心からゲームを好きな人間の前で『好き』と言い切れるほど、私は傲ごう慢まんではないつもりだ。




　彼の失望する顔が見たくなかったから、噓をついた。

　私は仕事柄、よく噓をつく。大人の機嫌をとるため。視聴者の求める私を見せるため。

　役者やタレントなんて噓をつくのが仕事だ。でも、こんな気持ちで噓をついたのは、初めてだった。

　彼を見ていたからゲームを好きになった、なんて言い方をしたら、彼は嫌がるだろうか。少なくとも、喜びはしないだろう。純粋にゲームだけを見てほしいと思うに違いない。




　本番前に何を考えてるんだ私は。

　集中しろ。

　勝たなきゃいけない。

　そういう世界だってのは、わかってるでしょ。
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「ＭＩＸリーグ第一節、開幕です！」

　会あい坂さかさんの掛け声で横並びになった十八人の選手は、カメラに向かって礼をする。

　こちらから見える位置に設置されたモニターには、視聴者のコメントが流れている。

　対戦中の選手以外は、視聴者と同じ配信を観ることができるのだ。

『おおおお！』だの、『はじまった』だの、『８８８８８』だのと、統一性のないコメントがならんでいる。

　俺おれはこのコメント欄らんをＭＩＸリーグで見るのは初めてだ。

　ドラフトの生配信はアーカイブで後から見直すこともできたのだが、俺は見ていないからだ。

　だってほら、ロリコン呼ばわりとかされてたらイヤじゃん。




　リーグは一節あたり、各チーム一組ずつ対戦する。

　ルールをまとめると、以下のようになる。




・初心者は初心者同士、プロはプロ同士で戦う。

・二ラウンド先取で一本とし、先に二本取った選手が勝利となる。

・初心者が勝利したチームに一ポイント、プロが勝利したチームに二ポイント付与される。

・リーグ終了時に、最もポイントの多かった三チームが決勝へと進む。




　他にも細かなルールがいくつかあるが、例外的なものばかりなので、今はいいだろう。

　というわけで、一節あたり八チームが対戦し、組み合わせからあふれた一チームは解説と実況のサポートにまわることになる。

　俺にとってはその解説や実況の方が緊張するかもしれない。なんせ、解説なんて一度もやったことないからな。今節は試合担当だが、いつか出番が回ってくるのは間違いない。今から緊張で胃が痛くなるが、そんなことを気にしてる場合じゃない。今日の相手は強敵なのだ。

　梨り那なと対戦するのは、例の最強初心者、土つち御み門かどさんだ。

　このリーグは、同じ相手とは一回ずつしか対戦しない。そういう意味で、最初に最強の彼と当たるのは幸運とも言える。

　梨那はこれからまちがいなく伸びる。だが、現時点では参加者の中で最弱クラスだ。

　リーグ開催期間中に、彼に追いつけるかわからない以上、今回負けても、次回から全て勝てばいい。負けた分は決勝で返してやればいいしな。

　問題は初回から負けてモチベーションが保てるかということだが、梨那ならば心配ないだろう。もしかすると、ここにいる誰よりも『プロ』であるのは彼女なのかもしれないのだから。

　一方、俺の相手は世界大会優勝経験もある石動いするぎさんだ。真ま面じ目めで手て堅がたくストイックというのが、世間での評判だろうか。格ゲー五ご柱ちゆうと呼ばれるレジェンドの一人であり、今大会の中でも屈くつ指しの実力者だ。

「第一節、第三試合。石動選手率ひきいる石動ゴーレムチーム対、ＳＨＵＮ選手率いるＳＨＵＮフェンリルチーム！　入場してください！」

　俺と梨那は、会坂さんの合図で舞台下しも手てから入場する。

　そわそわと落ち着かない俺に対し、梨那は堂々としたものだ。

「（師匠、腰の後ろに力を入れるといいですよ）」

　なんてアドバイスをくれる余裕まである。

　舞台と言っても、ステージとそれを映すカメラがあるだけで、観客席に座っているのは選手と関係者だけだ。

　ただし、カメラの向こうには数万人の視聴者がいるわけだが。

「それでは、各選手に意気込みを聞いていきましょう。土御門選手、どうですか？」

　会坂さんが土御門さんにマイクを口元に持って行くよう促うながす。

「このリーグには、勝ちに来ました。自分がいかにして勝つか、それだけを見て頂きたい。相手が誰であっても負けるつもりはありません」

　そう言った土御門さんは、ちらりと梨那に視線を送る。

　彼の職業は『俳優』と紹介されていたが、渋い系のキャラなのだろう。二十代前半のはずなのだが、謎なぞの貫かん禄ろくがある。唯一の特徴といえば、かなりのゲーマーだということだ。渋い系キャラと合ってない気もするが、ギャップ狙ねらいなのだろうか。単純にゲームが好きなだけかもしれないが。

　土御門さんの視線を受けた梨那は、「はわわ」と困った顔で俺を見上げてくる。

　思わずその小さな頭に、手をぽんと置いてしまう。親戚の子にも、恥はずかしくてこんなことしないのに、つい体が勝手に動いてしまった。この子からは人を惹ひきつける波動でも出てるんじゃなかろうか。

　そんな俺を見上げ、梨那は安心したように、にっこり笑った。

　かわいすぎだ！

　普段、子供を見てもなんとも思わない俺がこれだけキュンとするのだから、相当な魅み力りよくである。

　土御門さんが作った硬い空気が、梨那の笑顔一つで、一瞬にして和なごんだ。

　いかつい顔をしていた土御門さんは、片かた眉まゆをピクンとはね上げると、マイクを口元から離した。

　まずはこちらの一本というところか。完全に梨那のおかげだが。

「かわいくて頼りになるチームメイトがいるようですね」

　そんなやりとりを見ていた石動さんが、次は自分の番とばかりに口を開いた。

「しかし、最年少チームの若さには負けていられません。反射神経は十代にはかないませんが、格ゲーはそれだけじゃないということを教えてあげられるかと思いますよ」

　やや挑発的ではあるものの、コメント自体はすこぶるまともなものだ。

　しかし、その一言だけで、梨那により和んだ空気がピリッと張り詰めたものに変わった。

　立ち姿はごく普通の青年──といっても、三十を少し超こえていたはず──だが、すさまじいプレッシャーを感じる。

　これがプロとして長年最前線にいた人間が放つオーラというものなのだろう。

　会坂さんもまた、その圧を感じたのか、一瞬言葉につまる。しかし彼女もまた、司会のプロである。

「梨那選手はどうですか？　準備はばっちりかな？」

　すぐに切り替えて、梨那に話を振った。

「ばっちりです！　と言いたいところですが、いつものお仕事と違って難しいですね。みなさんすごく強いので。今日は師匠に恥ずかしくない試合をしたいと思います！」

　梨那は元気にそう言って胸の前で拳こぶしをぎゅっと握にぎったあとにっこり笑う。

　最後にちらりと俺を見上げてきた視線がかわいくて仕方ない。

「梨那選手に『師匠』と呼ばれているＳＨＵＮ選手どうですか？　全国一億人の梨那ちゃんファンに恨うらまれるんじゃないですか？」

　そこまで気が回ってなかったし、芸能界に興味がないので気付かなかったが、たしかに超人気芸能人といるんだもんな。相手がアイドルじゃないだけマシだが、俺に嫉しつ妬としている人が本当にいるかもしれない。

　……こわいぞ。

「ファンの方々がどう思われるかはわかりませんが、長おさ内ないさんにはしっかり教えていこうと思います。彼女自身もとてもやる気がありますので、楽しみにしていてください」

　今のコメントで、会坂さんや石動さんからのフリに応えられただろうか。

　なんだかイマイチだった気がするが、しゃべりのプロじゃないから許してほしい。

「梨那選手との仲の良さを見せつけてくれたＳＨＵＮ選手ですが、試合はどうでしょう？　自信はありますか？」

「見せつけてませんから！　でも試合は勝つ気で行きます！」

「力強い言葉が聞けたところで、第一節の第三試合、行ってみましょう！」

　会坂さんの合図で、俺達選手は席につく。

　選手用の席は、ステージの上かみ手てと下手の端に設置されている。そこにそれぞれのモニターがあり、お互いのチームの手元が見えず、インターバル中の相談も聞こえないようになっている。

　まずは梨那と土御門さんの試合だ。

　膝ひざにアケコンを乗せた梨那は、椅い子すの高さが合わず、足置きをスタッフさんに持ってきてもらっている。それをちょっと恥ずかしがって、微かすかに頰ほおを赤らめる梨那がまたかわいい。

　試合については、今更アドバイスをすることなどない。今日の戦法について、最終確認だけをする。

「勝てる見込みははっきり言ってゼロだ」

　俺は梨那の耳元で囁ささやく。いくら距離が離れているとはいえ、大声を出せば、相手に筒つつ抜ぬけだ。

　なお、実況席でも視聴者に向けたコメントがされているが、試合をする四人には聞こえないようになっている。

「残念ですがその通りですね。理解しています」

　素直に頷うなずく梨那だが、かなり悔くやしそうだ。

　バラエティではとても良い子という印象が先行している彼女だが、子役界でトップに君くん臨りんしているのだ。相当な負けず嫌いなのは間違いないだろう。

「だから今日は、本番の空気を感じるだけでいい。その中で、今日やると決めたことを一つだけやるんだ」

「わかりました、師匠。打ち合わせ通りに」

「よし、がんばれ！」

「はい！」




　相手も打ち合わせが終わったらしく、いよいよ試合が始まる。

　梨那のキャラはドラフトや練習と変わらず『キャット』。

　対する土御門さんが操るキャラクターは『ジュニア』だ。

　ジュニアはラスボスの隠し子という設定の青年で、何より特徴的なのは、必殺技にスティックのコマンド入力が必要ないということだ。

　ボタンの同時押しや長押しで必殺技が出せるため、初心者にとても優しい。

　いくら操作を覚えやすいとはいえ、土御門さんほど使いこなせる選手が、初心者組にいないであろうという事実に変わりは無いが。

　試合は終始、土御門さん優勢だった。

　梨那も強パンチや強キックをよく当てている。しかし、土御門さんはコンボが完璧だった。

　それほど難易度の高いコンボではないものの、決めるべきときにしっかり決めてくる。

　ダメージ効率だけ見ても、ざっと三倍だ。

　つまり梨那は、土御門さん相手に三倍のチャンスを作らなければならない。

　基本コンボを四回決めれば一ラウンドが終わるこのゲームにおいて、その差がどれほどのものかはわかるだろう。

　現状、これだけコンボをできるのは初心者組では土御門さんだけだ。

　加えて、しっかり飛び込みも落としてくる。

　いくら対空技がワンボタンで出るキャラとはいえ、しっかり上に意識を向けていなければ、こうも完璧な対空はできない。

　やりこんでいる証拠だ。

　格闘ゲームの強さは、最終的には才能にも依存する。

　だが、ある程度までは練習で必ず強くなれる。

　その練習量が一人だけずばぬけて多いのが、土御門さんだ。

　正直、他の初心者が彼に負けて悔しがるのは、彼の練習に対して失礼だとすら思う。

　とはいえ、梨那にはリーグが終わるまでに、彼に勝てるくらいの強さを身につけてほしいという想いもある。

　そうなれていれば、きっと格闘ゲームが好きになってくれているはずだからだ。

「アーツゲージ三本！」

　俺は試合中の梨那に声をかけた。

　梨那からの返事はないし、しなくて良いと言ってある。

　セコンドがついていたり、応援席のある大会ではこういった声かけの光景がよく見られる。

　いま言った『アーツゲージ』とは、全キャラ共通で三本持っているゲージだ。

　一本ずつ使って必殺技を強化したり、三本まとめて使って超必殺技コズミツクアーツを撃ったりできる。

　攻撃を当てたり受けたりするとたまるが、特に初心者はゲージがたまったことに気付かず、ゲージを使わずに負けてしまうことが多い。

　なので、俺達は事前に、アーツゲージが三本たまった時に声をかけると決めていたのだ。

　どうせ負けるなら、ゲージを使って負けた方が、まだチャンスがある。

　試合は既に、梨那が一ラウンド取られた状態だ。

　二ラウンド目も残り体力は僅わずか。対する土御門さんは半分以上の体力を残している。

　先ほどのダメージ効率を考えると、その差はさらに三倍あると思っていい。

「ああっ！」

　梨那のキャットが、土御門さんのジュニアに足払いでダウンを奪われた。

　キャットの起き上がりに対し、覆い被せるように攻撃を繰くり出だしてくるジュニア。

　──今だ！

　俺が口に出さずとも、梨那は理解していた。

　この状況を読んでいたのだろう。

　梨那はキャットが起き上がると同時に、コマンドを完成させた。

　画面が派手に光り、飛び上がったキャットが、ジュニアに向かって何度も突進技を繰り出す。

　アーツゲージを三本使ってのコズミックアーツが見事に決まったのだ。

「「「おおおおおー」」」

　観客席で観ていた他の選手から、感かん嘆たんの声と、拍手が梨那に送られる。

　この一撃で、残り体力は五ご分ぶ。

　だが、決して互角などではない。

　もともとの腕の差がある上に、相手はゲージを温存している。

　結局、二ラウンド目も敗北し、一本取られてしまった。




　ＭＩＸリーグは、一本ごとにインターバルが設けられる。

　両者に与えられる作戦会議の時間だ。

「とりあえず課題はクリアーだな」

「はい」

　クリアーという単語への返事の割に、梨那は悔しそうだ。

　負けたのだから当然だろう。

　梨那が作れるチャンスは少ない。土御門さんは、石動さんと同じかそれ以上にプレイが手堅い。初心者組相手なら、自分からチャンスを作らなくても、ミスにつけこむだけでダメージを取れるくらい、実力差があるからだ。

　いくら梨那が『読み』に優すぐれているとはいえ、それで勝てるほど甘い差ではない。

　それに、今の梨那の知識では彼の行動を読み切れない。

　いかに梨那が読みの力に優れていても、知らない行動を読むことはできない。

　たとえば、相手が強い飛び道具を使えるキャラだとして、その事実すら知らなければ、相手プレイヤーが飛び道具を撃ってくることを読むなんて不可能だ。

　だからこそ、梨那には今回、チャンスで大きな技をきっちり撃つことを意識してもらった。

　シンプルな話、格闘ゲームは相手の体力を先にゼロにした方が勝ちだ。

　ならば、チャンスで大きなダメージを取ることが非常に重要となる。

　本来であれば、ゲージを全部使うべき時と、そうでない時の判断が重要なのだが、今の梨那にはそこまで考えさせる必要はないだろう。

　とにかく、コズミックアーツを絶対に当てる。ゲージを抱えたまま負けない。

　この二つを守ることが、今日の目標だ。

　そうして始まった二本目。

　やはり勝つことこそできなかったが、梨那はきっちりコズミックアーツをヒットさせることができた。

　実はこの第三試合までの間、コズミックアーツを相手にヒットさせた初心者は、梨那だけだ。

　同じ負けるにしても、ただ圧殺されるよりも、視聴者が喜ぶだろう。

　何よりこれで、他の選手には梨那は起き攻めに対して、コズミックアーツを当ててくるという印象がついたはずだ。

　そう思ってくれれば、今日の目標は完了と言えるだろう。




　悔しそうに口を引き結ぶ梨那を慰なぐさめてやりたいところだが、俺は梨那に軽く声をかけるので精一杯だった。

　いよいよ、俺の出番なのだ。

　俺が操るキャラは『カレン』。お嬢様格闘家という設定で、飛び道具を持たないインファイターだ。

　素早さは並以上といった程度、操作まわりがテクニカルだが、コンボの火力が高い。

　女性キャラを選択した理由は、自分で使うキャラを一番長い時間見るのだから、だったらかわいいキャラがいいという理由だ。

　モチベーション大事！

　対する石動さんのキャラは『デビル』。主人公の宿敵に位置するキャラで、悪魔に魂たましいを売ることで、強大な力を身につけたという設定だ。

　一通りの基本的な技が備わっており、コンボ火力も高め。一見万能に見えるが、防御力が低く設定されており、ミスるとすぐに死が見えるキャラクターである。

　そうして始まる一本目。

　ほぼ互角の試合展開だ。これはいけるかもしれない。

　格ゲー五柱の一人に大会で互角。それだけで震ふるえが来る。

　俺はいつものように、反撃を受けにくい間合いで牽けん制せいをばらまき、ヒットを確認してはコンボを入れていく。

　よく使うしゃがみ中キックの確認猶ゆう予よは、六十分の十七秒。

　ガードされるかもしれない中、ヒットしたのを見てから、必殺技を撃つ。

　それをこの極めて短い時間で行わなければならない。

　訓練すればできる人は多い。

　だが、判断と操作を全くミスらないプレイヤーは、日本には俺くらいしかいない。

　そうこうしているうち、なんと一本取ることができた。

　あと一本──二ラウンド取れば勝ちだ。

　勝ちたい──。

　格ゲーはプレイ自体が楽しいが、一番楽しいのはやはり、勝った瞬間なのだ。

　しかし、そう『考えて』しまったのは雑念でしかなかった。

　牽制合戦の最さ中なか、不用意に距離を詰めた牽制の拳を、石動さんのデビルに殴られた。

　先に攻撃を出したこちらの攻撃判定が消え、やられ判定だけが残ったところを殴られたのだ。

　その差、数十分の一秒。

　この一瞬が勝負を分けた。

　カウンターで入れられたその攻撃から、コンボを入れられダウン。

　起き攻めに対して、カウンター技を合わせるも、そんな苦くるし紛まぎれの行動は読まれて対処されてしまう。

　画面端に運ばれ、一気に勝負を決められてしまった。

　こういう時は気持ちの切り替えが大事だ。

　わかっていても、そうそうできるものじゃない。

　二本目はそのまま石動さんに取られてしまった。

「師匠、がんばってください！」

　インターバルで受けた梨那の応援も、耳には入っているが、そのまま流れていく。

　どうする。どうすれば勝てる？

　今までと同じでいいか？

　だがまた牽制に合わせられたら……。

　いや、それこそ完璧にこなすことなどできない芸当だが……。

　デビルの起き攻めはかなり強い。

　それに加えて、石動さんの起き攻めテクニックと読み合いは、全国一……いや、世界でも屈くつ指しの実力だ。

　一度捕まったら、逃げ切るのは難しい。

　じゃあ捕まらなければいい。

　そんなことが可能か？

　対空技にとぼしいカレンだが、それでも上は完璧に落とせている。

　そこはいいが、それだけじゃ勝てない。

　じゃあやっぱり牽制をばらまいて……。

　思考がループしている自覚はある。

　しかし、上手く抜け出せない。

　そうこうしているうちに、三本目が始まってしまった。

　ここで二ラウンド先取した方が勝ちとなる。

　梨那も見ているんだ。

　ゼロポイントでスタートなんて絶対だめだ。こういう時は攻めるに限る。

　俺はとにかく前に出た。

　しかし、それだけで勝てるほど、石動さんは甘くなかった。

　あっさり一ラウンドを取られてしまう。

　俺はコズミックアーツを当てて体力を大きく奪うことに成功するも、アーツゲージはゼロ。

　これじゃあ、梨那とやってることが同じ……いや、狙ってやったわけじゃないだけに、俺の方が問題だ。

　カレンが持つ信頼できる対空技は、アーツゲージの必要なものばかりだ。ゲージが空というのは、できるだけ避けなければならない状況だ。

　そんな状況を見逃す石動さんではない。

　空中飛び道具などのフェイントを織おり交まぜつつ、こちらのゲージが一本たまる直前に鋭するどい飛び！

　なんとか対空技を出した俺だが、一方的に潰つぶされてしまい、そのままフルコンボをもらってしまった。

　たまったゲージで、こちらが一瞬無敵になる技を苦し紛れに撃ってみるも、当然のようにガードされ、あえなく試合は終了となった。




　ＭＩＸリーグでは試合ごとにインタビューが行われる。

　これはショーなのだ。

　負けた人間はそっとしておこう、なんてことにはならない。

　まずは梨那に会坂さんのマイクが向けられた。

「初めての大会、どうでしたか？」

「あの……私……負けちゃって……」

　梨那はぽろぽろと涙をこぼしながらうつむいた。

「大丈夫ですよ、ゆっくりね」

　会坂さん、ナイスフォローである。

「師匠に謝らないといけません……」

　梨那の一言で俺に視線が集まる。

「いやいや！　負けても怒ったりしませんから！」

　ネットの反応がどうなってるのか、後で見るのが怖すぎるんだが！

「ごめんなさい、泣いちゃって。土御門さんは私よりいっぱい練習されたんだと思います。負けて当然ですもんね。次は勝てるように、もっともっと練習してこようと思います！」

「ではステキなコメントを残してくれたお弟子さんをお持ちのＳＨＵＮ選手いかがでしたか？」

　会坂さんて結構鬼き畜ちくだ。

「勝てそうになって調子にのりましたね。集中を切らしてしまいました」

「それは、集中できていれば勝てたと？」

「それは……いえ、何を言っても負まけ惜おしみにしかなりません。第二節は必ず勝つとだけ言わせてください」

「ありがとうございます。期待していますね。では、土御門選手、初心者最強と言われていましたが、見事な勝利でしたね。どうでしたか？」

「練習の成果が出せました。目標はこのまま全勝です」

　土御門さんは、真顔のままそう言った。

　この人は、そのセリフを吐くだけの実力があるからな。

「大きく出ましたね。全勝伝説が生まれてしまうのか、それとも土御門さんを止める選手が出てくるのか、最後までＭＩＸリーグに注目してください」

　しっかり宣伝もする会坂さんである。

「では最後に、石動選手。一本取られた後は見事な逆転劇でしたね」

「ＳＨＵＮさんは強かったですよ。ただ、一つの僅かなミスを引きずってしまいました。俺も若い頃は何度も経験ありますからね。展開を早くして、彼が復活する前にそこを突かせてもらいました」

　全て見抜かれていた。

　単純なテクニックや読みだけじゃない。それ以外も完敗だった。

「ＳＨＵＮさんは謙けん遜そんしていましたが、精神的に崩れなかったら俺が負けていた可能性は十分ありましたよ。ゲーム内だけの読み合いでは、こちらが不利だとすら思っていましたからね。彼の今後が楽しみです。彼は強くなりますよ」

　石動さんのセリフが本気なのか、敗者への慰めなのかはわからない。

　ただ、今回は負けたという事実は変わらない。

　負けた理由まで見抜かれて、醜しゆう態たいをさらしたと言わざるをえない。

　次は絶対に勝つ。

　リーグ中はもう彼とは当たらないので、リベンジができない。

　決勝戦だ。

　お互い決勝戦に進むのが、最速でリベンジできるタイミングだ。

　二度と負けないと、心に誓い、ステージを後にした。
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　負けてしまった。

　ドラフトの時の実力を見ても、勝てるとは思ってなかった。

　だけど、あそこまでボコボコにされるなんて……。

　練習も経験も明らかに足りない。

　流した涙は演技だ。

　視聴者がそれを望んでいるから。

　悔くやしがって泣く梨り那なちゃんかわいい、の法則である。

　しかし、これを使っていいのは、今回だけ。

　次はない。

　格ゲー界は実力が全てだ。

　次も負けて泣いているようでは、見限られてしまうだろう。

　そもそも、今回の私は泣いて良いような状況ではなかった。

　土つち御み門かどさんからすれば、「ろくに練習もしないでなに泣いてんだ」と思っただろう。

　私だってそう思う。

　次は……いや、次からは全部勝ってやるんだ。
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「打ち上げに参加しないなんてありえませんよ？」

　第一節終了後、まっすぐ帰宅しようとする俺おれの袖そでを梨り那ながひっぱった。頰ほおをぷっくりさせて、かわいく怒った仕草をしているが、その目は全まつたく笑っていない。

「早く帰って練習したいんだが」

「師匠はプロですよね？」

「一応な」

「じゃあ打ち上げは大事です」

「ただの飲み会だろ？」

　そういったコミュニケーションは、正直得意じゃない。

「長く続けていくつもりがないならそれで良いですが、他のプレイヤーや関係者に顔を売るのは大事ですよ」

「知り合いが増えたからって、勝敗には関係ないだろ」

「それ以前の問題です。今回、師匠はＭＩＸリーグに呼んでもらえました。でも、次があると思いますか？」

　たしかに、今回参加できたのは運がよかったからだ。

　では他の選手はどうだろうか。それぞれ理由があって呼ばれているように見える。

「圧倒的に強ければ……」

「そんなのありえます？」

　この先、いっさい負けるつもりなんてない。だが……。

「ありえないな」

　他の選手は皆、それぞれに強い。

「じゃあできることは全部やった方がいいと思います。私はまだ子供なので、夜の打ち上げには出させてもらえないことが多いんですけど、そこでお仕事をもらってくる人達を見て、いつも悔くやしい思いをしていますから……」

　梨那ほどの売れっ子でも、そんなことを考えているのか。

　たしかに、オフでの対戦相手に困っているという事実はある。ただプレイするだけなら、ネット上でのオンライン対戦でいくらでも相手を見つけられるが、大会はオフでの対戦が殆ほとんどだ。オンとオフではラグの関係でやはり感覚が異ことなるし、オフで集まっているプロ達は、お互いに情報交換をしているという。

　今はネットに多くの攻略情報が出回っている。しかし、プロレベルが必要とする最新情報や、細かい立ち回り方のノウハウなんかは、実はネットに上がっていないものも多い。横のつながりは想像以上に大切なのだ。

　そんなつながりを持っていないことが、俺の大きな弱点でもある。

「わかったよ。参加してみる」

「はい！」

　この笑顔を見られただけでも、参加する価値はあるな。




　打ち上げはエキゾチックな雰ふん囲い気きがウリの、おしゃれなカラオケチェーン店のパーティールームで行われた。

　関係者がちょうど全員入れるくらいのホールで、立食パーティー形式だ。

　俺は参加したことを早速後悔し始めていた。誰にどう話しかけて良いのかさっぱりわからん。

　一方、梨那はあちこちに挨あい拶さつしてまわっている。さすがのコミュ力だ。

　そんなわけで俺は、料理を取って来ては一人で食べるのを繰り返している。たまに気を遣つかって話しかけてくれる人もいるが、どうにも会話が続かない。なんだかほんと、申し訳なくなってしまう。

　そうしてばかすかと飲食をしすぎた結果、トイレが近くなるのは自然なことだ。決してトイレに逃げ込んだわけではない。

「はぁ……」

　トイレの鏡に向かって小さくため息をつくと、見覚えのある男が入ってきた。

　吉きつ祥しよう院いんだ。

　ドラフトの時、梨那を選ぶよう囁ささやいてきた、イヤミなキザ野郎である。今回の参加選手の中で、唯一嫌いなヤツだ。梨那と組めたことは、今でこそ悪くないと思っているが、それで吉祥院の評価が変わるわけじゃない。

「やあＳＨＵＮ君、調子はどうだい？」

　俺が負けたことを知っててこのセリフである。

　ちなみにこの男、今日は相方も含めてしっかり勝っており、三ポイントをゲットしている。

　だが試合の前、俺は気になるものを見てしまった。吉祥院が対戦相手に自分のスマホの画面を見せていたのだ。控室から会場に行く廊下でこっそりとだ。対戦相手の顔がみるみる曇くもったのを覚えている。

　コイツのことだ。何かよからぬことをやったんじゃないだろうか。そういえば今日の吉祥院の相手、いつもより動きがよくなかったような……。

　そう考えてしまうくらい、吉祥院はイヤなヤツだ。仮にも格ゲーマーがそこまでしないとは思いたいが……。

「なかなか良い試合だったじゃん？」

　コイツのさわやかぶった笑顔がまた腹立たしい。

「イヤミですか？」

「そぉんなんじゃないよ。思っていたよりやるなと思ってね。素直に称しよう賛さんしてるんだよ」

「はぁ」

　いまいち何を言いたいのかわからない。コイツがただ俺を褒ほめるためだけに話しかけて来たとは考えにくいのだ。

「ところでキミ、お金にだいぶ困っているみたいだね」

「なんです、急に」

　俺が金に困っているのは、周知の事実というほどでもないが、少しでもつきあいのある人なら知っている。金がないという理由で飲み会は断るし、ボロアパートに住んでいることも話したことがある。大会などで何度も顔を合わせるうち、多少は世間話ついでにその程度のことを漏らしたりはするものだ。吉祥院に直接話したことはないが、誰かに聞いたとしてもおかしくはない。特に口止めもしなかったしな。

　だが、不ぶ躾しつけにあらためて言われると、イラッとくるのも事実だ。

　挑発でもしているつもりなら、残念ながら効果はあるな。

「そう怖い顔をしないでくれよ。嫌われるようなことをしたつもりはないんだけどなあ」

　肩をすくめてすっとぼけるその姿もまた、俺の神経を逆なでる。

「用件を教えてくれますか？」

「まあまあ、そう焦あせるなよ。会場に戻ったってやることないだろう？　お弟子さんは上手く立ち回っているみたいだけどさ」

「わざわざそんなことを言いに来ただけなら失礼します」

「待てよ。用件はこれからだ」

　横をすり抜けようとした俺の行く手を、吉祥院が阻はばむ。

「キミにも悪い話じゃないはずだ。お金を都合してあげようかっていうんだからね」

　たしかコイツ、家が金持ちだったな。スポンサーも親のコネを使った企業からだって噂うわさだ。

「スポンサーなら間に合ってます」

　そんな繋つながりに取り込まれたらたまったもんじゃない。

「スポンサー云うん々ぬんなんて回りくどい話じゃないよ。現金がほしくないかってことさ」

　おい……コイツまさか。

「八や百お長ちようしろってことですか？」

　これからの会話、録音してやろうか。

　俺がスマホに手を伸ばしかけると、吉祥院は目でそれを牽けん制せいしてきた。腐ってもプロゲーマーだ。目め端はしが利きく。

「まぁさかぁ。僕がそんなこと言うわけないじゃないか。たまたまキミが不調になることもあるといいなって思っただけさ」

　それを八百長って言うんだろ。

「断る」

「ここで負けたところで、キミの人生に大して影響なんてないだろ？　どうせプロツアーの公式戦じゃないんだ。優勝賞金の三割出そうじゃないか。悪い話じゃないと思うけどね」

　吉祥院が言っているプロツアーとは、コズファイを開発したメーカーが主催する、世界ツアーのことだ。世界中で開かれる大会でポイントを稼ぎ、決勝を目指す。一タイトルの格闘ゲーム大会としては、世界最大のものだ。

　金だけを考えるなら、この話をのんだ上で優勝すれば、優勝賞金が三割増しで手に入ることになる。それでも……。

「断る」

「欲深いなあ。しかたない。四割でどうだい？　これ以上はちょっとなあ」
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「わかってないみたいだな。金額の問題じゃないんだよ」

「正義感かなにかだと？　つまらないね」

「そんなんじゃない。俺はゲームが好きなんだ。金はゲームをする手段でしかない。確かに金がなきゃゲームはできない。けどな、真剣勝負をして勝つのが楽しいんだ。ゲームだけは現実と違って、余よ計けいな邪魔が入ってこない、純粋に勝負を楽しめる。それを自ら壊すなんて真ま似ね、絶対にしない」

「やれやれ、思ってたより青いね」

　吉祥院はわざとらしく肩をすくめてみせた。

「なんとでも言えよ。俺はあんたみたいなのには絶対負けない！」

「そんなに怒るなよ。第一節の相手には、こんな交渉必要なかったんだ。キミは僕に認められたんだよ？　光栄に思ってほしいなあ」

「いいかげん黙だまれ！　それにな、俺を怖がっているそんなヤツの言うことを聞く理由がどこにあるってんだ？　だいたいアンタ、今日の対戦相手にも同じことしたんじゃないのか？」

「ふんっ！　そんな芸のないことをするか。ヤツを買収なんてしてないさ。だが僕の誘いを断ったこと、後悔するぞ！」

「ここで首を縦に振る方が後悔するに決まってる！」

　俺は怒りに染まった顔で罵ば声せいを浴びせてくる吉祥院を強引に押しのけると、トイレを後にした。

　負けられない理由が増えた。

　あんな奴、二度とスティックを握れないくらい、ボコボコにしてやる！




　打ち上げの帰り道。ちょうど日の落ちた商店街を、梨那と並んで歩く。

　すぐ近くの大通りに、彼女の母親が迎えに来るので、そこまでお見送りというわけだ。

　なお、彼女はマスクとちょっとおしゃれな帽子で変装中だ。人気者は大変である。

「師匠、なんだか怒ってますか？」

　俺に手を引かれる梨那が、不安げな顔で見上げてくる。

　いかんいかん、子供の前でむっすりしていたかもしれん。

「いや、大丈夫だよ。ちょっと今日のことを反省していただけだ」

「むー。ウソです。私にはわかりますよ。師匠は師匠ですけど、相棒でもあるんですから、話してください。頼りない相棒かもしれませんけど……」

　本当に見抜かれているのだろう。梨那の言葉には迷いがない。こんなの子供に話すことじゃないが、梨那には聞いて欲しいと思ってしまった。これは甘えなのだろうか。




「それは許せませんね！」

　商店街の真ん中にポツンとある小さな公園で吉祥院との話を聞いた梨那は、自分のことのように怒り出した。

　通りから死角になっているせいで、人は殆ほとんど通らない。

　だからなのか、梨那もマスクを外している。

「そんなクズ、叩たたき潰つぶしちゃいましょう！　芸能界にもいるんですよ、そういうことする人。ゲームの人達はみんな変わってますけど、そんなことはしないと思ってたのに！　いいえ、きっと吉祥院さんが特別なんですね。一緒にしたら他のゲーマーさん達に失礼です！」

　梨那が怒ってくれたというただそれだけで、少し溜りゆう飲いんが下がったことに、自分自身驚く。

　これが相棒ってやつなのか。だとするなら、悪くないかもしれない。こんなこと思うの、初めてだな。何か俺も梨那に恩返しがしたい。今できること、それはわかってる。これまで目を逸そらしていたことだ。

「なあ梨那、俺のことを相棒だと言ったよな」

「はい！　あ……すみません、ご迷惑でしたか？」

「いいや、相棒だと思ってくれるなら、俺も梨那と向き合おうと思ってな」

「向き合って座ってますよ？」

　梨那は頭の上に『？』を浮かべて、首をぴょこんと傾かしげた。

　梨那は公園に一つしかないブランコに、俺はブランコの柵さくに座っている。

　たしかに、位置的には向かい合っている。

「そういうのをやめようってことだ」

「ししょう……？」

　ぴょこんと首を傾ける仕草は、どんな大人でもメロメロにしてしまうであろう完璧さだ。うっかり呑のまれそうになるが、今はこの『表の梨那』に用はない。

「梨那、最後に笑ったのいつだ？」

「私はいつでも笑顔ですよ？」

　ほんの微かすかに、梨那の頰が引きつったのを俺は見逃さなかった。

「心から笑ったことがあるのか、ってことを聞いているんだ」

「えっと……？」

　梨那は笑顔のままじっと俺の瞳ひとみをのぞき込んでくる。あくまで疑問を持っているという表情だ。だがその実、俺の真意を探っているのだろう。

「今日負けた時、泣きの演技でみんなの心を摑つかんだろ？」

「私が噓うそ泣なきしたみたいな言い方ですね」

「いいや、そうは言わないさ。ただ、あの涙以上に悔しくて叫び散らしたかったんだろうなと思ってな」

「……っ！」

　梨那は大きく目を見開いた。

「いつものかわいい笑顔だって、『そう見られるのが一番良い』と思ってやってるんだろ？」

「…………」

　一瞬俺から視線を外した梨那が小さくため息をつくと、その小さな顔から笑顔が消えた。先ほどまでの真意の見えにくい視線ではなく、こちらの脳内まで見通すかのような鋭い視線で俺の瞳を射い貫ぬいてくる。

「いつから気付いてたの？」

　口調もこれまでのものとは違い、『しっかりした子供』ではなく、そこらの大人よりよほど大人びたものだ。ここまで変わるのか。

「うちで最初に練習をしている時だな」

「かなり最初からじゃない！　なんで……？　ボロは出さなかったはずよ。役者仲間相手にすらバレたことないのに……」

「対戦中の動きと言動が合ってなかったんだよ。動きからは悔しさがにじみ出てた。それを必死に抑えてる感じも。俺は梨那と違って深い読みは得意じゃないが、なんとなくわかる」

　無理して笑顔でいなきゃいけないって経験は俺にもあるからな。俺のなかで折り合いはついてることだから、今更語るようなことではないが。

「もう……ほとんどピエロだわ」

　肩をすくめてみせるその動作は、芝居がかってこそいるものの、『梨那らしい』ものだった。俺はこっちの方が好きだな。

「人を楽しませるという意味では同じだろ？」

「そうね。違いないわ。……騙だまされて……怒った？」

　そう不安そうな顔をしないでくれよ。

「いいや、俺も梨那の『演技』に甘えていたからな。その方が俺も楽だった」

「じゃあなんで今更『向き合おう』だなんて言うの？　こう言ってはなんだけど、あなたは『相棒』だとかそういう言葉に酔よって、チームワークごっこをするタイプには見えないけど」

　ちょっと辛しん辣らつすぎやしませんかね。まるで俺がコミュ障しよう陰いんキャぼっちみたいな言いぐさじゃないか！　大きくはハズれてないけどさ……。

「お察しの通り、チームワークごっこをしたいわけじゃない。ただ、梨那に相棒って言ってもらえて、さっきのことを怒ってもらえて、なにかできることがないかって思ったんだ。何より、梨那が悔しさを押し殺した顔をしてた。勝ちたいと心から思ってるのがわかった。だったらその手助けをしたいと思ったんだ。俺は格ゲーが好きだ。だから、格ゲーに真剣に取り組みたいと思ってるヤツのことも好きなんだよ」

「す……な、なに言ってんのよ。熱くなっちゃって」

　そんなに赤くなられると、こっちが恥ずかしくなるんだが。

「す、好きと言ってもそういう意味じゃないからな？」

「あたりまえでしょ！　逮捕されたいの？　このロリコン！」

「ロ……最近そういうのシャレにならんからな！」

「でも十歳も違わないんだから、もう少ししたらなんてことないんだからね！」

「どうしたいんだよ!?」

　混乱してお互い何を言ってるかわかってないぞこれ。

「とにかく、俺が言いたいのは、このまま行くか、それともガチで行くかってことだ」

「答えはわかってるんでしょ？」

　俺の問いに、梨那はあえて芝居がかった笑みで応えた。

　ああ、わかってるさ。

「やるからには全力だぞ」

「これまでそうして生きてきたわ」

　そうだな。そこに関しては、俺よりも梨那の方が先輩だ。

　俺達はどちらからともなくがっちり握手を交わした。

　しばらく見つめ合った後、ゆっくり手を離す。

「ところであなた、トーク下手すぎじゃない？」

「いきなりディスりからスタートかよ」

「プロとして食べていくなら、絶対に必要なスキルよ？」

「やっぱりそうか……」

　正直なところ、目を逸らしてきた部分だ。

　トッププロ達は、彼らなりに自分のキャラと立ち位置を模も索さくしている。各自が行っている動画配信もその一つだろう。

　俺は……練習を言い訳にして特に何もしていない。最初はそれでも良いだろう。だが、長くプロを続けていくならば、避けて通れないことだ。

「今日だって、最後のコメント前にあなたに話をふらなかったら、ガチガチで何もしゃべれなかったでしょ？」

　まるで俺があとで梨那を叱しかるかのような冗談コメントのことか。あれって俺のためだったんだな。

「これがプロってやつか」

「心配しないで。私が教えてあげる。これでも芸能界でもまれてきてるんだから、どーんと任せといて。だから……」

　梨那はブランコから立ち上がると、俺の目の前までやってきた。

「だから、私に格ゲーを教えてください、師匠」

　そして、深く頭を下げたのだった。

「こちらこそよろしくお願いします。梨那は良い弟子だから、教え甲が斐いがありそうだ」

「えへへ……」

　梨那は嬉うれしそうに笑った後、真剣な顔になって続けた。

「でも、師匠にトークを教えるのは、ちょっと大変そうね」

「どれくらい大変そうなんだ……？」

　プロにそう言われると不安になるんだが。

「そうね……私がコズファイの世界大会で……」

「世界大会!?」

　比較対象大きくない？　ベストエイトに入るくらいとでも言うつもりかなあ。多くのトーナメント大会は、ベストエイトに入ると扱いが大きく変わる。勝負をつけるための本数が変わったり、全ての試合が配信されたりなどだ。まさかそこまで言わないよな？

「世界大会で三連覇するくらいの難易度かな」

「誰も成なし遂とげたことないんだが!?　俺のトークってそこまで見込みない？」

「あら師匠、それって私が三連覇できない、って言っているように聞こえるよ？」

「へ？」

　真剣そのものだった梨那は今、イタズラっぽい笑みを浮かべて俺を見上げていた。

「なんだ、冗談だったのか」

「違うよ」

　安あん堵どする俺に、梨那は笑顔のまま真まっ直すぐにそう言った。

「違うって……何が……」

「私は師匠に教えてもらえれば、世界大会の三連覇くらいできちゃうって思ってるってこと」

　表情こそ笑顔だが、決して冗談を言っているわけではないというのは伝わってくる。

「もちろん今のままじゃ無理だってこともわかってる。簡単にできるなんて言うほど傲ごう慢まんではないつもり。でも、『私と』師匠ならできるって思うの。子供じみた妄もう想そうかもしれないけど……」

　この子は本当に賢い。今のは、努力を続けてきたゲーマー達と俺の両方に気を遣った発言だ。彼女だって、三連覇が確実にできるなんて思っちゃいないだろう。それでも、格ゲーもトークも一緒に本気でがんばっていこうと言ってくれているのだ。

　これがトーク力だというのなら、俺が梨那並みになるのはいつになるやらだ……。もうこの子を先生と呼びたい。

「残念ながら梨那はがんばっても、準優勝だろうな」

　俺の言葉に一瞬むっとした梨那だったが、すぐに意図を察したようだ。

「あら、弟子は師匠を超こえるものよ」

「じゃあ俺も梨那を超えなきゃな、先生」

「せ……そ、そうね！　がんばりなさい！」

　梨那は一瞬驚くと、顔を真っ赤にしながら胸を張った。もしかすると、こういう頼りのされ方は経験がないのかもしれない。

「ちゃ、ちゃんと私がめんどうみてあげるから、言うこときくのよ？　……よ、よっと！　ちょっと！」

　梨那は手を上に伸ばすと、ぴょんぴょんと飛び上がった。ええと……もしかして、頭をぽんぽんってしたいのか？

　俺が少ししゃがんでやると、梨那は俺の頭をあらためて、ぽんぽんと軽く叩いた。

　どうやらその動作は自分でも恥ずかしかったらしく、「よろしくね……」とつぶやくと、うつむいてしまった。

「こっちこそ、あらためてよろしくな」

　俺が手を差し出すと、まだほんのり顔の赤い梨那は、ぎゅっとその手を握ってきた。

「やっぱり師匠とはこっちの方がしっくりくるわね。なんせ、これから戦友になるんだもの」

　彼女のくれた『戦友』という言葉と、満開の笑顔が俺の胸を熱くした。

　本当にすごい少女だよ、キミは。
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　うわああああああ！　やっちゃった!?　私としたことが、ちょっとデレすぎた!?

　あれじゃあまるで安い女みたいじゃない！

　トップ子役が本気で言っていいセリフじゃなかったんじゃない!?

　でも……彼と戦友になりたいのはホントだし……これから一緒に戦っていくんだもの。あれくらいいいよね……？

　私の演技、最初からバレてたんだし……。

　えへへ……そうか……バレちゃってたのに、私のことあんなに気にかけてくれてたんだ……。

　私……演技を見破られて喜んでる……。女優としては失格ね。

　でも、今だけは許して欲しい。

　初めて、一緒に戦ってくれる『仲間』ができたのだから。

　今日だけは、暗いリビングに置かれた健康ダイエット食品も、美お味いしそうなごちそうに見えたのだった。
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　わかってはいたことだが、梨り那なは猛もう烈れつに忙しい。

　毎週行われる試合に対し、二～三時間の練習を二日に一回。一緒に練習をする時間は、それだけしか取れない。これでも、大きな仕事が一つとんだおかげで急きゆう遽きよ取れるようになった時間らしい。俺おれが言うことじゃないが、学校ほとんど行けてないだろこれ。そんなこんなで、今日は貴重な練習日だ。

　夕日差し込む狭せまいアパートに、幼女と二人きり。

　こういう言い方をすると、ヤバいにおいがするな……。

「なんか……上う手まくなってないか？」

　とりあえず肩慣らしということで、梨那と軽く対戦してみたところ、第一節の試合から二日しか経たっていないのに上達のあとが見られた。

　具体的には、操作が上手くいかずにミスっていた部分がかなり減っているのだ。

「移動中にアケコン持ち歩いてイメトレしてましたから！　収録現場なんかでも、触さわってました」

　打ち上げの夜に腹を割って話した俺達だが、口調とノリはこれまでと同じで行くことにするらしい。

　他の人の前でうっかり素すを出さないようにするためだ。

　さすが、徹底している。

「ゲームを楽しそうに一生懸命がんばる梨那ちゃんも子供らしくてかわいい、って評判いいんですよ。リーグのことも有名なタレントさんに知ってもらえましたから、どこかで宣伝してくれるといいですね」

　今の一言だけで、一石三鳥くらいになってなかったか？　末恐ろしい子だ、

　ただ、俺に向けてくるドヤ感のある笑顔だけは、心からのものだ。外向けの完璧な笑顔もかわいいが、やっぱり俺はこっちの方が好きだな。

「よーしえらいぞ。頑張り屋な梨那にはプレゼントを用意してある」

「なになに？　指輪ですか？」

「口調は今まで通りだけど、要求が大人だな!?」

「は……っ！　違いますからね！　指輪って言っても高級なのが欲しいってだけで、そういう意味じゃありませんから！」

「フォローしたっぽいけど、フォローになってねえよ！」

　赤くなった顔はガチなのか演技なのかわからないのも怖いから！

「プレゼントってのはコレだ」

　俺が自分のスマホを操作すると、すぐに梨那のスマホが振動した。

「初心者用指南書……？」

　コズファイの攻略は、サイトやＳＮＳを巡ればたくさん手に入る。

　しかし、ホームページやブログにまとまっていた時代とは違い、最近は情報が飛び散る傾向にある。情報の主おもな発信源はＳＮＳだ。それに動画サイトなんかで、コンボや立ち回りについて有効な解説をしているプレイヤーも多い。その情報精度は玉ぎよく石せき混こん淆こうだ。上手くまとめてくれている動画も多いが、強豪プレイヤーがまったり配信している中に、とても有効な情報があったりもする。これらをあさりに行こうとすると、それだけで時間をもっていかれてしまうのだ。

「それを順番に理解していけば、初心者に必要な知識が身につくようになってる」

「これ手作りですよね？　わざわざ私のために……八十ページも!?　あ、ありがとうございます師匠！」

　梨那はきらっきらの笑顔を向けてくる。

　これだけで徹夜した甲か斐いがあるというものだ。全二十章構成で、基本的な操作方法に始まり、相手との駆け引きや人読みについてなど、俺の持てる知識をほぼ全て詰め込んだ。特徴は『勝ってレベルアップしていくため』の順番で書かれていることだ。たとえば、今の梨那に必要のない操作方法やシステムは序盤では説明せず、中盤以降に突然システムの説明が始まったりする。さらにこれらの順番は、梨那の『読み』が優すぐれているという特性に合わせて書いたものだ。最初はここまでするつもりはなかったのだが、書いているうちに、自分でも言語化できていなかったことが整理できていくのが楽しくて、ついついやりすぎてしまった。

　スクショを貼はったりとわかりやすくしたつもりだが、雑誌なんかのようにいい感じになっていないのは見逃してほしい。

「それなら隙すき間まの時間で知識が増やせるだろ？　読み進めていけば、次の対戦相手に必要な知識が触りだけ書いてある」

　五章までに書かれているのは、梨那が『読み』の力を使うために必要な知識だ。梨那の場合、読み方よりも、読むための知識を与えた方がいい。そのため、次に戦う相手の強い行動や、それらのリスク、逆に弱点などを書いた。ただし、それらがなぜ強いと言われたりするのかを理解するために、どうしても必要となる基礎知識だけは、説明せざるをえない。本来であれば、プレイすると同時に知識も深めていくものだが、今回はそうも言っていられなかった。

　最初はもっと序盤に詰め込んでいたのだが、ぐっとこらえて情報を絞しぼった。多すぎる知識は、初心者相手には邪魔になるだけだからだ。

　初心者帯で、相手がやってこないことまで読ませてもしょうがないし、扱いきれない手札を持ちすぎても、自分が混乱するだけだ。

「了解です！　師匠！」

　梨那がかわいく、ビシリと敬礼した。




　しばらく二人で練習をしていると、玄関の鍵かぎが開く音がした。

「ご飯だよー」

　買い物袋を下げて入ってきたのは麗うららだ。いつも笑顔で楽しそうなヤツである。

「えっと……？」

　突然の乱入者に梨那は目を白黒させている。

「ちょっと瞬しゆん！　そこはあたしの籍……じゃなかった、席でしょ！」

　なんで今、同じ単語で言い直したんだ？　今日はまたえらいテンション高いな。

「今日は来なくて良いって言ったろ」

「そうは言ってもお腹なかはすくでしょ？　きっとこういう事情だと思ってね」

　訳知り顔の麗は、梨那にちらりと視線を向けた。

「今日は？　え……？　師匠、彼女いたんです？」

　梨那は俺と麗を交互に見比べ、口をぱっかり開けた。

「もっと良い関係かな」

　なぜそこで思わせぶりなセリフなんだよ！

「まさか……結婚ですか!?」

　結婚が『もっと良い関係』なのかはさておいて、俺はまだ十七だからそもそも結婚できないんだが。

「それで、浮気現場を押さえた嫁としては、どうすればいいのかしら？」

　なおも踏み込んでくる麗である。

「浮気でも嫁でもねえから！」

「冗談はこのくらいにしとこうか。瞬と梨那ちゃんがチームなのは知ってるからね。ちゃんとリーグの動画も観たし」

「観たのか……」

「ちゃんと鑑賞用、保存用、布教用と三回観たよ」

「配信なんだから、それ全部鑑賞用だろ！」

　どういうボケだよ。他人の負け試合をなぜそんなに観るんだ……。

「梨那ちゃんもご飯食べてくでしょ？」

「ご飯作りに来たのはホントなんですね!?　どういう関係なんですか!?」

「ごめんね、自己紹介もしなくて。あたしは古ふる川かわ麗。瞬の幼なじみよ」

　珍しく慌てる梨那に対し、麗はいつものマイペースっぷり。芸能人相手でも、態度が変わらないのはコイツの良いところというべきか、大物だと言うべきか。

「お、幼なじみヒロイン……実在していたんですね……」

　梨那の驚くポイントがわかるようなわからないような。

　異性の幼なじみがいるヤツなんて、いくらでもいるだろう。

　夕飯を作りにきてくれるとなると、たしかに限られそうだが。

「せっかくの申し出ですが、今は師匠と練習中なので、遠慮してもらえますか？　貴重な練習時間なんです」

　梨那にしてはトゲのある言い方だ。

「残念だなあ。じゃあ、瞬の分だけ作っちゃうね」

　そう言うと麗は、勝手知ったる他人のなんとやらで、早さつ速そく料理を始めた。

「師匠！　いったいなんなんですかあの人！　せっかくの練習時間なのに！」

「あらあら、梨那ちゃんは瞬が大好きなのね」

　麗はこちらに背を向けたまま、ちゃちゃを入れてくる。

「そういうことを言ってるんじゃありません！」

「じゃあ嫌いなの？」

「う……師匠は、尊敬できる師匠です」

「好きなのね～」

「なんなんですかその、娘に向かって『お父さんのこと大好きね』って言う母親みたいなの！」

「あらあら、あたしが瞬の奥さんって認めてくれるの？　お母さん嬉うれしいわ」

　誰がお母さんだよ！　奥さんでもねえし！

「うぅ～やりにくいですこの人」

　梨那がガチで困っている。恐るべし麗。

　狙ねらってやっているわけじゃないところがまた、梨那に刺さるのだろう。

　麗はちょっと優しくからかってコミュニケーションをとろう、としか考えてない。

　裏表皆かい無むなヤツだからなあ。

「師匠、練習しましょう！　練習！」

　その後、みっちり練習した俺と梨那。

　集中を解くと、部屋中に麗の作った料理の良い匂においが立ちこめていることに気づいた。

「今日は炊たき込こみご飯と豚ぶたの角煮だよ」

　俺の練習が終わったのを見ると、麗はよそったばかりのご飯と、鍋の中身を見せてきた。

「手作りの家庭料理なんて、久しぶりに見ました……」

　梨那が無表情で、麗の料理を眺ながめている。

　久しぶりって……日本一忙しい子役の親もまた忙しいということだろうか。あの母親が暇ひまがあったからと言って家事をするイメージもわかないが。いや、これは偏見だな。他人の家庭をどうこう言うもんじゃない。

　俺は菜さい箸ばしで鍋から直接、角煮を一口つまんだ。その行為に、いつもなら「行儀が悪い」とツッコむ麗は黙ったままだ。このあたりの察しの良さは本当に助かる。

「今日も美う味まいな」

「えへへ、ありがと」

　俺と麗のやりとりを見ていた梨那が、唇くちびるの下に人差し指を当て、ちょこんと小首を傾かしげた。

「そんなに美お味いしいんですか？」

「食べるか？」

「あ……いえ……」

　強い拒絶でこそないものの、梨那は料理から意識的に視線を外した。

「ねえ梨那ちゃんって、番組なんかで美味しい料理をたくさん食べてるのよね？」

「そうですけど……」

　麗の質問の意図を測りかねたのか、梨那は眉をひそめた。

「じゃあちょっと味見してもらえないかな？　瞬はいつも美味しいってしか言わないから」

　まるで悪いことのように言うなあ、いつもならツッコむところだが、今はなしだ。

「…………そういうことなら」

　賢い梨那のことだ。麗の意図を察しただろう。それでも乗ってくれた。

「へぇ……本当に美味しいですね。味付けは素そ朴ぼくですけど、本当に美味しいです」

「ほんと!?　やったあ！　百八つの得意料理のなかでもベストテンに入るレパートリーだから、ダメだったらどうしようかと思っちゃった」

「古川さんの料理は煩ぼん悩のうですか」

　すっかりあきれ顔の梨那だ。

「ん～、その古川さんっていうのイヤだなあ。次から麗って呼んでね？」

「え……でも、会ったばっかり……」

「いいからいいから、あたしの料理を食べたってことは、あたしを名前で呼ぶってことなのよ」

「どこの地方の風習です!?」

「あとね、ちょっと作りすぎちゃったから、持って帰ってくれると嬉しいな。タッパーならあるから」

「師匠！　この人、話聞いてくれないんですけど！」

　ちょっと涙目になって抗議してくる梨那である。

「持ってってやってくれないか。俺もそんなに量を食べる方じゃないからな」

「うぅ……わかりました。師匠がそう言うなら……」

　梨那は既に料理の詰め終わっているタッパーをしぶしぶ受け取った。

　そこまで劇的な効果があるとも思えないが、麗の料理で梨那の心が少しでも癒いやされればいいんだけどな。
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　まったく！　なんなのあの麗うららって女！

　ちょっとは遠慮とかそういうのないの!?

　せっかくの練習時間が削けずられちゃったじゃない！

　師匠といい、あの幼なじみといい、私の扱いが雑じゃない？

　たしかに一緒にいても、親より気楽な人達だけど……って、そうじゃなくて！

　他人にペースを崩されるのは嫌いなのよ。

　あ、でもこの角煮と炊たき込こみご飯、ほんとに美お味いしい……。

　アイツもやっぱりこういうのがいいのかな。

　いやいや、そういうの古いのよ。

　私が料理できないからひがんでるとかじゃなくてね？

　あーもう！　なに考えてんの！

　せっかく作ってもらった指南書読まなきゃ。

　……こんど、作る方の料理番組の仕事でも狙ねらってみようかな。
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「見ましたよ！　昨日の師匠の初配信！　なんですかアレ！」

　前回の練習会から一日空けて、三度目の練習会。

　梨り那なは部屋に入ってくるなり、両手を腰にあてて、頰ほおをぷっくり膨ふくらませた。

「やっぱだめだった？」

「ダメダメもダメですよ！　トークの面白さ以前に、ほとんどしゃべってないじゃないですか！　そりゃあ、リアルタイムの視聴者数が二桁にもなりますよ！　なんですか二桁って！」

　これほんとに怒ってるやつだ。

「アーカイブの再生数は三桁いったよ？」

「それが成果だとでも？」

　キッと睨にらんで来る。十歳とは思えない迫力だ。

「思ってません」

「よろしいです」

　数字を持ってる幼女先輩まじ厳きびしい。

「それじゃあ、今から練習会を配信しましょう」

「え!?　今から!?」

　何も準備してないよ？　特に心の！

「ＳＮＳでやるって宣伝してきちゃいましたからね。やるしかありませんよ。カメラも買ってきましたから」

「まさか顔出しすんの!?」

「ひたすらゲーム画面だけ映してても、いったい誰の配信なのかわかりませんよ」

「いや～さすが梨那はテレビ慣れしてるだけあって、そういうのに抵抗ないなあ。すごいすごい」

「……自分は出ないとか思ってます？」

　梨那が唇くちびるの下に人差し指を当て、見上げてくる。穏おだやかな笑顔だが、目がマジだ。

「やっぱ出るんだよね……？」

「主役なんですから当たり前です！」

　腰に手を当てるその様は、実にテレビ的だ。こういうところで、いつも彼女は役者であり、本当のプライベートなんてないんだなと思う。

「見に来る人の大半は、梨那目当てだと思うぞ」

「その通りだったとしても、役柄上、主役は師匠なんですよ！」

　自分目当てってところは全まつたく否定しねえ！　いや、否定する材料皆かい無むだが。

「俺おれなんて誰も見たくないんじゃ……」

「見た目で売り出すわけじゃないんですから、メイクはいらないと思いますよ」

「そんな心配をしてるんじゃなくてな？」

「ちゃんと私も一緒に出ますから大丈夫です。しっかりリードしますから」

「それは心強い……ってそうでもなくて……」

「もう！　事務所の許可なら取ってきましたから、そこまで心配してくれなくて大丈夫ですって」

「とてもそんなとこまで気は回ってなかったから！」

　さすがの手回しである。

「画面に変化があることが大事なんです。覚悟を決めてください！」

「でも……なんか恥はずかしくて……」

　昨日始めてみた配信だって、ドキドキだったのだ。緊張してほとんどしゃべれなかったけど。

「大会には出てたじゃないですか」

「あれは大会が目的で、配信にのっちゃうのはあきらめるしかないって状況だったから……」

「目立ちたがり屋ではないと思ってましたが、想像以上に対極な性格ですね……」

　あきれでも、侮ぶ蔑べつでもなく、真剣に悩んでくれている。やはり、根はいい子だ。

「昔から目立つの苦手なんだよ」

「それでよくプロになろうだなんて思いましたね」

「ゲームがしたかったんだ。ゲームだけをしていたかったんだ」

「はぁ……わかりました。私がなんとかします。役者にもいますから。人前に立つのが苦手なのに、芝居をしたいって人。でも、師匠が私と動画配信をするのって、格ゲー界にも良いことだと思うんですよ？」

「どういうことだ？」

「コズファイって、動画だけ観て、プレイは殆ほとんどしない人がたくさんいると聞きました」

　動画勢と呼ばれている連中だな。

　ｅ－Ｓｐｏｒｔｓイースポーツは野球やサッカーなどに比べ、観戦者がプレイヤーである割合が圧倒的に高いという。

　そこには色々と理由があるのだが、今はいいだろう。

　しかし最近は、『観るだけ』のファンも増えてきているらしいのだ。

　個人的にこれは、良いことだと思う。

　格ゲーは練習すればするほど面白くなるジャンルだが、逆に言うとある程度練習しなければ楽しみにくいという一面もある。

　オンライン対戦が普及する前は、近所の友達だけでわいわいやっていただけだったので、みんながヘタクソだった。だからこそ、なんとなくキャラを動かしているだけでも、多くの人が楽しめていたらしい。

　しかし、オンライン対戦により、自分がどの程度強いのか、客観的に評価されるようになってしまった。それは、勝つことの価値がより上がったのに、知らない誰かと戦うことで負ける機会が増えてしまったことを意味する。

　結果として、より練習しなければ楽しみにくいジャンルができあがったのだ。

　他にお手軽なゲームが溢あふれる中、とっつきにくいとも言える。

　だからこそ、観るだけでも格ゲーを楽しんでもらえれば、嬉うれしいと思うのだ。

「彼らにもできればプレイしてほしいじゃないですか。せっかく面白いゲームなんですから。私達の練習を配信することで、彼らがコズファイをプレイする入り口になれると思うんです」

　俺は他の人が動画勢になってくれたことで満足していた。

　だから、梨那みたいなことは考えたことはなかった。

「そうか、そうだよな！　さすがだよ先生！　やろうぜ、配信！」

　梨那のような初心者でも楽しく格ゲーをやっているところが見せられれば、興味を持ってくれる人が少しでも増えるかもしれない。

「ここまで煽あおっておいてなんですが、配信をすると手の内を明かすことになっちゃうかもしれませんよ？」

「他のプロだって配信してるんだ。そこはお互い様だよ。それに、見せたもの以上の作戦を用意すればいいんだ。うん、布教になるってのは悪くないな。梨那の人気に乗るみたいでちょっと気が引けるが」

「ふふっ……」

　梨那が楽しそうに吹き出した。

「なんだ？」

「いいえ、師匠は師匠だなって」

「意味がわからないが……」

　出会った頃よりは、この天才幼女のことを理解し始めたと思っていたが、そんなことはないようだ。

「なんでもありませんよ。さ、練習しましょ！」

「お、おう！」

　しかしこの後、俺は『国民的子役』という単語の意味を理解していなかったということを、思い知るのだった。




「な、なんか見たことのない数の視聴者が来てるんだが!?」

　俺の目と気が確かなら、昨日と桁が四つ違うように見える。ええっと……すうじゅうまんにんが観てますね？　よっぽどの人気配信でもこんなことにならないぞ!?

　まして、イベントでもない格ゲーの配信ならば、四桁いけば結構な知名度の配信だ。

「うろたえないでください師匠。みっともないですよ？」

　梨那の一言で、コメント欄らんは『みっともない師匠』という単語で一気に埋まる。

　リアルタイムにコメント見れちゃうの、すげー怖いんだが！

　配信直後のコメントは、ほとんどが『梨那ちゃんかわいい！』と『隣の男誰？』だ。

　そりゃそうだよな！　千倍になってるってことは、単純計算で俺のことを知ってて観てくれてる人って、○・一％だかんな。

　昨日は告知なしでの配信だったから、必ずしもそこまで少ないとも限らないが。

　気にしたら意識を失いそうなので、とりあえずはトレーニングモードでレクチャーだ。

「指南書はどこまで読んだ？」

「はい！　全部読みました！」

　梨那は元気いっぱいに答えた。

　この一言だけで、『梨那ちゃんかわいい』のコメントが無数に流れる。

　改めて、すごいんだなこの子……。

「全部!?　早いな！」

「せっかく師匠が作ってくれた指南書ですから！　あ、みなさーん。師匠が忙しい私のために、コズファイの教科書を作ってくれたんです。優しいでしょ？　少しだけお見せしますね、ちらっ、ちらっ」

　梨那はスマホに映った指南書を、カメラにチラ見せしている。

　コメント欄は『優しい師匠でよかったね』という心温まるものから、『幼女のポイント稼かせぎか、ロリコンめ』という辛しん辣らつ……というか、いつものノリのものまで多様だ。

　指南書作っただけでロリコン扱いはひどくない？

　そのあたりのノリがわからない一般人系梨那ファンと、格ゲー動画常連が距離感を測りかねてコメント欄でのバトルが始まっている。

『師匠さんてロリコンなんですか？』

『そういう方に梨那ちゃんを預あずけるなんて、事務所はなにやってるんでしょう』

『師匠さん一般人に名前覚えられてないｗｗｗもう師匠さんか、ロリ師匠に名前変えちゃえよｗｗｗ』

　なにこの場外乱闘。

　コメントを拾ってると話が進まない。練習に移ろう。

「みなさん言いがかりはだめですよ？　師匠がロリコンさんだったら、今頃私は師匠のお嫁さんになってるんですから」

　そんな中、ちゃんとコメントを拾う梨那はさすが……じゃねえ！

『梨那ちゃん意味深！』

『梨那ちゃんの心が盗まれてる!?　やっぱりロリコンだったか！』

『純真な梨那ちゃんかわいい！』

『梨那ちゃん逃げて！』

『梨那ちゃん俺のところに逃げて！』

　ほら！　いらん憶おく測そくを呼んでる！

　あと、最後のヤツは逮捕されとけ。

　梨那は俺だけに見えるように、ぺろっと舌をだした。

　わざとだ！

　この子、わざとやってやがる！

　世間のみなさん騙だまされてるよ！

　被害を被こうむった気はするが、盛り上がったのもまた事実だ。さすがプロと言うべきだろう。俺にはこうして視聴者を盛り上げるトーク技術はない。プロゲーマーにもしゃべりが上手い人は多くいるが、やはり梨那は頭一つ抜けてレベルが違う。それは話す内容だけではなく、話し方も含めてだ。

　盛り上がっているのも事実だが、このままでは俺の精神力が持たない。

「今日の練習はじめるぞ」

「はい師匠！」

「今日は次の試合で『だけ』勝つための練習だ」

「はい師匠！　……ええと、だけってことはその次は勝てないってことですか？」

「よく気付いたな。初心者組の実力を見ていると、今日の練習方法で次回は勝てる。ただ、梨那が強くなるように、他のみんなも強くなる。成長しなければ勝てなくなるのは道理だろ？」

「なるほどです……。停滞は後退ということですね」

「む、むずかしい言葉を使えるんだな……。とにかく！　取れるところで確実に取る。これを練習しよう」

「はい！」

「難しいコンボを入れようとしなくていい。安くてもいいから、取れるところで確実にダメージを取れ。まずはそれでいい。土つち御み門かどさん以外の初心者どうしなら、一回で取れるダメージは変わらない。だったら、回数が多い方が勝つ。次の梨那の相手が使っていたのは、龍たつ雄おだったな。俺がそのキャラを使うから、相手からダメージを取れるポイントを体に叩たたき込こむんだ」

　ちなみに龍雄とは、コズファイの主人公的な立ち位置のキャラクターだ。

『幼女の体に覚えさせるとか……』なんてコメントが視界に入ったが無視である。

　初心者の動きを見ると、まずがんがん飛び込んでくる、それを確実に立ちガードすることが大事だ。

「格ゲーを始めたばかりの初心者は、まず飛び込みを食らってしまう。それが大きな敗はい因いんの一つだ」

　ちょっとコンボ練習をした人なら、そこから立ち通常技、そして必殺技へと繫つなげる三段コンボを入れてきて、大ダメージをもらってしまう。

「じゃあ、飛び込みからの一連の攻撃をガードできればどうなると思う？」

「こっちのターンですね！」

「そう、格ゲーはせわしなく動き回っているように見えて、ターンの取り合いなんだ。じゃあターンを取ったら？」

「強攻撃ですね」

「前回教えたことを良く覚えているな。でも、今回は一つステップアップしてみよう」

　指南書に書いてあるので、梨那は既すでにこれらの内容を理解しているはずだ。だがあえて質問をしたり、間違えたりしている。

　全て視聴者を気にしての発言だろう。プロだな。

「相手のどんな攻撃をガードしたかで、反撃方法を変えるんだ。なぜかわかるか？」

「えーと……あ！　わかりました！」

　梨那がぽんと手を打った。そんな仕草もいちいち様になっている。

「ガードした技によって、隙すきが違うからですね！」

「そうだ。隙の小さい技をガードしても、威力の大きな技は出るまでに時間がかかるので反撃は決まらない。逆に、こちらの出した強攻撃をガードされて、反撃を受けてしまうんだ」

「じゃあ、全部の技への対処方法を覚えないといけないんですか？　たいへんです！」

　梨那は尖とがらせた唇の下に人差し指をそえつつ、目をばってんにした。

「理論上は全部の技に対して適切な行動があるはずだが、そればかりに気を取られてチャンスを逃していたんじゃしょうがない。まずは相手がよくやってくる行動をいくつかだけ覚えよう。対処方法も、最大のダメージを取れるものじゃなくていい」

　上級者になるほど最適解の行動を取るが、初心者のうちはしなくていい。というより、できないから初心者なのだ。

「それで勝てるんですか」

「勝てる。初心者どうしならミスをして当たり前なんだ。そんな中、確実にダメージを取っていければ、それだけで大きなアドバンテージとなる。ただ、それだけじゃ突然相手がぶっ放してきた大技で逆転、なんてことも十分にありえる。だから、今日覚えて帰ってほしいのは一つ。ミスの少ない行動の練習をするが、ミスを恐れないこと。この気き概がいさえあれば勝てる」

「ほぁ～。師匠がまるで先生みたいです」

「今までなんだと思ってたんだ!?」

　頼りない師匠だってのは間違いないけど。

　格ゲーファンからのコメントでは、

『誰でも知ってることをドヤ顔でｗ』

『梨那ちゃん相手なら正解だろ。わかりやすい』

『そんなことより、まずはコンボを一つ覚えさせた方がいいんじゃね？』

『あれくらいの初心者帯なら、むしろとりあえず飛んどきゃいいだろ』

　梨那ファンからは、

『何を言ってるかさっぱり』

『これがわかるとか、梨那ちゃんさすが』

『完全に呪文』

　と反応は様々だ。

　褒めてくれてるコメントがあるだけでもよしとしよう。




　梨那は教えたことをあっと言う間に吸収してしまった。既にトレーニングモードではしっかり再現できている。

「それじゃあランクマ行ってみようか」

「はい、師匠！」

　いよいよ実戦だ。

　ランクマとはランクマッチの略で、勝敗により上下するポイントを基準にネットの向こう側にいる相手と対戦するものだ。概おおむね近い実力の相手と当たるようになっている。

　なお、龍雄は主人公枠だけあって、低ランク帯に使用者がたくさんいる。

　対戦相手に困らないのは助かる。

　トレーニングモードでどんなに上手くできても、対戦となればミスるのが人間だ。対人戦というだけで緊張するし、予想外の事態がいろいろ起こる。

　そんな中、梨那は教えられた通りに、しっかり反撃を入れていく。

「やりました！　わととっ」

　ラウンドを取った瞬間にガッツポーズを取った梨那は、膝ひざからずり落ちそうになったアケコンを慌てて支える。

　幼女がアケコンを抱える姿、かわいいかもしれん。

　そうして、梨那は第二ラウンドも勝利した。

「やりましたよ師匠！」

　梨那はアケコンがしっかり膝に乗っているのを確認してから、両の拳こぶしでガッツポーズ。

「もしかして初勝利か？」

「はい！　師匠のおかげです！」

「やったな梨那！」

　梨那の上げた手に思わずハイタッチをしてしまった。

　ハイタッチなんて何年ぶりだよ……。

　俺にハイタッチをさせてしまう梨那のオーラ恐るべし。

　コメントも『梨那ちゃんおめでとう』で溢れている。

　そこから梨那は十戦ほどをこなした。

　勝ったり負けたりではあったが、龍雄以外のキャラが相手でも、教えたことを自分なりに応用していた。

　戦いの中で、隙の大きい技とそうでない技を覚え、反撃を出せていたのだ。

　自分で工夫できる子は伸びる。

　しかしこの子、本番になってもミスらんなあ。

　もしかして……。

「なあ梨那、龍雄相手にだけは、今日練習した反撃、一回もミスしてないんじゃないか？」

「はい！　がんばりました！」

　まじか。

　やっていること自体はさほど難しくない。

　プロならやって当然、というかさらに最適化された行動を取る。

　しかし、格闘ゲームを始めたばかりの人間ができるかというと、それは別問題だ。

　トレーニングモードですら、モノにするにはある程度時間がかかるものだが。

「さすが本番に強いってことか」

「ドラマもバラエティも映画も、練習通りに進む本番なんてありませんから。不ふ測そくの事態がきても、お稽けい古この成果を発はつ揮きできないとだめなんです。格闘ゲームも一緒ですね」

　理屈はわかっていても、それを実じつ践せんできる人間は大人でも少ないだろう。

　恐るべき十歳だ。

「それにしても物覚えが早いな」

　最初は反撃する条件と方法は一つずついこうとも思ったが、梨那なら三つくらい同時にいけるかもと試したところ、あっさりこなしてしまった。

「急に台本が変わって、五分で覚え直しなんてこともありますから。どーんとこいですよ！」

　梨那は自分の胸をどーんと叩いた。

　いちいち動作がテレビ的なのだが、それをなんら違和感なくこなしているのは、梨那が本来持つ魅み力りよくとテクニックの合わせ技なのだろう。

　そんなやりとりをしていると梨那が、

「師匠！　師匠の戦いも見たいです！」

　と言って俺にアケコンを持つよう促うながしてきた。

「せっかく一緒に練習できる時間なんだ。俺のランクマはいつでもできるぞ？」

「でも私と一緒に師匠のランクマ配信をできるのも今だけだと思うんです。師匠のファンもきっと見たいと思ってますよ」

　そうだろうか？

　そんなコメントはいっさい流れてこないが。

　俺が悩んでいると、カメラからは見えない位置で、梨那がスマホを見せてきた。

　──これは師匠の『配信の練習』ですからね。

　あ、はい。

　ほんとによく気がつく子である。

「よーし、じゃあ俺もランクマやっちゃおうかな」

「なぜ急にそんなわざとらしい感じに!?」

　さすがの梨那も俺の演技力にびっくりだ。

　──ふついでいですから！

　慌ててフリック入力をミスったせいか、誤字っている。

　梨那をリアルに慌てさせるとは俺も捨てたもんじゃないね。

　……そういうことじゃないのはわかってる。

　それはさておき、対戦なら俺の主戦場だ。

　ちょっといいところ見せたいなんて思ってもいいだろう。




　ランクマの結果は九戦四勝。

　はっきり言ってぼろぼろだ。

　普段であれば、悪い日でも勝率七割を切ることはない。

『師匠さんザコいｗ』

『もしかして、梨那ちゃんより弱い？』

　などと心ないコメントが多数よせられている。

　思ったより精神的に効くなこれ。

　最後にしようと決めた十戦目は、そんなコメントを見てしまったせいもあってか、あっさり敗北してしまった。

『なんかいつもと違うね。反応だけがウリなのに、反応悪いとか勝てるわけなくね』

『梨那ちゃんかわいそう』

『師匠代えてもらったほうがいいんじゃない？』

「いや、もうなんか、すいません……」

　俺のプロとしての価値は勝てることだけだ。

　なのに、こんなに負けている姿を見せてはいけない。

「し、師匠だって調子悪いときありますよ。ね？　師匠？」

「いや……」

　せっかく梨那がフォローしてくれたのに、俺は上手く返すことができなかった。

『リーグの第一節も負けてましたよね』

　容よう赦しやのないコメントが流れる。

「すいません、俺、勝たなきゃいけないのに……」

　こんなこと配信で言ってもしかたないとわかっているのに、口から出たのはつまらない謝罪だった。

　負けたらプロでいられなくなる。そうすればまた前の生活に逆戻りだ。

　そんなのイヤだ。

　俺は堂々とゲームをして生きていく。誰にも文句は言わせない。その代わり、これだけはがんばるんだ。

　そんな考えが頭の中をぐるぐるまわる。

「師匠、ほら。緊張してばっかりだとみんな退屈しちゃいますよ。そういうのが許されるのは美少女だけですって」

『梨那ちゃん自分のこと言ってる？』

　コメントから軽いヤジが入る。

「あっ、ち、ちがいますよー！　私が自分のこと美少女って言ってるみたいになってます!?　ちがいますからね！　は、恥ずかしいです……」

　梨那が顔を真まっ赤かにしてうつむいた。アニメならぷしゅーっと頭から湯気でも出しそうな雰囲気だ。

　コメントはまた『梨那ちゃんかわいい』で埋め尽くされる。

　まさかこの流れ、狙ねらって作ったのか？　視聴者の意識を俺から逸そらしつつ、彼らを楽しませたと？　情けない話だ。十歳の子にこんな気を遣つかわせて。

「え、ええと……次は必ず勝つ！」

　そんな俺の凡ぼん庸ようなセリフについたコメントは、とても少なかった。




　意気込んで引き続きランクマに挑んだ俺だが、俺はそこから三連敗をした。

　負ける度に俺を揶や揄ゆするコメントが流れる。

　動画勢のコメントはまだよかった。

　いつもの煽りと言えばそれまでだ。

　他人の動画で流れているのを見るのと、実際に自分が煽られるのではかなり心へのダメージが違ったが、耐えられないものではない。

　問題は格ゲーのことなど知らない梨那ファン達のコメントによる合わせ技だった。

　中には温かい言葉をかけてくれる人も多くいたが、全く悪気なく俺を罵ば倒とうするコメントも多く見られた。さらに、いつもとは違う、明確な悪意を持ったコメントで配信が荒れていく。

『子供なんかと遊んでるからだ』『こんなんでプロと戦うとか』『反応だけのザコだったな』『実はブッパだけのハッタリくんだったんじゃね？』『だとしたら運良すぎだろ。それも今日までか』『時代を築く前に終わったな』『ＳＨＵＮさんが悪いんじゃねえ。コズファイがクソゲーなんだよ』『へんな信者がわいたｗｗｗ』『コイツに信者なんていねえだろ。自演じゃね？』『一般人静まっただろ。お前ら荒らすな』『それはそれで』『りなちゃんもこれで落ち目になるかもな』『りなちゃんは関係ないだろいいかげんにしろ』

　ついには、視聴者同士がケンカまで始める始末だ。

　そんなコメントが気になってプレイに精せい彩さいを欠かいていき、負けるという悪あく循じゆん環かんだ。

　気にしなければ良いという人も多いだろう。

　俺も他人の動画を見ているときはそう思っていた。

　だが、実際に当事者になってみると、どうしても気になってしまう。

「師匠……」

　梨那が心配そうな顔で俺を見上げてくる。

　何か言わなきゃ。

　空回りする思考を押しのけるようにレバーをぐるぐる回すと、玄関の扉が勢いよく開く音がした。

「シューン！　今日も元気に……って、なんか雰囲気悪いわね？　幼女とケンカなんて大人気ないわよ？」

『なんか美少女きた！』

『カレンコス美少女、突然の乱入！』

『なんかの企画？』

　高速で流れるコメントに嫌な予感を覚えつつ振り返ると、そこには俺の使用キャラであるカレンのコスプレをした麗うららがいた。

　さすがに栗くり色いろに戻した髪を金に染め直してはいないが、俺の好きなサマードレスのアレンジコスチュームだ。

「どう？　かわいい？」

　麗が狭い室内で器用に回ると、スカートの裾すそがふわりと舞い上がり、健康的な太ももが顕あらわになった。大きく開いた胸元と背中がセクシーである。

「師匠！　配信！　配信！」

　梨那はカメラを手で隠しながら、俺の袖そでを引っ張る。

　やばっ！　麗のコスプレ姿が全世界に配信されてしまった。

「え？　配信ってなに？」

　そう言う麗の視線の先には、自分についてのコメントが流れる動画配信サイトの映ったモニターがある。

「もしかして、コレ……流れちゃった……？」

　呆ぼう然ぜんとする麗の問いに、俺と梨那は揃そろって頷うなずくことしかできない。

「────っ！」

　言葉を失った麗は顔を真っ赤にし、しゃがみこんだ。そうすることで、俺の視線からはサマードレスから覗く胸の谷間がより顕わになる。なんかもう色々見えそうだ。
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「すみません、ちょっと事故があったので配信切ります！」

　俺の判断に梨那も賛成なようで、小さく頷いた。

「みなさんごめんなさい。また次回の配信を楽しみにしていてくださいね。あ、でも次は本番かもです。格闘ゲームファンの皆さんも、そうじゃない皆さんも観てください！　ではでは～」

　梨那の締めで配信を止めた。

　しゃがみこんでぷるぷる震える麗を、俺と梨那はただ見下ろすことしかできなかった。




「もう表を歩けない……」

　しばらくしてやっと落ち着いてきた麗だが、まだちょっと涙目である。

「ここに来る途中、ご近所さんに『彼とパーティーなんです』って言って入ってきたのに、さっきの動画を見られたら『パーティーなんて言ってたけど、ぷーくすくす』って笑われちゃう……」

「いや、それは知らんけど……」

　なぜそんな言い訳をしたんだ。

　というか、どこからその格好で来たんだよ。

　平日の明るいうちから、住宅街を歩いていたらさぞ目立っただろう。

　生地が安物っぽい感じだからなおさらだ。

　手作りなのかな。

「まあ学校の連中が何人か観ててもおかしくないな」

「うぅ～。もう学校行かない。ここに住む～！」

「なぜそうなる!?」「なぜそうなるんですか!?」

　これにはさすがの梨那も俺と同時ツッコミである。

　学校の連中が観ているということについては、俺も醜しゆう態たいをさらしてしまった。だが、そもそも俺は学校に行っていないのでたいしたダメージではない。

「まあほら、似合ってるから大丈夫だよ」

「いくらなんでもそんな雑なセリフで……」

　梨那もあきれる俺の低い話術だが、こんなことくらいしか思いつかないんだからしょうがない。

　麗はうつむいてしまった。

　あ……やっぱりダメだった？

「あの……師匠はきっとあなたのことをなぐさめようと……」

「えへへ……そうか……似合っちゃってるかぁ……」

「ふぇ？」

　フォローをしかけた梨那が、麗の予想外の反応に目を丸くした。

　顔を上げた麗は、だらしない笑顔でえへえへ笑っている。

「瞬しゆんがご飯以外で褒めてくれたのってひさしぶりね。かわいい？」

「あ、はい」

「やったー！　ありがとう！　がんばって作った甲か斐いがあったわ」

　ぴょこんとはねて喜ぶ麗。

「ちょ、ちょろすぎでは……」

　それを見てあきれる梨那。

　これもう、どっちが年上かわからんな。

「ところで瞬、あたしが入って来たとき、なんか雰囲気暗かったけど何かあったの？」

　俺は今日起きた出来事をかいつまんで話した。




「それはまた……プロゲーマーっていうのも大変なのね。あたしがテストで大失敗した、みたいなものかしら？」

　そういやコイツ、万年学年三位以内から落ちたことない秀才だった。

「あたしが多少好きにさせてもらえてるのも、勉強がんばってるからだしね。結果を出さなきゃ、やっていけないって気持ちは多少わかるつもり」

「生活がかかってない人があまりそういうこと言うのはどうかと思います」

　やんわりとだが、梨那が麗にくってかかった。

　梨那がこんな物言いをするのは珍しいな。

「あらあら。さすが梨那ちゃんは大人ね。あたしは確かに梨那ちゃんや瞬みたいに自分の力で稼いではいないけど、今のあたしにできることを精一杯やってるつもりだよ？」

「それはわかってますが……」

　梨那は自分が言いがかりをつけているとわかっているのだろう。

　それと同時に、自分の苦労を麗がわかるはずがないとも考えているに違いない。

　だから歯切れが悪くなる。

　俺よりも梨那の方が、きっと何度もこういった歯がゆい想いをしてきたのだろう。

「師匠の気持ちは、私の方がわかってあげられるのは間違いないんです」

　それでも梨那は、これだけは言い切った。

　梨那と俺の方が、俺と麗よりも立場が近いのは確かだ。

「ね、師匠。今日は負けてしまいましたが、これから全部勝てばいいんです。師匠ならできますよ！　煽ってくるお客さんへの耐性なんて、いくらでも身につきます。そうすれば、師匠が負ける理由なんてないんです」

　この子、俺の強さだけは信じてくれている。その上で、俺を元気づけてくれているんだ。

「瞬はそれでいいの？　勝つことだけを目指して、心をすり減らして」

　一方、麗は悲しそうな顔で俺を見てくる。

「それがプロになるってことだ」

「プロがどうとかじゃない。瞬が望んだことなのかってことを聞いてるの」

「ゲームをして生きていけるのなら、それ以上に幸せなことはない」

「それはゲームが楽しいからでしょ？　好きだからでしょ？　今はゲームをやっていて楽しい？」

「……楽しいさ」

　噓うそじゃない。噓じゃないが、プロになる前とはゲームに対する意識が変わったのも事実だ。勝ちたい、楽しいという気持ちに、『勝たなければならない』という想いが入りこんで来た。ではそれが悪いことかと言うと、そんなことはないと思う。

「ほんとに？」

　じっと覗のぞき込こんでくる麗の瞳をまっすぐ受け止め、俺ははっきり言える。

「ほんとうだ。俺はプロとしてやって行きたい」

　麗はしばらく俺の目をじっと見つめた後、小さく息を吐いた。

「おっけ。わかったわ。応援する。だから、困ったことがあったら頼ってよね」

「そこまでしてもらう理由は……」

「あたしが瞬に何かをしてあげるのに理由が必要だって言うなら、あたしは今ここにいないよ。あたしがそうしたいからしてるの。迷惑だって言うなら、力ずくでなんとかしてもいいんだよ？」

「麗は言い出したら聞かないからな。わかったよ。これからもよろしく頼む」

　借りを作りっぱなしだな。

　いつか返したい。

　彼女がピンチになったとき……いや、そうじゃなくても、麗が楽しいと思ってくれる何かをしてあげられたらいい。

　今の俺にその力はないが、いつか必ず。

「それから、食べていけなくなったって大丈夫よ。あたしが面倒見てあげるから。でもあたしが大学を卒業するまでは待ってほしいかな」

「それってプロポーズですか？」

　なぜか不機嫌顔な梨那が問う。

「ぷ……違うわよ！　瞬の面倒はあたしが見てあげるって言ってるだけ！」

　こういったジャレあいはいつものことだが、麗は珍しく頰を染めた。そんな反応されると、こっちも恥ずかしくなるからやめてくれ。

「何も違わないような気がしますけど……」

「そうだぞ梨那。麗はもともとこういうヤツなんだ」

　鈍感系主人公みたいな物言いだが、こうでも言っておかないと、場が収まらない。

　こくこく頷く麗と、俺を交互に見比べた梨那は、わざとらしくため息をついてみせた。

「わかりましたよ。お二人がそれでいいならいいです。でもあまり師匠を甘やかさないでください。逃げる先がない方が力を出せる時があるんです」

「背水の陣ってやつ？」

「第一線で活躍する人はたいていそうです」

　梨那が言うと重みがあるな。

「でも、帰る場所があった方が力を出せるって人もいるかもよ？」

「師匠はそうだと？」

　そこで俺を見られても困るぞ。

「どうだろうな……自分ではわからん」

「む～。そうですか……」

　納得してない顔だなあ。

「あたし、気に障るようなこと言った？　あ！　わかった！　師匠を取られちゃうかもって思ったのね！　大丈夫！　梨那ちゃんもウチの子になっていいのよ？」

「全然大丈夫の意味がわかりませんけど!?」

「俺もわかんねえ！」

　俺と麗が結婚して、梨那を養子にとるように聞こえるだろうが。

「あたしと瞬が結婚して、梨那ちゃんを養子にとるように聞こえちゃうね」

　言っちゃったよこの人！

「あなたが私のお母さんに……？」

　梨那は戸と惑まどいつつも、複雑な表情を浮かべている。

　微かすかに喜びが含まれている気がするのは、俺の勘違いだろうか。

「ゴメンね。梨那ちゃんの家庭事情もよく知らずに」

「それはいいんですけど……」

「いいの!?　ウチの子になる!?」

「なりません！」

「えー？　きっと親子三人楽しいよ？」

「あなた、師匠と付き合ってるわけじゃないんですよね？　ちょっと気が早いんじゃないですか？」

　そこぶっこみますかね梨那さん！

「今はね～。でも将来はわからないよ？　瞬だって、梨那ちゃんを養子にできるなら、あたしと結婚したくなるかもしれないし」

　どういう理屈だよ。

「そんな理由で結婚を持ち出せる女子高生を初めて見ましたよ……」

　俺もだわ。

「でも残念でしたね。あなたが私のお母さんになるなら、それは師匠のお母さんにもなるということです」

「瞬……あなたロリコンだったの？」

　おい！　そんなゴミを見るような目を向けるんじゃねえ！　急に風向きが怪しくなってきた。

「違うから！」

「そうですよ！　師匠のロリコン心に取り入ったところで、十年後に別のロリに浮気されたんじゃ意味ありませんからね」

　そういうことじゃないと思うんだ。

　俺はロリコンじゃないって言ってほしいんだ。

「ふ～ん、じゃあ梨那ちゃんは瞬と結婚したいんだ？」

「そ、そういうわけじゃありませんけど……あなたに負けるくらいなら選択肢にあげても良いと思ってるだけです」

「じゃあ譲ゆずってあげてもいいかな」

「え？　そんな簡単に……？」

　梨那よ、麗のその真剣な表情は、なにかイタズラを考えてる時の顔だぞ。

「瞬のお母さんか～。今のママには悪いけど、それも良いかもね」

「良くねえから！」

　今の親がどうこう以前に、幼なじみが母親になるとかイヤすぎる。

　父親はだれだよ。親父か？　お前は俺の親父とくっつく気か？

「しゅーん、ご飯できたわよー。って、これ今とやってること変わらないわね。でも毎朝起こしてあげられるかも」

　そこで楽しそうにしないでくれるか？

「寝るときは親子三人、川の字ね。夜は三人でラブラブってのも悪くないかも……」

　親父はどこに行ったんだよ。

「けがらわしい！　不ふ潔けつです！　痴ち女じよです！」

「いやだなあ梨那ちゃん、あたしは処女だよ？」

「～～っ！　そういうことを言ってるんじゃありません！」

　梨那の顔が真っ赤だ。これ、演技じゃないやつだわ。

「ああもうかわいいなあ！　ぎゅーってしていい？　ぎゅーって！」

　麗は梨那の返事も待たず、彼女を抱きしめた。

　大きな胸に、梨那の顔が文字通り埋まっている。

　しばらくじたばたしていた梨那だが、あきらめたのか、ぐったりしてしまった。

　おいおい、窒ちつ息そくしてないだろうな……。

　梨那をここまでやり込めるとはやるものだ。

　麗の場合、半分は天然な上にやり込めようという気もないのだろう。それがむしろ梨那には効く。

　梨那お得意の、人の感情を計算する技が成立しないのだ。

　この子にとっては、麗は天敵かもしれないな。
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　なんなの、あの麗うららって女！

　調子狂うったらないわ！

　そんなに師匠のことが好きなら告白でもなんでもすればいいのに。

　師匠は受けないでしょうけどね。

　間違ってあの二人が付き合うなんてことになったら、あの部屋でイチャつきだすのね。

　……あんまし、今と変わらない気もするけど。

　なにより、ヘコんだ師匠を立ち直らせたのが私じゃなくてあの女だってのが気に入らないわ！

　師匠ってばあれだけどんよりしてたくせに、あの女と話した後、すっかり元気になっちゃって！

　あーもう！　なんかイライラする！

　でも、お母さんか……。

　あの女がお母さんになったら、おうちが楽しくなるのかな……。

　あー！　やめやめ！

　くだらないこと考えてないで、今日の反省をしなきゃ。

　配信は失敗だったわね。

　師匠があそこまで人前に出るのが苦手だとは思わなかった。

　もうちょっといけると思って、ランクマッチをやってもらったけど、まさかああなるなんて。

　前日に一人で配信していたときは、ちゃんと対戦できていた。

　視聴者は少なかったし、観ていた人も師匠のファンがほとんどだった。

　でも今日は違った。私のファンが大量に押し寄せてしまった。

　言うなれば、ホームなのにアウェーでの試合をしたようなものだ。

　人が集まること自体は悪いことだと思ってない。

　師匠がプロとしてやっていきたいなら、少しでも注目を浴びるのは良いこと。

　でも、まさかあそこまで師匠が崩れるなんて予想外だった。

　私も急に売れたときは色々言われて戸と惑まどったっけ。

　あのときの気持ち、すっかり忘れてた。

　今回のことは私の責任ね。

　ＳＮＳには予想通り、私への同情や、師匠へのバッシングが届いていた。

　いつもなら、師匠をネタに笑いをとったり、私が道化になって師匠の株を上げるなんてことをするところだ。

　でも今回は少し勝手が違う。

　ものが真剣勝負なだけに、そういったごまかしや誘導がどうしても効かないところがあるのだ。

　もっと手て練だれなタレントであれば、上手く収めることもできるだろうか。

　私もまだまだね。

　でも私だって格ゲーを始めたんだ。

　そんな私だからこそ、師匠にできることがあるはず。

　思考を巡らせながらＳＮＳをチェックしていると、いくつか普段のファンとは違う人からのメッセージが目についた。

　私の魅み力りよくにメロメロになったものが多い中、

『なにやってんだヘタクソ』

『どうせ人気取りのためですぐやめるんだろ』

『子役の賞味期限切れたか』

　などの誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようがあった。

　覚悟はしていたことだ。

　私くらい売れると、これくらいのことは日常茶飯事だ。

　唯一気になったのは『お前が来たせいでＳＨＵＮの配信が荒れた』というメッセージだった。

　彼らのテリトリーを荒らしてしまった。

　私のせいだ。

　私のせいで場が荒れ、師匠が叩かれ、調子を崩した。

　もっと事前にできることがあったはずなのだ。

　そんなことを考えていると、スマホに師匠からのメッセージが届いた。

　そこには、次の試合で取るべき作戦が書かれていた。

　あの人は、自分が大変な想いをした後でもこうなのだ。

　私は思わずスマホを胸に当て、自室ではゲーム機に繋つながることのないアケコンに手を伸ばすのだった。
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　放送の翌日、俺おれは負けた試合を見直していた。

　いくらコメントに動揺していたとはいえ、酷ひどい内容だ。

　普段は絶対にしないような確認ミスに始まり、コンボミス、攻められている時の不用意な無敵技ブッパまで、やらかし放題である。

　ただ気になるのは、雑になっているだけでなく、いつもと立ち回りそのものが変わっていることだ。

　格ゲーは同じキャラを使っても、個人のクセがかなり出る。それがいつもの俺ではないのだ。本当に調子を崩してしまったのだろうか？

　格ゲーを本格的に始めて日の浅い俺は、これまで上達し続けてきた。ついに壁にあたったというやつだろうか？

　こういう時はひたすら対戦をしてみるにかぎる。精神的にだめな時には何をやってもだめだが、麗うららのおかげで落ち着いた今ならいけるだろう。




　ランクマに潜もぐってみると、いつものように問題なく勝てた。あの不調はやはり、配信のせいだったのだろうか。そうとしか思えないのだが、なにか違和感がある。

　初めて大会に出た時、決勝で配信台に上がった時、緊張で精神的に追い詰められることは何度もあった。その時も大なり小なり、実力を発はつ揮きできない場面があった。

　しかし、昨日の崩れ方はそれらとは違う感じなのだ。

　上手く言語化できないが、やるべきことができないのを『下』と表現するなら、真下ではなく脇道に逸それた感覚というか……。それが斜ななめ上なのか斜め下なのかはわからないが。

　うむ、考えててもさっぱりわからんな。

　とりあえず復調したようだし、今日のところは良しとしよう。

　明日は本番だ。余よ計けいなことを考えてまた調子を崩しては元も子もない。もう少し対戦で軽くならしておこう。

　マッチングを待ちながら凝こった肩を軽くほぐしていると、スマホが鳴った。梨り那なからの電話だ。珍しいな。いつもはメッセージアプリでしかやりとりしないんだが。

『師匠、すみません。今日の調整会、お休みさせてください』

　スマホから聞こえるのは、本当にすまなそうな梨那の声。憔しよう悴すいしたり気落ちしている感じはない……と思う。

「特殊な訓練があるわけじゃないからかまわないが、どうしたんだ？」

　今日は本番前の最終調整をするつもりだった。明日の戦術の確認程度だが。

『ちょっと前のお仕事が長引いちゃいまして。ごめんなさい』

　子供らしからぬハキハキとした謝罪だ。

「それはしょうがないな」

『すみません』

　完璧な謝罪。これで文句を言う大人はいないだろう。俺だって梨那を責める気にはまったくならない。国民的子役の仕事だ。俺との調整よりよっぽど大事だろう。来られない理由が、本当に仕事ならだ。

「来られないのは別にいい。だが、本当の理由を話してくれないか？」

『お仕事だと……』

「ゲームに飽あきたとか、めんどくさくなったとかでもいいんだ。本当の理由が聞きたい」

『そんなわけありません！　師匠との練習はとても楽しいです！』

「なら本当の理由を教えてくれてもいいんじゃないか？」

『なぜ……噓うそだと思うんですか？』

「俺はあまり人付き合いが得意じゃないんだ」

『知ってます』

「ははっ、ひどいな」

『噓ですよ。誰とでも仲良くなれるわけじゃないでしょうけど、少なくとも私は……話しやすいです』

「嬉うれしいことを言ってくれる」

『私、こういう噓はつかないんですからね。噓じゃないけど、本音じゃないってところをつくんです。それが芸能界を生き残る一つのコツですね』

　俺もそれくらい器用だったらよかったんだがな。

　学校生活にいまいちなじめなかった俺は、笑顔でいることを処しよ世せい術じゆつにしていた時期もあったが、ずっと噓をついているようで疲れてしまった。

「人付き合いが苦手だから、なんとなくわかるんだ。相手が何か隠してるってのがな。じっと遠くから人を見てきたせいかもしれない。いつもと違うなって、噓をついたり隠し事をしてるなってのが」

　それがわかっても上手く立ち回れるやつが、コミュ力の高いやつなのかもしれない。でも、俺はダメだった。

『私の演技もまだまだってことですか……』

「いや、完璧な演技だったよ」

『え？』

「だからわかったんだ。最近の梨那は、俺の前で完璧な演技をしなくなってきた。それが突然、見事に大人な対応での電話だ。おかしいって思うだろ？」

『はぁ……師匠って、もっと鈍い人だと思ってました』

「否定はしないさ」

　いつも鋭いなら、人付き合いにコンプレックスなんて持たない。今のやりとりだって、ストレートに指摘する以外の上手い方法があったはずだ。

『今日、会えますか？』

「もちろんだ」

　そこで俺はふと思いついた。

「場所を変えてもいいか？」

『かまいませんけど……どうしたんです？』

「ちょっとな。集合場所はあとでメッセージを送るよ」

『え？　ちょっとししょ──』

　俺は一方的に通話を切ると、別の相手に電話をかけた。

　こういうとき、電話帳に入っている人数が少ないと、かける相手を探しやすくて助かる。強がりなんかじゃないぞ？




　電話はすぐに繋つながった。相手は麗だ。

『瞬しゆんから電話なんて珍しいじゃない。どうしたの？　今晩食べたいものでもできた？』

「そんな理由で電話したことなんてないよな!?」

『むぅ～。たまにはリクエストくれてもいいのに』

「晩飯はともかく。もし麗が平日の夕方から遊びに行くとしたらどこに行く？」

『んー、スーパーイエスか、ギョギョロックか、ポススターあたりかなあ』

「全部スーパーじゃねえか」

『その日の特売品が一番お得なところに行くよね』

「遊びじゃないだろそれ。友達と遊びに行くときだよ」

『それなら、ファミレスでお茶したり、お洋服見に行ったりかなあ』

　女子って、喋しやべってればオーケーみたいな生き物だったな。それはちょっと俺にはハードル高いなあ。

「他にはないのか？」

『やけに食い下がるわね……はっ！　もしかして！　そういうことなら、まずは映画に……でもそれだとせっかく一緒にいても話せないわね。じゃあ、エゾホワイトのソフトクリームが食べたいかな。ちょっと前、話題になって行列してたけど、今ならすいてると思うの。あとはそうね、おしゃれダーツバーとか？　高校生も入れるようなところもたくさんあるし。総合スポーツ施設もいいわね。あとあと……』

「わかったわかった。ありがとう。参考にさせてもらう」

　よくもまあ、次から次へと出てくるものだ。

『えー？　まだまだあるのに』

「もう十分だ」

　これ以上教えてもらっても処理しきれん。

『じゃあいつにする？』

「ん？　なにをだ？」

『やだなあ、あたしに言わせたいの？』

　ものすごくワクワクした声をしてらっしゃる。

　あぁ……これ、勘かん違ちがいさせちゃったやつだ。

「梨那とはこの後すぐ待ち合わせだ」

『へ？　梨那ちゃん？』

「そう、梨那だ」

『あ、あー。あーあー』

「大丈夫か？　スマホのマイクはちゃんと動作してるぞ」

『梨那ちゃんね』

「あいつ、ちょっと元気がなくてな」

『そっか。元気ないんだ……。じゃあしかたないわね！　一番弟子のピンチなんだから、頑張ってきなさいよ』

「わかってるよ」

『ま、心配はしてないけどね』

「少しはしてやれよ」

『梨那ちゃんのことはもちろん心配よ。大丈夫だって思うのは瞬のこと』

「そりゃ過大評価だ」

『その反応こそ過小評価だと思うけど……まあいいわ、梨那ちゃんによろしくね』

「ああ、今夜は飯はいらないから」

『ふふっ、夫婦みたいな会話ね。やっぱり作ってくれなんてことにならないよう祈ってるわ』

「大丈夫って言ったそばからそれかよ」

『冗談よ。それとね……こういうとき、謝らないところが好き』

　麗は一方的にそう告げると、通話を切った。

　すると、ベッドに置こうとしたスマホが鳴った。一日に二度も電話がかかってくるなんて、珍しいこともあるものだ。

　相手は石動いするぎさんか。第一節の打ち上げで何かと気を遣つかってもらった際に、連絡先を教えてくれたのだ。何かあったら連絡するように、と言ってくれたが、まさか彼の方から電話がかかってくるとは予想していなかった。いったい何の用だろうか。

　俺はおそるおそる電話に出た。
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「嫌よ！　いまさら何言ってんの！　私は一円も遺産をもらってないし、その遺産を使い込んだのも兄さんでしょ！　見捨てる……？　そう取ってもらってもいいわ。梨り那なの稼ぎはウチのものなんだから、援助なんてしない！」

　リビングからまた母の怒声が聞こえてくる。

　いくら防音がしっかりした一軒家でも、ご近所に聞こえているのではないかという声量だ。

　今の相手は伯お父じだろう。

　私が売れてから、ああいった親戚からの連絡があとを絶たたない。

　私が頑張れば、家族が幸せになると思っていた。

　でも、現実は逆だった。

　父は出て行き、家はこんなありさま。

　そして、大好きだった伯父も変わってしまった。

　私にはそれが一番悲しかった。

　私が売れる前、親戚が集まった時はきまって、うちの一家はとある事情から肩身の狭せまい思いをしていた。

　けれど、伯父さんだけは、私の味方をしてくれていた。

　でもいつしか、私の顔を見ると、お金を無心するようになった。

　私がお金を自由にできないと知ると、母に頼むように言った。

　そして昨晩、わざわざ田舎いなかから出てきた伯父は、私を待まち伏ぶせしていた。

　優しかった伯父の面おも影かげはなく、獲物を狙ねらうギラリとした目で私を見つめ、手首を強く摑つかんできた。

　演技以外で悲鳴を上げたのはいつぶりだろうか。

　幸い、すぐ近くにいた母がとんできたが、私は恐怖で動くことができなかった。

　私のまわりが壊れていく。

　子役をやめるべきだろうか。

　そう考えたのは一度や二度じゃない。

　でももう、私にはこれしか残っていないのだ。

　他のモノは全て捨ててしまった。

　だから、これだけは頑張るんだ。

　師匠……会いたいよ……。

　でも師匠には、麗うららさんがいるんだよね……。
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　梨り那なとの待ち合わせは、さほど大きくない駅前だ。

　駅ビルにはテナントが数個。地方ならばちょっとした駅だろうが、関東の都市部では小さいと言ってしまってもよいくらいだ。

「どうしてこんなところで待ち合わせなのですか？　あんまり目立つのはマズいんですけど……」

　人気者は大変だな。これ見よがしにサングラスをかけるわけにもいかないのだろう。梨那はキャップを深めにかぶっている。今どき珍しいジーンズのサロペットにキャップという姿は、これはこれでなかなかかわいい。アップにした髪をキャップに収納しているので、遠目には少年にも見える。

「この近くに、ナタデココタピオカミルクティーとティラミスパンケーキのセットを出す喫茶店があるって聞いてな。一緒に食べにいこうかと」

「ええと……どこからツッコめばいいのです？　もしかして、師匠のお口にパンケーキをつっこめばよいのですか？」

「いや、さすがに人前で『あーん』はちょっとな……」

「ば……ばっかじゃないのでありますか!?」

　梨那のよく通る声に、通行人が数人振り返ったが、幸い誰だれも梨那には気づかなかったようだ。慌ててもがんばって取とり繕つくろおうとするあたりさすがだ。だいぶ日本語はあやしかったが。しかし、わかっててボケたのだが、そう真まっ赤かになられると、こっちも恥はずかしいぞ。

「女の子の気晴らしには流は行やり物だと思ってな」

「流行りって……ちょっと古いのと、すごく古いののごった煮じゃないですか……師匠もそうだけど、メニューを考えた人もどうかしてますよ」

「そう言うな、結構な行列らしいぞ。ほらあれ」

　駅からぎりぎり目視できるくらいの距離に、数十人の行列ができている。平日の夕方からよく並ぶものだ。俺おれ達もその中に入るわけだが。

「私もまだ世間の流れを読み切れていないということでしょうか……それとも、アレは局地的なものなのでしょうか……。そんなことより、本番は明日なんですよ？　調整しなくていいんですか？」

「これからする気晴らしこそが調整だよ。精神的な安定は何より大事だ。ちょっとしたテクニックの差なんかよりよっぽどな」

　格ゲーはゲーマー以外の人が思う以上に、精神状態が勝敗に大きく左右する。指先の動き一つ、一瞬の判断で勝敗が決るからだ。ちょっとした心の不安定さはすぐに結果として表れる。昨日、俺が身を以もつて証明してしまったことだな。

「だからって、私の気晴らしに付き合ってくれる必要なんて……。師匠も調整があるんじゃないですか？」

「昨日の配信で俺を支ささえてくれたろ？　コンビなんだから、お互い様だ」

「あの時、師匠を立ち直らせたのは、麗うららさんじゃないですか」

「麗もそうだが、梨那にも助けられたよ。配信でのことは、いつか乗り越えなきゃいけないことだ。それを示してくれたのは梨那だ。今日はその授業料だと思ってくれ。それに、相棒の調子が悪かったら、気になって集中できないだろ？」

　以前の俺なら、相棒がどうなろうと気にしなかったかもしれない。これは弱くなったってことなんだろうか？

「そういうことなら……私、精一杯気晴らしします！」

　胸の前で両手をぎゅっと握る姿はかわいいが、一生懸命やったら気晴らしにはならないんじゃなかろうか。

「ただ……せっかくで悪いのですが、私行列はちょっと……さすがにバレるかもしれなくて……」

　並んでいるということは、前後の客とも長い時間一緒にいるということだ。会話の内容や、声で梨那だと気付かれてしまうだろう。そうなれば、大騒ぎになること必ひつ至しだ。配慮が足りなかったな。

「別のプランでいこう」

「さすが師匠。代替案があるんですね」

「格ゲーマーたるもの、常に戦術が通用しなくなったときのことを考えておかないとな」




　俺達がやってきたのはダーツバーだ。高校生でも入れるし、ビリヤードなんかもできる。ちょっとおしゃれすぎるような、別に最近の流行りでもないような、なんとも微妙な選択にも思えるが、麗のおすすめだ。彼女を信じて選んでみた。

　薄暗い店内は、等間隔に青い間接照明が設置されている。バーカウンターもあるようで、酒さか瓶びんの前にはグラスを磨みがく若いマスター。とってもおしゃれだが、俺にとっては気後れするものばかりだ。つい、そわそわしてしまう。

　梨那は俺と違って落ち着いたものだ。仕事でこういった場所を訪れることもあるのだろう。

　ええい、びびっている姿を弟子に見せるわけにはいかない。

　意を決した俺は受付を済すませ、借りる台の番号札を受け取る。作法がわからないのでドキドキだ。

　店内には四十台ほどのダーツ台が並んでいる。サラリーマンはまだ仕事中という時間だけあって、店内はガラガラ。俺達の他には、大学生らしきカップルが一組いるだけだ。カップルは二台分先という微妙な距離である。

「兄弟かな？」

　彼らの声が大きいせいもあって、微かすかに会話が聞えてくる。

「こんな時間に高校生と小学生がか？　ま、とても俺達みたいなラブラブカップルには見えないけどな」

　余よ計けいなお世話だ。この年の差でカップルに見えたらヤバいだろう。

「なんなんですかね、あの人達」

　梨那はキャップのツバの下で鬼のような形ぎよう相そうをしている。こっちはこっちで怒りすぎだろ。

「カップルって、小学生の方は男の子でしょ？」

　梨那の体から怒りのオーラが昇ってる気がするぞ。今にも爆発しそうな雰ふん囲い気きだ。これが芸能人の放つオーラというやつか。……ちょっと違う気がするな。俺はカップルの会話に耳をそばだててみる。

「ありゃ女の子だろ」

「そぉ？」

「俺の鼻はごまかせないぜ」

「そのセリフで、ボーイッシュな女の子と浮気したのよね」

「あのときのことは許してもらったろ」

「今度は小学生相手なの？」

「おいおい、俺は巨乳好きだって知ってるだろ」

「浮気相手は貧乳だったみたいだけど？」

「だから悪かったって。俺が好きなのはお前の胸だけだよ」

「あたしの胸だけが好きなの!?」

　勝手にケンカを始めたカップルは、店員に注意されるまで延々とケンカを続けていた。

「私達、ああはなりたくないですね……」

「同感だ。ん……私達？」

「そんなこと言ってませんよ？」

　梨那はわざとらしく、ひょいと明後日あさつての方へと視線を逸そらした。

「そうか？」

　言ったと思うがなあ。これ以上ツッコまない方が良い気がする。

「せっかくダーツバーに来たんですから、ダーツしましょう」

「そうだな」

　ダーツといえば、映画やアニメなんかで、壁に貼はった写真に向かって矢を投げるくらいのイメージしか持っていない。このダーツバーの矢は先がプラスチックでできており、点数は機械が自動で判定してくれるらしい。便利な上に安全安心だ。

「ダーツは久しぶりです」

　梨那は人差し指に乗せた矢を、器用にクルクル回してみせる。動作が完全に玄人くろうとなんだが？

「もしかして経験者なのか？」

「……知ってて連れてきてくれたんじゃないんですか？」

　なんかめっちゃ不機嫌になった！　なんで!?

「まあいいですけどね」

　梨那は台に向かって構えると、流れるような動きで矢を放った。背丈のせいで低い位置から放たれた矢は、まっすぐに的まとへと飛んでいき、中心から僅わずかにずれた位置に刺さった。

「さすがに腕は落ちてますね」

　そう言いながら放たれた三本の矢のうち一本は、真ん中（ブルというらしい）に刺さっていた。

　梨那のプレイ中に、俺はスマホを起動。梨那がこれまで演じてきた役について調べてみる。

　あった……ダーツバーで働く中卒青年と、家出小学生女児のドタバタ社会派ラブコメというふれ込みのドラマに出演していたようだ。そんなん出てたんなら、ここに連れてきたのはわざとだと思うよな。

「上手いもんだなあ。役作りのために練習したのか？」

「調べましたね」

　ジロッと睨にらまれてしまった。

「う……まあ……」

　バレてる。

「師匠はテレビとか観ませんもんね」

　梨那は、しょうがないなあという感じで笑った。許してくれたのだろう。

「どうせなら、撮影の時もちゃんと自分で投げたかったんです。カット割でなんとでもできることではあるんですが、やってない人の動きは絶対ばれちゃいますから。それに、そういうところをがんばった方が、スタッフさん達のウケも良いですからね」

　さすがのプロ根性だ。忙しい中、ダーツの練習をしたのだろう。

「そういったところで手を抜かないということは、俺も良く知ってるよ」

　コズファイへの姿勢を見るとよくわかる。

「と、当然のことです」

　素直にテレちゃうのかわいいなあ。続いて俺も矢を投げてみたのだが、なんとか的に当てるのが精一杯で、狙ねらうどころの話ではなかった。というか、矢が的に刺さってない。矢の軌道もへろへろだ。

「よくそれで女の子をダーツバーに誘う気になりましたね……」

　梨那もすっかりあきれている。

「良いところを見せたいわけじゃなかったからな。梨那が楽しんでくれる場所が一番だ」

「ぐ……そういうことをさらっと言うのが……」

　頰ほおを膨ふくらませた梨那が、ぷいっと横を向いた。

　気に障さわっただろうか。多少は練習してから誘うべきだったかもしれないが、今回はそんな暇なかったしな。

「しょうがないので、私が教えてあげます。まず矢の持ちかたからです」

　梨那は俺の手をとって、矢を持たせてくれる。小さな手だ。あらためて梨那はまだ子供なのだと思わされる。

「そして、姿勢は肘ひじをこう、手は目線と的の射線上にこう……こ……うぅ……届きません……」

　俺の手を目の高さまで持ち上げようとする梨那だったが、手がそこまで届かず、ぴょんぴょん跳ねている。

「こうか？」

「もうちょっと上です」

「このへん？」

「そうそこです。ん……上手ですよ」

　言われた通りに投げてみたところ、矢はしっかりと的に向かって飛んでいった。

「おお！　ちゃんと刺さった！」

「真ん中に入るともっと気持ちいいですよ」

「たしかにちょっと楽しくなってきた」

「ドラマの撮影が終わってからはできていませんでしたが、ダーツってけっこう面白いんですよ。えいっ！　ジャイロシュート！」

　梨那はなんだかかっこいいポーズを取ってから矢を投げた。どうやらドラマで使われた必殺技らしい。しかし、そのポーズで投げた矢は、点数の低い場所に刺さった。

「……余計なポーズを取る分、ミスが増えるんですけどね」

「身もふたもねえな！」

　そりゃそうだろうけども。

「ねえあれ、梨那ちゃんじゃない？」

　先ほどのカップルが、こちらを指さしている。

　やばい、ちょっと声が大きすぎたか。

　カップルはダーツ台のすぐ後ろにあるビリヤードに切り替えたらしく、女の方はキューを構えた状態で俺達を見ている。大きな胸がビリヤード台に押しつけられている。この位置からだとキャミソールから覗のぞく谷間までばっちり……見える！

　しゅ……しゅんごい大きい……。麗並みかもしれん。

「師匠？　どこ見てるんです？」

　梨那が俺の脇腹に鋭く手刀を突き込んできた。

「おふっ!?」

　変な声出たぞ!?

　そういやさっき梨那の出演履歴を調べてた時、空手少女の役もあったな。

　それはさておき、今のやりとりでカップルにより注目されてしまった。

　俺が梨那に目め配くばせすると、彼女も気付いていたようだ。

「すみません、出ましょう」

　梨那の提案に頷うなずく。
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「あ、行っちゃうよ。サインもらおうよ」

「隣の男誰だ？　彼氏にしては冴さえないが」

「あんた、やっぱりロリコンの気けもあるんじゃないでしょうね!?」

　カップルがまたろくでもないケンカをし始めた隙すきに、俺達は支払いを済ませて店を出た。

「あの、師匠……彼氏に見えないってことないですからね？」

「俺が冴えないってことを気にしてくれたんだろうが、彼氏に見えたらそれはそれで問題あるからな！」

「そんなことありませんよ！」

　俺のまっとうなツッコミに、なぜか逆ギレをする梨那だった。




　ダーツバーから離れた俺達は、駅前から延びる小さなアーケード街を歩いていた。

「やっぱり私と出かけてもめんどくさいだけですよね……」

　梨那はさっきからしょんぼりとうつむいて歩いている。

「むしろ、堂々と歩いていても、誰にも注目されない俺の方に問題がある気もするが」

　ゲーマーが集まる場所以外で、声をかけられる格ゲーマーなんて、極一部のトップ層だけだとは思うが。

「麗さんとだったら、こんなにコソコソしなくてもすむじゃないですか」

「麗と比べてもどうしようもないだろ。あいつとこういう風にわざわざ遊びに行くことなんてしないからな」

「そうなんですか？」

　そんなに意外かね。……わざわざ料理を作りにくるのを見られてるからな。そう感じるかもしれない。

「本人には絶対言わないが、子供の頃から家族みたいなもんだからな」

　甘えてる自覚はある。少しずつでも恩を返したいものだ。

「家族……そうですか……」

　梨那は俺の顔を見上げてそうつぶやくと、とても寂さびしそうな微笑ほほえみを浮かべた。この微笑みがいったい何を意味するのだろうか。

「こういうのもちょっとした逃避行みたいで楽しいよ」

「逃避行！　ほんとですか」

　急に笑顔になるなあ。喜ぶポイントがいまいちわからん。

「もう少しだけ時間があるが、どこか行きたいところはあるか？」

「街で遊んだことがないので、どうしたらいいのか……」

　梨那はきょろきょろと辺りを見回した。

「疲れたなら、解散でもいいぞ？」

　慣れないことをしたのなら、体力も削けずられているだろう。明日は本番なのだから、気晴らし以前に疲れすぎて動けないようなことになっては、元も子もない。

「待ってください。大丈夫、大丈夫ですから。ええとええと……あ！　あそこに行きたいです！」

　梨那が指さしたのはゲームセンターだ。

「俺に気を遣つかってないか？」

　ゲーム好きな俺に合わせて選んでくれたのではないだろうか？

「そんなことありません。師匠とゲームセンターに行ってみたいなって思ったんです」

「そうか、じゃあ入ってみるか」

「はい！」

　信じよう、この笑顔。




　ゲーセンの中は、隣の声が聞こえないほどの騒音に包まれていた。

　俺は少し大きめの声で梨那に話しかける。

「実はゲーセンに来るの、初めてなんだ」

「ふぇ!?　そうなんですか!?」

「俺の世代だと普段からゲーセンに行くようなヤツはあまりいないからな。何より、毎回百円を払うような金もなかったし」

「私も初めてなんです。えへへ、お互い初めてなんですね」

　シチュエーションによっちゃあ、きわどいセリフだが、ここはゲーセンで、相手は梨那だからな。

「何かやってみたいものはあるか？」

「ええと……」

　梨那はキラキラした目で周囲を見渡している。

　とりあえず俺達は、店舗内をぐるりと回ってみることにした。三階建てのビルは一階から、クレーンゲームやプリクラ、メダルゲーム、そしてビデオゲームとフロアーごとに分かれている。それぞれの敷地はさほど広くはないが、流行り物は一通り置いてあるようだ。

「コズファイをやってみるのも良いですが、せっかくですから大きな筐きよう体たいのをやってみたいです」

　梨那の視線の先にあるのは、ホラー系のガンシューティング筐体だ。二人が入れるボックス内に並んで座り、備え付けられた銃で襲い来るモンスターを倒すものらしい。格ゲーコーナーはさすがにＭＩＸリーグのことを知っているユーザーもいそうだから、近づかない方がいいだろう。

「よし、じゃあやってみるか」

「はい！」




　ゲームを始めてからの梨那は、実に表情豊かに楽しんでいるようだ。

「ひゃー！」「あわわわ……」「やりましたよ！」

　プレイはあまり上手いとはいえず、コンテニューのために百円玉がどんどん吸い込まれていったが、ここまで夢中になってくれると、こちらも楽しくなってしまう。

「人間を撃つとなんでこちらのライフが減るんですかね？　呪のろわれたんですかね？」

「そのあたりは、あまりツッコまないでやってくれ」

「それにしても師匠、上手いですね。こういうゲームもよくされるんですか？」

「いや、初めてだな」

「またまたぁ。的確に敵を撃ち抜いてるじゃないですか」

「敵が見えたら撃てばいいだけだからな」

「だけって……ホントにすごい反射神経なんですね……」

「反応できない人の気持ちは、正直わからないんだけどな」

「わお。言いますねえ。それだけの才能はありますけどね。あー！　死にました！」

　そんなこんなでなんとかクリアー。

　俺は何度か物量に押し切られたものの、最初の百円でクリアーまで行くことができた。

　梨那も後半は上達し、難易度が上がっていくにもかかわらず、死ぬ回数は減っていった。なんでも飲み込みの早い子だ。やはりもとのデキが違うのだろう。

　今のプレイは俺も及きゆう第だい点てんだな。

「えへへ、よかったです」

「なにがだ？」

「師匠のにやけた顔を久しぶりに見ました」

「にやけたって……」

　格ゲー以外も、ゲームは楽しいものだ。

　隣に梨那がいるからより楽しいというのもあるが。

「やっぱり、師匠の楽しそうな顔を見たいです」

「そういう梨那の笑顔を見るだけで、俺も力がわいてくるよ」

「うわ……なんて恥ずかしいセリフを言うんですか……」

　梨那ちゃん真っ赤である。

「ご、ごめん。調子に乗りすぎた」

「いえ……嬉うれしいです」

　エンドロールが流れる中、微妙な雰囲気の沈ちん黙もくが流れる。

「い、いやー！　バラエティ番組の良い練習になりました！」

　ぱっと表情を笑顔に変えた梨那が元気に言った。

「これまでのリアクション、全部演技だったのか!?」

「えへへ、どうでしょうね？」

　イタズラっぽい笑みを浮かべる梨那だが、本心がさっぱりわからない。

「師匠、次はクレーンゲームがしたいです」

　梨那がやりたがったのは『幻げん獣じゆうマスコットシリーズ』と書かれたキーホルダーを取れるクレーンゲームだった。

「あれを取りましょう！」

　梨那が指さしたのはフェンリルだ。

「フェンリルが欲しいのか？」

「師匠の分は私が取りますので、師匠には私の分を取ってほしいんです。チームの証ということで、鞄かばんにでもつけませんか？」

　梨那は俺の袖そでを摑つかみ、おずおずと見上げてくる。かなり遠慮がちなその態度に、違和感を覚える。

　そうか。なんとなくわかってきた。

　この子、代価なしのお願いを他人にすることに慣れていないのかもしれない。お願いをした方が大人が喜ぶという判断をしたときと、自分がしてほしいと思ったときで随ずい分ぶんと態度が違う。

　おそろいのものをつけるなんて恥ずかしい。普段ならそう思っただろう。

「そういうのもいいな」

　しかし、口から出たのは別の言葉だった。




「師匠～まだですか～？　はやくプレゼント交換がしたいな～」

　二回で目的のものをゲットした梨那に対し、俺は十回目のチャレンジだ。弟子に煽あおられる師匠である。

「とれた！　とれたぞ！」

　十二回目にして思わず全力で喜んでしまったが、梨那が軽く引いている。

「ここまでへたっぴだとは思いませんでした」

「はっきり言い過ぎだ!?」

「はい師匠、交換です」

　でもこの笑顔だけで全部許しちゃう。俺と梨那は交換したマスコットを、鞄につけた。

　どちらからともなく顔を見合わせ、はにかむ俺達。なんだかその事実がさらに恥ずかしくて、思わず目を逸らすのだった。




　ゲーセンから出ると、街が夕日に染まる時間になっていた。

　アーケード街から一本脇道に入ったところにある近くの公園で、俺と梨那は並んでベンチに座る。自販機で買ったジュースを梨那に渡した。

「師匠、今日はありがとうございました。とても楽しかったです」

　まっすぐ向けられたその笑顔だけで、こちらも幸せな気分になってしまう。

「気晴らしにはなったか？」

「はい。一生の思い出です」

「重いな!?」

「こんなに何も考えず『楽しい』だけで過ごせた時間は、本当に久しぶりでした。いつぶりか思い出せないくらいです」

　喜んでもらえたのは嬉しいが、十歳の子供が言って良いセリフじゃない。

「嫌じゃなけりゃ、俺に話してみないか？」

　何をとは言っていないが、伝わるだろう。梨那が精神的にまいり始めている理由だ。

「……個人的なことなので」

「ごめんな、話したくないならいいんだ」

「ちがうんです。師匠に話したくないことなんてありません。でも……」

「なあ梨那。俺は人と関わるのがあまり上手くないし、聞き役としては不十分かもしれない。誰彼かまわず相談を受けたいってタイプなんかじゃ絶対ない。でも、梨那に頼ってもらえるんだったら、それだけでも嬉しいと思うよ」

　麗も普段、俺に対してこんな気持ちでいてくれているんだろうか？

　もしそうだったとすると、とても嬉しいことなのかもしれない。

「今、違う人のこと考えましたね？」

　鋭すぎじゃない？

「いや……まあ……」

「誰のことを考えてたかはわかるので、言わなくていいです」

　梨那はじっと俺を見つめたあと、小さく息を吐いた。

　梨那から聞いた事情は、十歳の女の子には辛つらすぎるものだった。

　両親の不仲、それを修復しようとがんばった芸能の仕事が上手くいくほど崩壊していく家庭。

　トドメとなったのは、親戚で唯一の味方だったはずの伯お父じまでもおかしくなってしまったことだった。

「梨那が悪いことなんて何もないじゃないか。伯父さんだって、彼の仕事が上手くいかなくなったのが先で、梨那の仕事は関係ない」

「理屈ではわかってるんです。でも……」

　全てを理解していながら、傷ついている。

　本当に優しい子だ。

「子供一人で抱えられることなんて限界があると思うぞ」

「はい……」

「梨那は俺なんかよりずっと頭がいい」

「そんなこと……」

　梨那は否定しようとするが、俺はかぶりを振って否定する。

　事実は認めないと、先に進めない。

　俺も小さい頃は、努力すればみんな同じように勉強もスポーツもできるようになると思っていた。

　そうじゃないと気付いたのは、まず肉体的なことだった。

　短距離走が得意なヤツ、長距離走が得意なヤツ、力が強いヤツ。同じ練習や訓練をしても、生まれ持ったもので差がつくのは明らかだ。

　次に、頭脳もそうだと気付いた。

　肉体的なものに比べ、勉強でどうにかなりそうな気がしてしまうが、そうじゃなかった。圧倒的な才能を見せつけられれば、嫌でも気付く。

　考えてみれば、脳だって肉体の一部なのだ。人類全員が生まれたときは同じだなんてこと、あるはずがない。

　それは、俺の反射神経が他人より優れていることだってそうだ。だから、梨那が特別賢いこともまた、『ある』ことなのだ。

「俺が力になれるとしたら『客観的な目』としてか、『ただの聞き役』のどちらかだ。俺が提案できる方法で解決できるとは思えない。だから、俺ができるのは梨那の話を聞いてやることだけだ」

　梨那は黙って俺の話を聞いている。その瞳ひとみには失望も希望もない。ただまっすぐに俺の言葉を受け止めている。

「ただ話を聞くだけの案山子かかしだが、俺は梨那の味方であることをやめない。俺は梨那の人生について義務を負っていない。だからこそ、味方で居続けることができる。それでどうだ？　逃げ場を作るみたいで、梨那は気に入らないかもしれないが」

　なんだかとても恥ずかしいことを言っているような気がして、梨那を直視できない。

　ごまかすように夕日を見て目を細めた俺の袖を、梨那がきゅっと握ってきた。

「ずっと味方に……」

　梨那の声が微かに震えている。思わず顔を見ると、小さな顔の大きな瞳からぽろりと涙がこぼれた。それを隠すように梨那は、ぎゅっと俺の腕に顔を埋うずめる。

「少しだけ、こうさせて」

　小さな肩が小刻みに震えている。

　俺は黙って梨那の頭を撫なでた。

「梨那が打ち明けてくれたんだ。俺の話も少ししようか。……興味ないか？」

「聞かせて」

「わかった」

　俺なんかの話がたしになるかはわからないが、それで少しでも落ち着いてくれればいい。それに何より、梨那とは対等でいたい。

「学校が遠いわけじゃないのに、高校生が一人暮らししてるなんておかしいって思ったろ？　ろくに高校は行ってないけど」

　梨那は俺の腕に顔を埋めたまま、小さく首を縦に振った。

「俺の親父はゲームが好きだったんだ。決して上手くはなかったが、格闘ゲームをよく一人で遊んでいたよ。俺はそれを後ろから見ているのが好きだった。だが、もともと体の弱かった親父は、俺が中学に入ったばかりの頃に死んだ」

　梨那の体が一瞬、小さく震えた。

「形見となっちまったゲームを俺は自分で遊ぶようになった。そんなおり、母には、俺に父親が必要だという焦あせりもあったのだろう。一年後、新しい父親がやってきた。新しい父親とはどうにもそりが合わなくてな。悪い人じゃないし、稼ぎもいいが、厳格で潔けつ癖ぺきすぎた。家の中から、親父の物を排除していこうとするところも気に入らなかった。暴力を振るわれたりしたわけじゃないんだけどな。ある日、大ゲンカをしたことがあって、新しい父親は親父の形見だったゲーム機を捨てたんだ。俺はそれがどうしても許せなかった。それから色々あって、俺は家を出ることになったのさ。よくあるつまらない話だろ？」

　そのケンカの発ほつ端たんとなった出来事に麗が関わっているせいで、彼女は今でもそのことを気にしている。ケンカになったのは彼女のせいじゃ全まつたくないんだがな……。

「今の話、みんな辛い思いをしてるからガンバレなんて言うつもりじゃないからな」

「わかってます。話してくれてありがとうございます」

　顔を上げた梨那は、笑顔を作らないように顔を引きつらせた。結果、すっぱそうな表情になってしまい、それに気づいた梨那は少し頰を赤らめた。

　この子がどれほどのことを耐えてきたのか、俺は想像することしかできない。きっとその想像よりも、ずっとずっと大変な目にあってきたのだろう。俺も他の同年代と比べれば、変わった人生を歩み始めていると思う。

　わかってあげられることもあるだろう。しかしそれは全てではない。

　そんなことは、誰とだってそうだろう。

　だからこそ、自分のキャパで支えられる人だけを支えたい。

　そして、俺は梨那のことを支えたいと思った。そう思ってしまったのだからしかたない。ゲームをしたい、勝ちたいという思い。それを止められないのと同じように、この子を支えたいと自然に思う。

　だがそれは傲ごう慢まんだったとすぐに気付かされることになる。

「師匠、提案があるんです」

　泣なき止やんだ梨那は、真剣な目で俺を見上げてきた。




　梨那の提案は明日の試合についての戦術だった。

　そんなことが可能か、俺にはわからない。だがやってみる価値はあるだろう。

　梨那も俺を支えようとしてくれている。いや、戦友として並び立とうとしてくれている。実力的にはまだまだだが、将来は背中を任せられるような相棒になるのだろうか。

　例えるなら梨那と俺は、ファイターとヒーラーのような関係ではなく、二人で前線に切り込んでいくような、ファイターだけのパーティーだ。

　俺に必要なのはきっと、そんな相棒なのかもしれない。

「よし、やってみよう。今日はそろそろタイムアップだな。あとで通話と動画の限定配信を使って試してみるか」

　他の選手に戦術をバラすわけにはいかない。

　梨那だけが見られる状態にした動画配信と、アプリか何かで通話しながらで試せるだろう。梨那の考えた戦術は、それでも練習ができる。試してみるのが今から楽しみだ。

「はい！　よろしくお願いします！」

　俺達は、試合前に選手がそうするように、がっちり握手を交わした。

「やっぱりここにいた」

　そこに突然現れたのは制服姿の麗だ。

「「なんでここに!?」」

　俺と梨那の声がきれいにハモった。

　ここは麗の通学路でもないし、なんなら学校から家へ向かう方向とは真逆だ。

「随分仲良くなったみたいね。手までつないじゃって」

　麗はイタズラっぽく笑ってみせると、握手したままだった俺と梨那の手を指さした。

「ちがっ……これは握手だよ。選手どうしのな。事案とかそういうんじゃないからな？」

「そうです！　熱いスポ根です！」

「思ってた以上に息ぴったりね。良いことだわ」

　うむうむ、と腕組みをして頷く麗である。

「んで、どうしてここにいるんだ？」

「瞬しゆんがあたしに色々聞いてきたじゃない？　それで梨那ちゃんのためだって言ってたから、このあたりにいるかなって」

　行動が完全に読まれてて怖いんだが。

「んで、きっと最初にナタデココタピオカミルクティーとティラミスパンケーキのセットを出す喫茶店に行くんだけど、並ぶわけにはいかなくてダーツバーあたりに行ったあと、梨那ちゃんにどこ行きたいか聞いたらゲームセンターって言われて、一通り遊び終わったタイミングでここに来るかなって」

　行動が読まれるにもほどがあるな!?

「麗さんってエスパーですか……？」

　梨那が目を丸くして驚くのも無理はない。

「まさかぁ。ここまでわかるのは瞬のことだけだよ」

　嬉しいようなちょっと怖いようなセリフだな。

「ほとんどストーカー……いえ、なんでもありません」

　梨那のもっともすぎるつぶやきを、笑顔の視線だけで制圧する麗さんさすがです。

「というわけで、はいこれ。一緒に食べましょ」

　そう言って手に下げていた大きめの買い物袋を俺に渡した麗は、梨那を挟はさむようにしてベンチに座った。

　二人用のベンチは、いくら梨那が小柄とはいえちょっと狭い。

　袋に書いてあるロゴを見ると、今日並ならび損そこねた店のものだった。

「テイクアウトもやってるの。買ってきたのは一人分だけど、すんごいボリュームだからシェアでいいよね？」

　中を覗いてみると、一品あたりのサイズが一人前分ある。こういうセットって、一つは小さくするんじゃないの？

　四品のうち二品はドリンクだが、パンケーキは、それだけで二人前くらいある。

つまり三人前の食べ物に、二人前のドリンクだ。

「女性がメインターゲットにしちゃ、ボリュームありすぎだろ」

「ＳＮＳ映ばえを狙ったらこうなったらしいわ。コンビニで紙皿も買ってきたから、取り分けるね」

「私達がここにいなかったら、無駄になってたわけですよね」

「どういうこと？　だっているでしょ？」

　梨那のもっともな疑問に、麗はこともなげに答える。

「師匠、私ちょっと麗さんが怖いです」

「そのうち慣れる」

「慣れるんですか、これ……」

　梨那が化け物を見るような目で麗を見上げている。

　怖くなくなるという意味じゃなく、怖いことに慣れるだけな？

　俺は子供の頃からこいつにかくれんぼで勝ったことないし、何度も家出をしたときも必ず麗に見つけられた。

　うちの親が麗を信用する理由はそこらへんも関係している。

　俺達三人の膝ひざには、きれいに取り分けられたティラミスとホイップクリームの載ったパンケーキが並んでいる。これにタピオカミルクティーとナタデココ入りのジュースもある。一食で糖尿病にでもなりそうなセットだ。

「コップは用意してないから……はいっ！」

　ストローでナタデココ入りジュースを飲んだ麗はそれを梨那に手渡した。

「え……ええと……えいっ！」

　梨那はしばらく迷った後、覚悟を決めたかのように、ストローに口をつけた。

　他人の口をつけたもの飲むの、苦手なのかな。

「瞬はこっち」

　麗はタピオカミルクティーを一口飲むと、それを俺に渡してきた。俺は底に沈んだタピオカをしばらく眺ながめたあと、少しだけ飲んでみる。……へんな食感だ。

「し、師匠……迷わず飲むなんて……」

　梨那が手をぷるぷるさせながら俺を見つめている。

「あらぁ梨那ちゃん、間接キスだーなんて思ってるの？」

「お、思ってません！　これくらいなんてことありませんよ。ほら師匠！　交換しましょう！　交換！」

「え？　いいのか？　俺は麗のだから飲んだんだが」

「麗のだから飲んだぁ!?　ですか!?」

　すっごいこわい。今までで一番怖いです梨那さん。

「どういう意味ですか！　私のジュースは飲めないっていうんですか!?」

　昭和の上司かな？

　梨那ちゃんはかわいいなあ、と頭を撫でる麗の手を振り払おうともせず、麗は俺にナタデココ入りジュースをぐいぐいつきだしてきた。

「いや、梨那がいいなら俺はかまわんが……」

「私だって師匠ならかまいませんよ！　はっ!?　違いますからね！　誰にでもこんなこと言ったりしませんよ！」

「じゃ、じゃあ……」

　俺は梨那と飲み物を交換し、ストローに口をつける。

　梨那は梨那で、俺が渡したタピオカミルクティーのストローをじっと見つめてから口をつけた。

　嫌がってないよな？　今の間が嫌がってるからだったりしたら、しょうがないとはいえつらいよ？

「それで？　麗さんのだとなんで平気なんですか？」

「小さい頃からしてたからなあ。兄妹きようだいの口をつけたものに気を遣わないような感覚かね」

「私は一人っ子なのでわかりませんが、なんとなく理解はしました……でもそれって……」

　とりあえず怒りが収まったのか、梨那はちょっとばつが悪そうに麗を見た後、タピオカミルクティーに口をつけた。




　その後は、三人仲良く食事をし、解散の時刻となった。

　駅に梨那の母親が車で迎えに来ているはずだ。

　立ち上がると、公園から大通りへと繫つながる道に、男の影が現れた。

　四十歳前後だろうか。無ぶ精しよう髭ひげの似合うダンディーなオヤジだが、くたびれたスーツと血走った目が全てを台無しにしている。彼は必死に何かを探しているようで、周囲を見渡しながら公園に近づいてくる。

　最近の「公園でオヤジを見たら通報しとけ（誇張表現）」といった風潮はどうかと思うが、不審者だと思われてもしかたない風ふう体ていだ。

「ひっ……」

　その時、梨那が小さな悲鳴を上げて、俺の背中に隠れた。

「梨那？」

　手が白くなり、血管が浮き出るほどの強い力で、梨那が俺のシャツの裾すそを握ってくる。

「もしかして、伯父さんか？」

　俺の背中から顔だけ出した梨那は、男を睨みつけながら小さく頷く。

「りぃなぁ？　探したんだぞ」

　近づいてきた男の声に梨那はびくんと体を震わせたが、隠れていた俺の陰から一歩横に出た。

　だがその手は、男から見えない位置で、俺のシャツを摑んだままだ。怖がっているのは明らかだが、気丈にも男をまっすぐ睨みつける。

「そんな怖い顔しないでくれよ。ほら、ジョウジおじさんだよ？」

「今日は母と話し合いだったはずです」

　だから梨那のお母さんは彼女を送り出したのか。梨那から事情を聞いて、よく家を出られたなと思ったのだが。

「いやァ、冷れい子このやつ俺の話を全然聞いてくれなくてね。梨那ちゃんから説得してもらおうと思って探してたってわけさ」

「私の言うことを母が聞くとは思えませんけど」

「聞くさァ。梨那は大事な金づるだからな」

　こいつ──！

「あなた誰なんですか！　警察呼びますよ！」

　俺より先に声を上げたのは麗だ。

「なんだいお嬢ちゃん。これは家族の問題だ。ひっこんでてくんねえかな」

「家族の問題だって言うならあたしにも関係あります！」

　無茶言いやがるねこの幼なじみは。事情も知らないくせに。

　だが……のったぜ。

「あんた、梨那の伯父だろ？」

「こっちのボウズはまだ話が通じそうだな。さあ、梨那をこっちへ渡せ」

　男が伸ばした手からかばうように、俺は梨那の肩を抱いて引き寄せた。

「悪いが今はコイツ、うちの子なんだ。家族の問題に口を出さないでくれるか？」

「ふざけやがって！　お前ら頭おかしいんじゃないのか？」

　自分でもちょっとそう思うがな。

　こういった無理攻めばっかりしてくる手合は、冷静に処理をしきれないなら、逆に道理をぶっ飛ばす勢いで無理を通し返すに限る。

　キツい起き攻めに、無敵技を三回連続でパなしていく気持ちで行く！

「手を出すなつってんだろ！」

「うぜえなあ！　なんなんだよお前ら！　こっちは血が繫がってんだ！　誘拐だって警察呼んでもいいんだぞ！」

　ここまで自分のことを棚にあげられると、いっそ清々しくすらある。

「梨那を見れば、どっちが誘拐犯かなんてわかるだろ。だいたいあんた、なんでここがわかったんだ？　発信器や盗聴器なんてつけてないだろうな？　それこそ警察のお世話だぜ」

「そ、そんなことしてねえよ。最近の若いヤツはすぐネットに書くからな。駅を特定するところまでは難しくなかったぜ。ここを見つけたのは偶然だがな」

　あのバカップルか！　ＳＮＳか何かに書きやがったな。

「こんな子供相手にストーカーかよ」

「ひ、人聞きの悪いこと言うんじゃねえよ」

　男の語気に勢いがなくなっていく。

　騒ぎを聞きつけて人が来ようものなら、梨那がこちらについている以上、困るのは男の方だ。

　いや……。梨那の場合、週刊誌やネットのネタにされかねない。

　騒がれて困るのはこちらも同じか。男の方が失うものが少ない分、ダメージが小さいとも言える。

　男もそれに気づいたのだろう。ひるんだのもつかの間、醜しゆう悪あくな笑みを浮かべた。

「ちょっと金を借りるだけだって。な？　いいだろ？」

「それが十歳の姪めいに言うセリフかよ」

「こいつはいつだって大人のことを馬鹿にしてるんだ。だからこちらも大人扱いしてやってるのさ」

　クズすぎる！

「わかったわ。梨那ちゃんの代わりにあたしを連れて行きなさい！」

「麗!?」「麗さん!?」

　いったい何をわかったんだ!?

「金なんか持ってねえだろ、ガキのくせに」

　麗はちらりと俺を見たあと、男に向き直る。

「あたしを好きにしていいって言ってんの」

「なに言って……」

　男は麗の大きな胸を見て、生なま唾つばをごくりと飲み込んだ。破壊力あるからなあ、あの胸。

「い、いいんだな……？」

　なんて欲望に正直なヤツだ。

「女子高生に手を出せるんだから、梨那ちゃんのことは見逃して」

　男はちらりと梨那に送った視線を、すぐに麗の胸へと戻した。

「いいだろう。あんたの顔と体ならそれくらいの価値がありそうだ」

　この男がそんな約束を守るはずがない。いやらしい笑みを浮かべた男が麗の手を摑んだ。

　麗は男に引かれて歩き始めた。

　胸の奥でチリリと、刺されたような、焼かれたような嫌な痛みが走る。

「ダメです！　私が行きますから！」

　そう言って飛び出そうとした梨那の肩を止める。

「なぜ止めるんですか！　このままじゃ麗さんが！」

「黙ってろ」

「ししょう……？」

　俺の声音に何かを感じたのか、梨那は首を傾かしげた。

「師匠？　ははぁ。あんた知ってるぞ。プロゲーマーとかいうヤツだろ。こんな子供をダシにして商売するたぁ、俺とかわらねえよなあ」

「そんなんじゃない！」

　何も言い返さない俺の代わりに梨那が怒ってくれる。

　それだけで十分だ。

「師匠！　なぜ何も言い返さないんですか!?」

「早く行けよ」

「師匠!?」

「随分なつかれてるようで羨うらやましいかぎりだな。まあいいや、このお嬢ちゃんはもらっていくぜ」

　そう言って麗の手を引いていく男を俺は黙って見送る。

「いや！　放して！」

　男が数歩進んだところで麗が男の手を振り払おうと暴れだした。

「なんだよ急に!?」

「誰ですかあなた！　急に手を摑んで！　やめてください！」

「おいおいそりゃないぜ嬢ちゃん。あんたから誘ってきたんだろ？」

「誘ってなんていません！」

「おいおい、こっちはもうその気なんだ。楽しませてもらうぜ？　じゃなきゃやっぱり梨那にオネガイをするしかねえなあ」

「あんな子供にまで！」

「さすがに手を出すようなことはしないけど──おいなんだてめえ！」

　俺は男の手をひねって麗から引ひき剝はがすと、彼女を抱き寄せるようにして大きく下がった。そのまま俺はスマホの画面を相手に見せる。画面には今の男と麗のやりとりがばっちり録画されている。

「これを警察に持っていったらどうなるか、わかるよな？」

「なっ……ハメやがったなお前ら！　そいつをよこせ！」

　男は摑みかかってこようとするが、俺は麗と梨那をひっぱりつつ大きく後ろに下がってよける。

　こちとら格ゲーのために毎日走り込みと筋トレだけはしてるんだ。格闘技ができるわけじゃないが、運動不足のおっさんよりは反射神経も瞬発力もある。

「スマホを奪っても、データはもうクラウドにあげたからな。あきらめるんだな。こっちだって騒ぎは大きくしたくない。だが、あんたがこれ以上俺達にかまうなら、迷わず警察にデータを提出する。どうするのが賢いのかわかるよな？」

「ちっ…………クソガキが！」

　男は悪態をついて地面を蹴けると、大おお股またで公園を出ていった。どうやらここで襲いかかってこない程度の分別はあったようだ。

「ふぁ……こわかった……」

　男が視界から消えると、麗がカクンと崩れ落ちた。膝を地面に打ち付ける前に、なんとか支える。

　あ……なんかいま、手に柔やわらかいものがあたったような。一瞬だったからバレてないよね？

「えっち」

　完全に腰が抜けて俺の肩に体重を預けている麗が、少し赤くなった顔で見上げてきた。

「すまん」

「瞬ならいいよ」

　勘違いしそうになるから、そういうことを言うんじゃない。

「無茶しすぎだ」

「あたしの意図を汲くんでくれたじゃない。さすが、長年連つれ添そった二人は息ぴったりね」

「夫婦みたいに言うんじゃない。もし次があってもするなよ。二度と通じないぞ」

　あの男もこれ以上バカな真ま似ねはしないだろうし、一応他にも予防線は張っておくつもりだから大丈夫だとは思うが。

「今の、打ち合わせなしでやったんですか？」

　梨那はぽかんと口を開けて、俺と麗を交互に見上げている。

「まあな」

　麗が自分の体を差し出すなんてことするはずないし、梨那を見捨てることもしない。

　なら、あの行動には何かある。

　そこでふと思い出したのが、犯罪現場をスマホで撮影した動画特集だった。一時期、麗がそういった動画を観るのにハマっていた。だから、あの一瞬俺に向けられた麗の目が「あたしがしかけるからスマホで撮って」と言っているように見えたのだ。

「なんだか悔しいですが、二人は付き合いが長いのだからしかたありませんね」

「腐くされ縁えんってやつだよ」

「そうだとしても、麗さんのことがそこまでわかるなら、師匠はちゃんと人読みができると思うんです」

　あんなことがあった直後に、いきなり仕事ゲームの話とは恐れ入る。

　さすがプロと褒めるべきか、ワーカーホリックが染みついてしまっていると言うべきか。彼女の人生そのものが、仕事でできているのだろう。

　それは幸せなことかもしれないし、そうではないかもしれない。

　どちらにしろ、俺にとやかく言う資格はないことだ。

「それはさておき、ありがとうございました。最初にお礼を言うべきでした」

「いいのよ、あたし達家族みたいなものじゃない」

　なんとか一人で立てるようになった麗だが、まだ少し膝が震えている。

「そこまでの仲ではないと思いますが」

「ええっ!?　こういうときは、感動のハグをしてモノローグが流れるんじゃないの？」

　そのモノローグは誰が流すんだよ。

「そんな脚本だったら、出演のオファーが来ても断りますよ」

「プロってキビシイ！」

　プロ云うん々ぬん以前の問題じゃねえかな。

「とにかく、梨那ちゃんはあたし達の娘だと思ってていいからね」

「ありがとうございます。私達、麗さんのことをお母さんだと思いますね」

「きゃー！　素直な梨那ちゃんかわいい！　……ん？　私、達？」

「はいっ！　私と師匠のお母さんです！」

　にっこり笑ってみせる梨那の笑顔は役者のそれだ。

「いやー、それならやっぱり瞬はお父さんじゃないかな？」

　どっちに転んでも、俺はろくな目にあわないんじゃないかな？

　あと、このやりとり、合う度に毎回やる気か？

「瞬！　どっちを選ぶの!?」

　麗がマジ顔で詰め寄ってくる。

「そんなマジになって聞かれても……」

「りなはね、大きくなったらパパとけっこんするの！」

　梨那がぎゅっと俺の腕にしがみついてきた。演技だとわかってても、梨那が本当に自分の娘かのような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。娘なんていたことないのに。

「するする！　パパ、梨那と結婚するよ」

「ずるい！　かわいい！　あたしも梨那ちゃんと結婚する！」

　それでいいのか、麗よ。

「じゃあ、明日婚姻届とってくるね。養子縁組って、解消してから結婚ってできるのかなぁ」

「リアルな疑問やめてくれるか!?」

「どうせなら一夫多妻制の国に行って、三人で結婚しよ？」

「麗はもう高校生なんだから、そういう冗談やめなさい！」

「そうですよママ。パパはりなだけのものです」

「そうだぞ」

「瞬もしっかりノってるよね!?」

「梨那がかわいすぎるのがいけない」

「それはその通りね」

「うぐ……」

　梨那が口をもにょもにょさせながら赤くなった。

「褒められ慣れてる梨那でも、そんなにテレたりするんだな」

「知らない人に褒められるのと、あなた達に褒められるのは違いますよ」

「たち!?　たちって言ってくれた!?　もうママ、ぎゅってしちゃう！」

「ちょっと、やめてください！　くるしい！」

　麗の大きな胸に、梨那の頭がすっぽり埋もれている。

「あらあら、ごめんね」

「いいですよ、私だってすぐに大きくなるんですから」

「楽しみにしてるわ」

「なんで麗さんが楽しみにするんです!?」

「んー？　へへへ……」

「なんだか身の危険を感じます……」

　自分の体をぎゅっと抱きしめる梨那の震えは、いつの間にか止まっていた。

　顔にも疲れは見えるものの、笑顔が戻っている。

　麗は微かに俺に向かって頷いた。

　これまでのバカなやり取りは梨那の気を紛まぎらわすため。

　今の頷きは、「もう大丈夫」ということだろう。

　自分だって震えていたくせに。麗の場合、マジボケも含まれていそうな気はするが。

「また二人だけで通じ合って……でも、いまのは私もわかりましたよ」

　そんな俺と麗の一瞬のやり取りを見て、梨那がぷっくりと頰を膨らませた。

「別に仲間はずれにしたつもりは──」

　言い訳しようとした俺を遮って、梨那は真顔で首を横に振ってから、大きく頭を下げた。

「ありがとうございます」

　すぐに頭を上げた梨那は満開の笑顔。

　察しの良すぎるこの娘このことだ。こちらに気を遣ってくれているのかもしれない。それでも、駅前で待ち合わせたときよりも自然な今の笑顔は、本心だと思いたい。

「麗さん、これを受け取ってもらえませんか？　ほんとは、こんなに早く渡すつもりはなかったんですけど……」

　梨那が取り出したのは、先程ゲーセンで取ったフェンリルのマスコットだ。梨那の小さな鞄にも同じものがついている。もちろん俺の鞄にもだ。

　三つ目のフェンリル。俺が苦戦している間に、隣の台でもう一つ取っていたのだろう。

「あたしにプレゼント!?　ありがとう！　娘からの初めてのプレゼントね……ぐすっ……」

「そのネタまだひっぱるんですか……って、ほんとに泣いてる!?」

「うれしくて……」

　麗の目からぽろりと涙がこぼれた。

「そんな泣くほど大したものじゃ……」

「あたしのこと、仲間だって認めてくれたんでしょ？」

「ま、まだちゃんと認めたわけじゃありませんが、今日は助けてもらったし……だから……」

「認めてくれたこともそうだけど、私もいつか仲間になると思って買っておいてくれたことが嬉しいの」

「師匠と付き合いの深い人なら、そういうこともあるかと思っただけで……」

「今回の仕事だけならそんなこと気にする必要ないもの。あたし達のことをちゃんと考えてくれていた証拠。それがとても嬉しいの」

「うぅ……バカっぽいキャラなのになんで気付くんですか……」

「バカはひどいんじゃないかなあ」
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「麗はこんなだが、頭の回転は早いし、勉強も学年一位だぞ」

「こんな!?」

「そんな……うそです……」

「梨那ちゃんも驚きすぎだよね!?」

　日本一子役の演技炸さく裂れつである。

「感動のシーンが台無しだよ！」

「それと師匠、せっかく二人だけのおそろいって言ってくれたのに、ごめんなさい……」

　梨那が神妙な顔で謝ってくる。

「そんなカップルみたいなこと言ってないよな!?」

　ねつ造ダメ絶対。

　三人で騒いでいると、ぱらぱらと人が集まって来た。これだけ騒げば当然か。集まってきた通行人の中から、大股でこちらに近づいてくる女性の人影が一つ。

「梨那！　電話にも出ないで何してるの！」

　やってきたのは梨那の母、冷子さんだ。

　梨那は慌てて背負っていた小さなリュックからスマホを取り出した。横から覗き込むと、そこには冷子さんからの着信がずらりと並んでいた。

　リュックに入れていたせいで、着信に気付かなかったのだろう。もしかすると、今日はスマホを見ないと決めて、リュックにしまっていたのかもしれない。

「伯父さんと話している間、近くのカフェにいるようにって言ったでしょ！　あそこはマスターが知り合いだから安全だって！」

　梨那のやつ、抜け出してきてたのか。

「ごめんなさい……」

　梨那はしゅんと頭を下げた。

「何かあったらどうするつもりだったの！」

　すでに『何か』はあったわけだが。

「だいたい、なんであなた達が一緒なの！　はぁ……やっぱりゲームなんてやらせるべきじゃなかったわ。まったく……せっかくの商品に傷をつけられたらたまったもんじゃない……」

　最後のつぶやきは小声のつもりだったのだろうが、しっかり聞こえてしまった。

「あんた──」

　思わず前に出た俺のシャツの裾を、梨那が無言でひっぱり、小さく首を横に振った。

　普通の子供ならトラウマになってもおかしくない一言だ。だが、梨那は少し哀かなしそうな顔をしただけで、何も言わない。まさか、言われ慣れてるのか……？

　一瞬にして頭に血が上るのを自覚するも、梨那に再度強くシャツの裾を引かれ、思いとどまる。彼女の家庭もまた、ギリギリのバランスで成り立っているのかもしれない。それはきっと俺が崩してよいものではないのだろう。

　自分の声が人を集めていることに気付いた冷子さんは、梨那の手を引いて歩き出した。俺と麗はそれに続く。

　冷子さんはついてくるなといった視線を向けてきたが、そうもいかない。

　少なくとも、さっき起きたことは、この母親に伝えておかねばならないからだ。

　なんとか落ち着いた冷子さんに、俺はあの動画を見せつつ、経けい緯いの説明をした。

　冷子さんはしぶしぶながらも俺達に礼を述のべた。俺はそんな彼女に動画のデータを渡した。交換条件として、今回の件で梨那を叱しからないこと、という約束をとりつけてだ。

　冷子さんがあのデータをどう使うかはわからないが、少なくとも梨那の不利益になるようなことはしないだろう。

　親としてどうかはわからないが、大事な商品である梨那の人生がダメになるようなことはしないはずだからだ。

　これで梨那があの男にちょっかいをかけられることがなくなればそれでいいんだ。
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　怖かった。でも、それ以上に楽しかった。

　師匠といるだけで、辛いことを全部忘れていられる。悔くやしいけれど、麗うららさんもそうだ。

　あの人達はなぜああも温かいのだろう。博愛主義だとか、聖せい人じん君くん子しだということはない。私以外の人にとっては嫌な人達なのかもしれない。でも私にとっては最高の二人だ。

　今日は色々ありすぎて興奮している。もう寝なければ。

　師匠はちゃんと眠れているだろうか？

　さっき師匠からメッセージが届いていた。

　先輩プロゲーマーの石動いするぎさんから、私のＳＮＳや師匠の配信を荒らしたのは吉きつ祥しよう院いんの手下だという情報があったとか。

　石動さんは、二度としないよう、きつく叱ってくれたらしい。自分の出場するリーグでそういった汚い真似をされるのがイヤだったそうだ。それほど多く話したことはないが、印象通りの真ま面じ目めで面倒見の良い人だ。

　師匠の文面は珍しくヒートアップしていた。師匠もまた、場外乱闘にかなり怒っていたようだ。

　吉祥院は他にも、対戦相手に浮気現場の写真を対戦直前に見せ、動揺させるといったこともしていたらしい。わざわざ興信所を使って撮らせたとか。

　そもそも浮気なんてするからつけ込まれるのだと思うけど、それを試合に持ち込むとなると話は別だ。ｅ－Ｓｐｏｒｔｓイースポーツ業界は、まだ若いだけに、ある意味クリーンだ。そこが魅力でもある。そこで汚いことをされれば、怒りもするだろう。

　メッセージには、私のことを気にかけてくれた言葉も入っていて、とても嬉しかった。

　しかし、師匠には言えないが、吉祥院が荒らしたことは良いこともあった。

　師匠が配信から抱えているもやもやが『吉祥院への怒り』というわかりやすい形になったのだ。

　見えないものが見えるようになっただけでも、精神的な迷いは減るだろう。

　それで私のファンが彼を困らせてしまったという事実は消えないけれど。

　配信やＳＮＳが荒れたのは、吉祥院だけが原因ではないだろうし。

　でも私はこの状況を最大限利用してやろうと思う。

　師匠が集中できるならそれでいい。

　吉祥院には敵かたき役やくになってもらおう。
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「それでは第二節、第四試合。ＳＨＵＮ選手率ひきいる『ＳＨＵＮフェンリルチーム』対、吉きつ祥しよう院いん選手率いる『吉祥院デュラハンチーム』、入場してください！」

　今日も司会は会あい坂さかさんだ。いつ見ても素晴らしいプロポーションである。

「第二節も最終試合です。それでは、各選手に意気込みを聞いていきましょう。ミスターマジカル選手、意気込みを聞かせてください」

　梨り那なの対戦相手はさわやかイケメンマジシャンだ。ただ、若作りをしているが、肌のハリを見る限りアラサーっぽい。

「仕事量では完全敗北ですが、コズファイではボコしたいと思います！」

　嫉しつ妬と全開の視線と発言がとても大人げない。

　しかも、さわやかそうな雰ふん囲い気きを作っているくせにこの発言である。

　見た目とキャラがかみあってない。

　きっと梨那は心の中でダメ出しをしていることだろう。

「マジカル選手の本気さがよく伝わる大人げないコメントですね。熱くて良いと思います」

　会坂さんのこういうぶっこみコメントが大好きだ。今頃コメント欄らんでは、会坂さんファンが喜んでいることだろう。

「吉祥院選手はどうですか？」

「僕はやることをやるだけです。先輩プロゲーマーとして、負けるつもりはありませんね」

　なんてことない吉祥院のコメント。その一言を聞くだけで、俺おれは頭に血が上るのを感じた。

　買収をしかけてきただけでなく、俺の配信や梨那のＳＮＳに荒らしを送り込んだ張本人。対戦相手に不倫の証拠を突きつけて動揺を誘う……。

　勝つためになんでもする。それは当たり前のことだ。

　マイクパフォーマンスで、エンタメ的に相手を揺さぶるのもいい。

　だが、今回のようなやり口は……ゲームに現実を持ち込むような汚いマネは絶対に許せない。

　ゲームは努力を裏切らない。

　もちろん、持って生まれた才能という名の身体能力的上限は人によって違う。

　それでも、やった分だけある程度まで強くなるのは確かだ。他には何もない。

　それがゲームの最高に良いところだ。

　だから俺は、吉祥院のようなやり方は絶対に許さない。

　それに、他にも負けられない理由ができてしまった。

　収録開始の直前、梨那の母親の冷れい子こさんにこっそり呼び出されて言われたのだ。

「今日の試合であなたが負けたら、梨那をこの企画から降ろします。理由はなんとでもつけられるわ」

　なぜ急にそんなことを言い出したのか。

　その真意を語ってくれるような甘い母ではなかったが、なんとなく想像はつく。

　俺と梨那を一緒にさせておく『リスク』に対し、タレントとしての梨那にリターンが少ないと判断されたのだろう。

　リスクとは、梨那の拘束時間が長く機き会かい損そん失しつを生むこと、昨日のような事件に遭そう遇ぐうする隙すきが生まれることなどだろうか。考えていた以上に、梨那が格ゲーに本気になっているのも、もしかすると誤算だったのかもしれない。

　リターンというのは、今回の企画による知名度の向上や、仕事の幅が広がること。

　母親の方は、梨那のハリウッド進出ほど、先の夢を見ているわけではなさそうだ。まずは目先のリターンが欲しいのだろう。

　問題となっているのはおそらく、リスクの大きさよりも、リターンの小ささだ。

　俺が『弱い』と判断されているのだ。

　弱い者とチームを組んでも、梨那の露出は大きくならない。ならば損そん切ぎりをしてしまおうというわけだ。

　それに、そもそもの問題として、梨那がこの番組に取り組むことをあまり良く思っていない気もする。あの母親が俺の部屋に来た際、ゴミを見るような視線をゲームハードに向けていたからだ。

　これらはあくまで俺の予想だが、そう大きくはハズれていないはずだ。

　梨那の母親の言葉を聞かされて、俺は「負けられない」と思った。

　この企画が始まった時、チームを組むことに違和感があった。だが今では、チームであることが当たり前とすら感じている。

「長おさ内ない梨那選手、意気込みを聞かせてくれますか？」

　そんなことを考えていると、会坂さんが梨那へと水を向けた。

「たくさんれんしゅうしてきました！　師匠にも色々教えてもらいましたので、絶対勝ちます！」

　コメントで『色々（意味深）』とか言われてそうなんだが！

「それと今回はミスターマジカルさんがお相手ということで……えいっ！」

　おもむろにカメラに向けられた梨那の手の中から、ぽんっとカレンとキャットのぬいぐるみが現れた。俺と梨那の使用キャラである。

「仲良くなりたいなと思って、マジックも練習してみました」

　仲良くなりたくてとか噓うそだわ！

　絶対、挑発だこれ！

「梨那選手すごい！　さすがナンバーワン子役！　ファンのみんなもにっこりですね」

　会坂さんのコメントが、さらっとミスターマジカルさんを煽あおっているのだが……こっちもわかっててやってるんだろうな。

　こういったちょっとブラックなところも、会坂さんの人気の秘密だ。

　マジカルさんは「ぐぬぬ……」と顔をしかめているが、何も言えないでいる。

　タレントとしては梨那に軍配だ。

「では、かわいいお弟子さんに『色々』教えているというＳＨＵＮ選手、意気込みのほどをどうぞ！」

「へんな風に強調しないでくれます!?」

「コメントでツッコまれてましたので」

　やっぱり!?

　ちらりと梨那を見ると、小さく舌を出している。

　やっぱりこれも梨那の計算だよなあ！

「今日の試合、負ける理由はありません」

　そう言って吉祥院を睨にらみ付つけると、ヤツは口の端はしを持ち上げることで応えた。もう何をされても腹が立つ。この怒りは勝つことでしか収まらないだろう。

「バチバチですね。熱い試合を期待しています！　それでは、第二節第四試合、行ってみましょう！」




　梨那とマジカルさんの対戦は、お互いに『待ち』状態で膠こう着ちやくしていた。

　先日の配信で梨那が『相手の攻撃をガードしたら反撃する』という練習風景を流したのをチェックされたのだろう。

　ならば自分も待てば良いという作戦できたようだ。

　特に、マジカルさんの操る龍たつ雄おは、ウェーブフィストという全キャラ中でも屈くつ指しの性能を持つ飛び道具を撃てる。

　一方、梨那の操るキャットは飛び道具を持っていない。

　アーツゲージを使えば、飛び道具を抜けて攻撃を加えることができるが、今の梨那にはまだ難しい。

　こういう状況になることはわかっていたが、ゲージを使って精度の低い行動を取るのはやめておこうということにした。

　飛び道具をガードしているだけで、こちらの体力が削けずられてしまう。

　ジャンプで避ければ削られないが、失敗すると直撃だ。

　マジカルさんは飛び道具の速度を散らして撃ってくる。

　ゲーム自体を触ってこなかった梨那にとって、これを完全に避けきることは難しい。

　ならば安全にガードしてしまうのが良い。

　梨那のキャットはガードしては前に歩くのを繰り返す。

　そうすることでじりじりと距離は縮ちぢまっていく。

　飛び道具をガードしたら反撃できる距離、もしくは飛び道具を飛び越えればジャンプ攻撃があたる距離。

　それが大きな転換点となる瞬間──今だ！

　打ち合わせ通り、まずはジャンプ攻撃をしかけてみる。

　飛び道具の硬直にジャンプ攻撃がヒット！

　着地して、そのまま投げる。

　本来なら連続技を入れたいところだが、ヒット確認が怪しい梨那にはこれでいい。

　ジャンプ攻撃をガードされていても、投げのダメージだけは入れることができる可能性が高い。

　梨那はジャンプ攻撃と投げだけで第一ラウンドを勝利した。

　梨那の勝利に、カメラの外で見ている選手達から大きな拍手が送られる。

　それに笑顔と小さなガッツポーツで応える梨那にみんなメロメロだ。

　──このまま行けるか？

　その考えが甘かったことは、第二ラウンドで思い知らされた。

　飛び道具をガードしつつ近づくと、マジカルさんは飛び道具を撃つのをやめたのだ。

　ここまでしっかり待っている相手なら、飛び込めば対空されるかガードされる。

　初心者帯ならそれでも通るか？

「そのまま作戦通りに」

　梨那にそう指示してみたが、結局はお互いに飛び込んではガードされ、反撃を受けるという繰り返しになった。

　単発攻撃力の差と、飛び道具の削り分だけ梨那が不利だ。

　ここらからは相手のジャンプ攻撃をどれだけガードできるか、精度の勝負になる。

　実戦経験に直結するから梨那が不利か。

　そう考えたが、梨那は一切ミスをしなかった。

　勝負の場ではなんの言い訳にもならないが、梨那は練習時間が短い。

　いくら俺の作った教本を読んだり、イメージトレーニングをしても、実際に画面を見ての練習や対戦数は結果に直結する。

　それが常識だったはずなのだが……。

　梨那は勝ちきってしまった。

　まず一本！

「ミス無しなんてすごいじゃないか。隠れて練習したのか？」

　インターバル中、俺は作戦を告げる前に思わず聞いてしまった。

「そうしたかったのですができませんでした。でも、本番一発勝負じゃないだけマシですよ」

　そういえば、練習の時にも似たようなことがあった。

　梨那は本番を連続でこなし続ける生活をしているため、普通の人よりも圧縮された時間の中で過ごしているのだ。

　彼女自身の能力が高いことも相まって、物事の習得が異常に早い。

「一本目を取れてよかった。二本目も作戦通りにいくぞ」

「はい師匠」

　作戦会議はそれだけで十分だ。やることはもう決まっている。

　二本目は相手から攻めてきた。

　飛び道具を撃ち続けても無駄だと悟ったのだろう。

　しかし、ただ飛び込んでくるだけではない。

　ジャンプ攻撃をせずに地上投げというフェイントをまぜてきた。

　おそらく吉祥院の指示だろう。悪くない判断だ。

　ジャンプ攻撃をまずガードするという方針の梨那は、それをどうしても食らってしまう。稀まれに相手が通常技で対空してくることもあるが、それでもダメージレースは五分。

　お互いラウンドを取って第三ラウンドだ。

「いけ！」

「はい！」

　ここで勝負をキメに行く。

　展開はこれまでと同じ。

　そう見せておいて──

『キャットスパイク！』

　龍雄のジャンプ攻撃に対し、キャットの対空必殺技が突き刺さる。

　中級者以上でもちゃんと狙ねらっていなければ、意外に必殺技での対空はできないことが多い。

　それは地上戦も意識しているからなのだが、これだけお互いに飛び込み合うことがわかっていれば、対空も出るというものだ。

　その精度は百パーセント！

　配信で戦術を見せたのも、全てこの作戦への布石だ。

　ガードと確反だけで勝てるなんて最初っから思っちゃいなかった。

「相手は上出てるぞ！　もう飛ぶな！」

　三回連続で対空を成功させたところで、吉祥院の怒声が響く。

　だがもう遅い！

　逆にその声でガードをミスったマジカルさんの龍雄に、キャットのジャンプ攻撃がヒット。

　そのまま地上攻撃からゲージを全て使うコズミックアーツへ繋つながるコンボを決め、三割以上残っていた体力を全て吹き飛ばした！

　おいおいおいおい！　そんなコンボ、いつの間に練習したんだよ！

　会場の選手達から、今日一番の拍手が巻き起こった。

「長内梨那選手の勝利です！」

　会坂さんのコールでもう一度大きな拍手。

「えへへ！　やりました！」

　梨那はカメラに向かって笑顔でピースしたあと、あらためて俺に笑顔を向けてくる。

　かわいすぎか！

「コンボ練習なんてしてたのか」

「師匠がトイレに行っているときにこっそりやってたんです。何か試合を盛り上げる方法ないかなと思って」

　今日の時点で、コズミックアーツを絡めたコンボは、初心者最強の土つち御み門かどさんも出していない。

　ガチ初心者の梨那がそれをキメたことで、今日一番盛り上がった。

　勝利ポイントを得たという以上に、梨那が勝てたことが嬉うれしい。

　初めて子供が立ち上がったのを見た親の気持ちとでも言えば良いだろうか。

　もちろん子供なんていたことないけど。

「これ以上ない勝利だ。バッチリだったぞ」

「えへへ、ありがとうございます」

　照れてちょっとだけ赤くなる梨那。

『長内梨那はもはや人間じゃない。梨那ちゃんというかわいい別の生き物だ』

　そんな冗談がネット上で言われているが、その通りだと思ってしまう。だがこのかわいさは、テレビで見るそれとは質が違う。視聴者に見せるための笑顔ではなく、がんばった者だけが見せることのできる笑顔だ。不思議なことに、視聴者のために完璧に作られたはずの笑顔より、今の梨那の方が何倍もかわいく見えた。
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　そんな梨那を眺めていたいところだが、俺の本番はこれからだ。

「師匠も勝ってください」

　こういうときに『がんばって』ではなく『勝って』というのが梨那らしい。俺ががんばることなんてわかっているのだ。

　結果を求めている。

　そして、そう期待をかける価値があると言ってくれているのだ。

　今日は負けられない理由が多すぎる。

　やってやる！




　吉祥院の使用キャラはブレイズ。龍雄の親友かつライバルという立ち位置のキャラだ。

　どちらかというと『待ち』が得意な龍雄に対し、『攻め』が強いキャラクターである。

　吉祥院との直接対決は初めてだが、同じ大会に出場したことはあるし、大会の動画はたくさんネットにアップされている。

　お互いに戦い方のクセは摑つかんでいると思って良い。

　ただしそれは、過去のデータでしかない。

　梨那がそうしたように、今日のために、まだ見せていない戦い方を用意している可能性はある。

　第一ラウンドはお互いに確認だ。

　体に染み付いた戦い方と、これまでのデータをもとに用意してきた作戦で、相手の動きを探っていく。

　行動や発言は腹立たしい奴だが、実力は確かなものだ。

　たまにリスクの高い攻めをしてくるが、それがこちらへの抑止力にもなっている。

　攻めの強いブレイズと、実に相性の良いプレイヤーだ。

　実力、展開ともに五分。

　第三ラウンドまでもつれ込んだ一本目は、対空で出したしゃがみ強パンチと、相手の飛び込みが相打ちになり、僅わずかな体力差で俺の負けとなった。

　吉祥院はクズだが、決して弱いわけではない。腐ってもトッププレイヤーの一人だ。

　だからといって、このまま負けるつもりは毛頭無い。

　今は二本目を前にしたインターバルだ。

「師匠、気付いていると思いますが……」

　梨那が笑顔のまま、俺の耳元で囁ささやいた。

　笑顔を作っているのは、吉祥院達にこちらの状況を悟られないためだろう。

　驚かされるのはもう何度目かわからないが、やはり十歳児とは思えない芸当だ。

「俺の動き、精せい彩さいを欠いているな」

「はい。なぜですか？」

　わかっていての質問、というよりただの認識合わせだろう。

「頭に血が上ってるんだと思う」

　ここで負けたら梨那が企画から降ろされるということも気になっていたが、梨那には言わないでおく。余計な気を遣つかわせるだけだ。

「……師匠、アレをやりましょう」

　アレとは、梨那が立てた作戦のことだ。

「三本目に取っておきたいところだが……」

　まだ練習不足なので、本当に手がなくなるまで使わないつもりだったが。

「このままで、二本目を勝てますか？」

「実力的には五分だが、明らかに集中できてない。……運に頼ることになるだろうな」

　人並み外れた反応速度に頼った俺の戦い方は、集中力が低下すると急激に勝率を落とす。

　集中力が落ちて見えなくなった分を読みに頼るわけだが、その読みが得意ではない俺は、勘かんに頼った行動で補うことになる。

「だったらお願いします。私の声を聞いてください」

　梨那は相変わらず笑顔だが、その瞳ひとみはまっすぐ俺を見つめている。

　いずれにせよ、このままではジリ貧ひんか……。

「わかった。やってみよう」

「はい！　しっかり『応援』しますね！」

　梨那に元気をもらい、始まった二本目、第一ラウンド。

　梨那の笑顔のおかげもあって、俺の集中力は戻りつつあった。

「師匠、がんばってー！」

　いや、梨那の声に意識を割さいている分、余計なことを考える余裕がなくなっているのが良いのかも。

　梨那を悲しませたくない、梨那ともっとゲームをしたい、吉祥院が許せない。

　そういった余計な思考が頭の外へと追い出されていく。

　見える。

　モーションの一つ一つがはっきりと。

「やっちゃってください！」

　了解だ、梨那！

　ブレイズの牽けん制せいパンチが俺のカレンの牽制キックに刺さる。

　そのままコンボで画面端に運ばれてしまう。

　画面端はブレイズの最も得意とする場所だ。

　本来は我慢をする時間だが、俺は外せばリスクの高い無敵技を迷わず撃った。

　それは見事にヒット。

　画面端からの脱出に成功する。

　しかし吉祥院もなかなかのものだ。

　すぐにまた位置を入れ替えられてしまう。

　再び画面端！

「勝てますよ！」

　梨那の応援が、ヘッドホンの片方を外した俺の耳へと届く。

　画面端で投げと打撃の二択をしかけてくるブレイズ。

　俺は冷静に一回目はガード、二回目もガード、三回目は少し前に出て後ろ投げ。

　これでまた位置が入れ替わり、俺がブレイズを画面端に追い込んだ形になる。

「がんばってー！」

　ジャンプで俺のカレンを飛び越えようとした『ブレイズが飛ぶよりも一瞬早く』飛んだ俺は、ブレイズが攻撃を繰くり出だす前に叩たたき落おとした。

　いい加減吉祥院も気づいただろう。

　動きが読まれていると。

　いつもの反射神経は戻ってきた。

　だが、人間の目では絶対に追えない選択がここまで通るのは、あてずっぽうだけではまずありえない。

　そのまま第二ラウンドも勝利し、二本目を取った俺は、梨那とハイタッチ！

　目を見開いた吉祥院がこちらを凝ぎよう視ししている。

「イカサマだ！」

　吉祥院の怒声がここまで聞こえてくる。

　マジカルさんが慰なぐさめようとするも、吉祥院はその手を乱暴に振り払った。




　そして三本目。

　頭に血が上った状態でつっこんで来てくれれば勝てる。

　行動が単純になるだけに読みやすいし、読みやすい攻撃は意識を散らされない分、見てから返すことも容易になる。

　インターバルの激げつ昂こうを見る限り、そうなってくれる可能性は高いが……。

　しかし、そんな考えは甘かった。

　もともと攻めっ気の強い吉祥院だが、さらにガン攻めに切り替えてきたのだ。

　もちろん、ただ飛び込むなんてことはしてこない。

　これまで牽制を振りつつの接近だったところを、無造作に歩いて距離をつめてくる。

　かと思えば、こちらの牽制がぎりぎり届かないところで停止、俺の牽制を紙かみ一ひと重えで空振らせた隙にまたすぐ距離をつめてくる。

　完璧な見切りだ。

　停止した距離でどの牽制技を振ってくるかもしっかり読まれている。

　こんな武器を用意していたのか！

　接近してしまえば、ブレイズの方がカレンよりも有利だ。

　先程よりもさらに行動の密度を上げ、展開を早くしてくる。

「師匠がんば……ええと、ごーごー！　じゃなくて──とにかくがんばってください！」

　展開が早すぎて梨那の『応援』が間に合わない！

　作戦がバレた？　いや、そうでなくても吉祥院はこうして来ただろう。

　俺と梨那の作戦とは、ボクシングで言うナンバーシステムだ。ナンバーシステムとは、セコンドがナンバーをボクサーに伝え、ボクサーはナンバーに対応した部位を打つというものだ。

　梨那の応援は、吉祥院が『二手先』に何をしてくるかを俺に伝えている。

　ゲーム機での時間が取れない梨那は、イメージトレーニングの他に、吉祥院の研究を進めていたのだ。

　とはいえ、スピードの早い格闘ゲームで、ナンバーシステムは現実的ではない。

　だからこそ『二手先』なのだ。

　これは梨那の驚異的な読みの能力があって初めて成り立つ。

　格ゲー自体の知識がまだ少ない梨那は、全てを読み切ることはできない。

　知らないことは読めないからだ。

　それでも梨那は、限られた情報の中から、吉祥院のクセを摑み、ここだというポイントを俺に伝えてくれた。

　この大会は、試合中のチームメイトへのアドバイスは禁止されていない。

　だが、集中している選手に聞こえるほどの声によるアドバイスは相手チームにも聞こえてしまうこともある。

　そこでこの作戦だったのだ。

　いずれにせよ、俺が『読み』に頼った行動に出ることはバレてしまっただろう。

　吉祥院がその対策を用意していれば、こうなるのは必然だった。

　ここまで展開を早くされれば、読みに頼った戦い方に慣れていない俺ではついていけない。

　だからこそ、この作戦は三本目にとっておきたかった。

　もう梨那には頼れない。

　そう気持ちを切り替える前に、第一ラウンドを取られてしまった。

「しゃー！　ざまーないね！」

　吉祥院が吠ほえた。

　おせじにもマナーが良いとは言えない。

　ガッツポーズを取ること自体は何ら問題ない。相手を煽る行為は格ゲーマーの正しい姿と言えなくもない。しかし、それは気心の知れた仲だからこそ成立する。

　プロレス的なノリならよいが、ガチでやるのは避さけるべきだと俺は思う。

　そういった細かなことが、ゲーマーの地位向上……というと大げさだが、プロゲーマーという歴史の浅い職業の継続に繫がっていくのだ。

　何より……俺がムカつく！

　いや、それがやつの手だ。

　余計なことを考えている時間はない。




　すぐに第二ラウンドが始まる。

　あと一ラウンド取られれば負けなのだ。

　スピーカーから「ファイト！」の音声が流れると同時に、耳元でか細い声が聞こえた。

「師匠……勝ってください」

　試合が始まったにもかかわらず、俺は思わず視線を横にいる幼女に移してしまった。

　幼女の目め尻じりに、一瞬だが涙が浮かんだのが見えた。

　すぐにその顔は「ハラハラしている」というのが伝わってくる表情になる。

　無意識にカメラを意識した表情作りなのだろう。

　とても自然に見えるが、実は異常な作られたもの。

　そのギャップがあるだけに、先程の涙は……沈しずんだ顔は、心からのものだとわかる。

　もしかして、ここで俺が負けたら、自分が仕事を降ろされるとしっている？

　そして、それを嫌だと感じてくれている？

　俺の思い上がりかもしれない。

　だが、そう信じたい。

　いや、もう信じた。

　そう思考したのはほんの一瞬。

　俺のカレンはフルコンボを受け、体力の四割が消し飛んでいる。

　それでもなお、俺は梨那の涙を思い出していた。

　梨那の感情に引きずられたかのように、俺の視界が一瞬にじむ。

　手は反射的にガードを選択。

　しかし、そんな安易な行動はあっさり投げられ、次のコンボで気絶させられる。

　気絶中の追撃で、残り体力は約一割。

　画面の様子を見ながら、俺は驚くほど冷静だった。

　これまで梨那が俺に見せた色んな顔が目に浮かんだと思った瞬間──。




　意識が広がった。




　そうとしか言いようのない感覚。

　調子が良いときのレーサーは、自分の車を空から見ているような感覚で運転をできるという。

　自分の体がキャラと一体に……いや、試合そのものと一体になったような感覚。

　残り体力一割でダウンしている俺のカレン、その眼前でセットプレイ用に弱パンチでフレーム消費をする吉祥院のブレイズ。

　考えられる選択肢は九つ。

　思い浮かんだ選択肢の一つが光った。

　選択肢が目に見えていたわけではないので『光った』という表現はおかしいのだが、とにかく、ブレイズは中段を重ねてトドメを刺してくるとわかった。

　無敵技で返せる。

　迷わず撃つ。

　ダウンする相手を見下ろしながら着地。

　会場は苦し紛れの反撃と思ったようで、少しの歓声。

　こちらの詐さ欺ぎ飛とびに相手はガード。

　なら、そのまま着地で投げる。

　次々に相手が取る行動と、それに対する最適解が浮かんでくる。

　これが『読める』という感覚なのか。

『読み』には大きく分けて、データによる計算と、大量の経験に裏打ちされた勘の二種類がある。

　今の俺は後者だろう。

　トレモでレコーディングしたキャラを相手にしているようだ。

　全く負ける気がしない。

　俺はそのまま相手に何もさせないまま勝ちきった。




「師匠……すごい……」

　梨那が大きく見開いた目で俺を見上げている。

　俺はその小さな頭にそっと手を置くと、画面へと向き直った。

　ラウンドの区切りで、先程のような万能感は消え去っている。

　一瞬の限界を超こえた集中力だったのだろう。

　あの『読み』はもうできないかもしれない。

　それでもまだ『やれる』という自信は全まつたく薄れていない。

　第三ラウンドが始まって、それが確かな感覚だとすぐにわかった。

　全てのモーションがはっきり見える。

　反応速度がこれまでで一番冴さえている。

　ブレイズが牽制で出したしゃがみ中キックの出かかりを認識できている。このしゃがみ中キックは、技の終わり際に攻撃判定が消えて、やられ判定だけが残る時間が一瞬だけ存在する。

　全体フレームとこちらのしゃがみ弱パンチの発生フレーム差、当たり判定の差を考えれば、人間の速度で見てから反応は不可能じゃない。

　トップアスリートクラスの限界値を出せばだが──。

　今の俺ならできる！

　ブレイズのしゃがみ中キックの攻撃持続時間が終わり、やられ判定だけが残った一瞬。

　そこにカレンのしゃがみ弱パンチが刺さる。

　ヒット後の確認猶ゆう予よ時間は人類には不可能な短さ。

　だが俺は既すでに、絶対に当たると、事前の状況を見て判断している。

　ヒット確認など必要ない。

　そのままコンボにつなげ、ダウンを奪う。

　さあ、起き攻めの時間だ！

　相手は後転起き上がり。

　その動きだけで、吉祥院の焦りが伝わってくる。

　起き攻めは基本的に、攻める側が有利なジャンケンだ。

　いくら反応速度が過去最高に高まっている俺でも、一方的に勝ち続けられるとは限らない。

　しかし、今の俺には運もあったし、相手よりも見えるものが多いため、さらに有利な後出しジャンケンが可能だ。

　ブレイズの体力をガリガリ削っていく。

　リスクは最小に、リターンは最大に。

　相手のミスを期待せず、やるべきことだけを完璧にこなす。

　それが理想的な戦い。

　今の俺にはそれができる。

「いけますよ！」

　梨那の声が聞こえる。

　演奏に集中しているピアニストが、会場のどんな些さ細さいな音も聞き逃さないように、研とぎ澄すまされた俺の五感が全ての情報を拾い、適切に処理していく。

　会場のざわめきは無意識がシャットアウトする中、梨那の声だけははっきりと聞こえた。

　梨那、読みを続けてくれていたんだな。

　俺も同意見だよ。

　こいつは、本当に追い詰められたとき、心が折れて必ず──

『ブレイズバスター！』

　画面が暗転し、ブレイズが、コズミックアーツの技名を叫んだ。

　吉祥院は、完全に心が折れたときだけだが、起き上がりに確定しない状況でコズミックアーツをパなすクセがある。

　それはプロの試合において、実質の敗北宣言だ。

　俺は冷静に、と前置きをする必要もなく、コズミックアーツのコマンドを入力。

　暗転返しで発動したカレンのコズミックアーツが、ブレイズに突き刺さる。

　終わってみれば、このラウンドはパーフェクト。

　先程のラウンドで反撃を開始してから、削りも含めて一切のダメージを受けていない。

　パーフェクトであったことはただの結果だ。

　それでも、圧倒的な勝利であったことは間違いない。

　深い集中が徐じよ々じよに解かれていく。

「こんなバカな！　俺がこんな負け方するはずない！」

　吉祥院が立ち上がり、ヘッドホンを地面に叩きつけた。

　無様なその様子を、俺はどこか他ひ人と事ごとのように見ている。

　興奮で体が熱い。思わず目頭が熱くなる。

「師匠──っ！」

　抱きついてくる梨那を受け止めつつ、俺は後からやってきた勝利の実感に、体が熱くなるのを感じたのだった。




　第二節が終わった夜。梨那、麗うらら、そして俺の三人はささやかながら打ち上げをした。未成年だけで居酒屋などというわけにもいかず、梨那がいるのでファミレスなどもまずい。ということで、狭いのを覚悟で場所は俺の部屋だ。

「ゲームで勝つのって楽しいですね」

　麗の用意してくれた軽食をつまみつつ、梨那がぽそりとそう言った。

　正直なところ、俺は梨那がコズファイを楽しんでくれているか不安だった。

　ゲームは体験だ。どれほど『神ゲー』と呼ばれているものであっても、楽しいと感じるか、つまらないと感じるかは人それぞれである。

　特に難しいのは、格ゲーは勝てなければつまらないということだ。勝ってはじめて、その面白さを知る。今、梨那がいるのはそこだ。しかし、これから何度も負けるだろう。その時にどうなるか。勝つために練習を続けるようになれば、それはハマった証拠だ。

　負けず嫌いとは、負けるのが嫌で戦わないヤツではなく、負けても負けても勝つまでやるヤツだと、俺は思う。その点きっと、梨那は大丈夫だ。

「そうだな。最高に楽しい」

　恥ずかしくて口に出せないが、梨那がいてくれてもっと楽しくなったと感じる自分がいる。

　今日の試合で、格闘ゲームはやはり、最終的には自分の実力が全てだと改めて思わされた。それが格ゲーの面白いところであり、俺が好む大きな理由の一つだ。

　だが、パートナーという存在に感じていた違和感は既にない。

　それどころか、一人であることに寂しさすら感じるかもしれない。

　これは退化だろうか？　そうではないと、今の俺は信じている。

「このまま勝ち続けて、世界一にならなきゃです」

　梨那はぐっと胸の前で拳こぶしを握った。

「前にもそんなことを言ってたな」

「その気持ちはさらに強くなりましたよ！　現役トップ女優にして、トッププロゲーマー！　師匠は、どうなりたいんです？」

　梨那は人差し指を唇くちびるの下に当て、じっと俺を見上げて来る。

　俺はどうなりたいんだろう？　そんな問いをするまでもなく、答えは決まっている。

　弟子がここまで言っているのだ。師匠は弟子に超えられるものだと言うが、そうなるにはまだまだ早い。

「梨那はトップにはなれないって言ってるだろ。俺が世界一になるんだからな！」

　前にも俺は似たようなことを言った。正直なところ、あのときは現実感もなく、勢いで言っただけだった。

　でも今は違う。今回の大会で、何かが見えた。

　今までぼんやりとしていたトッププレイヤー達との距離を、はっきりと認識できた。

　大会の最終戦で一瞬だけ開いたワンステップ先への扉。あれが、俺にトッププレイヤーの背中を見せてくれたのだ。

　今までだって、トッププレイヤーに勝ったことがないわけじゃない。だがそれは『結果として勝てた』だけだった。勝つべくして勝ったわけじゃない。それがよくわかった。だからこそ言える。

　俺は世界を獲とりに行く。
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　こう思えるようになったのは、梨那のおかげだ。それが悔しくもあり、少し嬉しくもあった。

　そんな俺の言葉を聞いた梨那は、満足げかつ楽しそうでありながら、どこか挑むような視線を含んだ笑顔を俺に向けたのだった。
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　ＭＩＸリーグ第二節の翌日。

　俺おれの部屋は今、緊張に包まれていた。

　梨り那なと麗うららが固かた唾ずをのんで俺を見つめている。

『梨那の企画参加ですが……』

　スマホのスピーカーから聞こえるのは、冷たく、高圧的な声。

　梨那の母、冷れい子こさんのものだ。

『約束通り続投とします』

「ありがとうございます」

　俺が礼を言うのもおかしな話だが、素直な気持ちでもある。

『あなたのためではありません。昨日の試合後、梨那のフォロワーがかなり増えました。何より、グッズの通販売り上げが急に伸びました。日頃売れている数からすると、それほど大きな数字ではありませんが、誤差ではない動きがありました。格ゲーファンには、濃いファンになりうる客の割合が多いことを示しています。ですから、梨那をもう少しあなたと組ませてみようと思います。それでは』

　梨那の母はそれだけ言うと、一方的に電話を切った。

　社会人である以上、普段からこうではないはずだが……。

　俺、なめられてるんだろうなあ。

　かなりの盛り上がりを見せているとはいえ、興味のない大人達からすればプロゲーマーなどまだ『遊んでお金をもらっている』という認識なのかもしれない。

「大丈夫だったみたいですね」

　梨那がおだやかな笑顔で俺を見上げている。

　梨那は俺と一緒に母の判断結果を聞きたいと言って、忙しい合間を縫ぬってここに来たのだ。

　俺は知らなかったが、梨那が続投するには、俺が勝つ以外にも色々と条件があったらしい。

　一番の焦点は、練習に時間を割さくだけの価値があるかということだ。

　梨那の一時間には、金銭面だけで言うなら、常人の一時間の数倍……いや、数千、数万倍の価値がある。

　その時間を使う投資価値があるのか。判断するなら今、ということなのだろう。今回はなんとか続投に天てん秤びんが傾いたということだ。

「これでしばらくは大丈夫だと思います。中途半端な時期の降こう板ばんは、『演出』が必要になりますし」

　俺の心中を察したように、梨那が補足してくれる。

「これでまた一歩、梨那ちゃんがうちの家族へと近づいたわけね」

　麗が梨那をぎゅっと抱きしめた。

「意味がわかりません」

　顔が麗の胸に埋まっているので表情は読み取れないが、すっかりあきらめたような声だ。

　二人のやりとりを眺めていると、スマホにメッセージが届いた。

　まだ高校に行っていた頃、唯一友人と呼べたかもしれない男子からだ。

　学校に行かなくなってしばらくは連絡をくれていたが、俺がろくに返信をしないこともあって、すっかり疎そ遠えんになっていた。

『古ふる川かわさんがお前と梨那ちゃんのこと、めっちゃ宣伝してたぞ。配信でも応援コメントしてくれってな。グッズも学校で売りまくってて、先生に怒られてた。感謝してやれよ』

　俺は思わず麗を見た。

　目を合わせた麗は「ん？」と首を傾かしげるだけだ。
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「あ──」

　礼を言いかけた俺だが、麗が黙っているということは隠しておきたいのかもしれない。

　昔からこういうヤツだ。

　どうでもいいことは恩着せがましいくせに、大変な想いをしてくれたことは何も言わない。

　近いうちに何かこっそり恩返しをしよう。

「なんだか二人の空間を作ってる気配がします」

　麗の胸から抜け出した梨那が、口を尖とがらせて俺と麗を見比べた。

「「そんなことないよ」」

「ハモってます！」

「たまたまだよ。来週も試合はあるんだ、練習しようか」

「むむむ……」

　梨那はじっと俺を睨にらんだあと、いつもの笑顔に戻った。

「はい！　よろしくお願いします！」
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　第二節を終えた翌日、ＭＩＸリーグ出場者全員宛あてにメッセージが届いた。




　ピクシーチームの山やま田ださんが、本企画から降こう板ばんされました。

　大変残念ですが、山田さんの代わりに白しろ樹き愛め依いさんがメンバーに加わります。

　皆様ご理解の程、なにとぞよろしくお願いいたします。




　──白樹愛依。

　梨り那なに次いで人気のある子役だ。

　バラエティから映画までなんでもこなす梨那とは違い、役者とＣＭの仕事しかしない。

　ミステリアスな役をやらせたら、梨那以上とさえ言われている子役だ。

　彼女が入ることにより、梨那がどう動くのか。

　そして、ＭＩＸリーグはどうなるのだろうか。

　誰が来たところで、俺おれは……いや、俺達は勝ち続けるだけだ。






あとがき






　お久しぶりという方、再び私の本を手にとって頂きありがとうございます。初めましての方、楽しんでいただけたでしょうか？

　へっぽこエンジョイ格ゲーマー、日ひの原はら裕ひろ光みつです。

　ご縁があって、ファミ通文庫さんから本作を出させて頂くことになりました！

　移籍などということではなく、富士見ファンタジア文庫さんとも仕込み中ですので、そちらはもうしばらくお待ちください。

　さて、格闘ゲームが重要な要素となっている本作。格ゲー全盛期に青春を過ごした一人として、ずっと書きたかったネタでしたが、やっと世に出すことができました。

　私がなけなしの百円玉を握りしめてゲーセン通いをしていたあの頃、格ゲーがこんなに表の世界で日の光を浴びることになるとは思いませんでした。インディーズバンドがメジャーになったときのような、ちょっとした寂しさはありますが、新作格ゲーが増えたのはとても喜ばしいことです。インディーズバンドのファンだったことはありませんが。

　私が一番好きな格ゲーシリーズの復活はまだなので、楽しみに待ちたいと思います。

　プロの試合や解説を見られるのは、今ならではですね。ネット対戦環境も充実し、友達の家やゲーセンだけが対戦場所だった頃とは時代が変わったなと思う日々であります。

　そうそう、本作の登場人物達がプレイしているコズファイですが、某格闘ゲームとは一切関係ありません。某キャラやシステムに似てるからと、某ゲームで同じことをしても、良い感じの結果が出るとは限りませんのでよろしくお願いします。




　最後に謝辞です。

　担当編集様。初めてのレーベルでドキドキでしたが、おかげさまで楽しく書かせて頂きました。ご一緒に続きを出せることを願っています。

　小こ奈なきなこ様。すてきかわいいイラストをありがとうございます。ラフが届くたびにわくわくしっぱなしでした。配信もされているようなので、皆さん観てみてくださいね。

　そして本作を楽しんで頂いた読者の皆様、ありがとうございました。

　願わくば続編、もしくは別シリーズでまたお目にかかれれば幸いです。
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